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２３５８年




ＴＯＫＯＲＯＺＡＷＡ上空１２００km




　まず最初に、光があった。

　暗くら闇やみの中で死と同じ状況の中、赤い光が瞬またたき、瞬しゆん時じに、そして強制的に甦よみがえる。

　電気信号が脳内のシナプスを操作し、自分を取り巻く状況を一いつ瞬しゆんで理解させた。寝ぼける許可など与えられない、絶対的な起き床しようシステム。

　つまり、早い話──その光は、警報だった。




　こうした警報システムに脳内を直接揺さぶられ、船長は勢いよく跳はね起きる。

「ちょっ、がっ!?」

　跳ね起きた先にあったものは、カプセルルームの狭い天てん井じよう。頭を勢いよくぶつけた船長は、目の前に星を見ながら部屋の外に駈かけ出した。

　チカチカと脳内の星は瞬き続けるが、窓の外に見える星は一つだけ。




　眼下に広がる余りにも大きな星──地球。




　惑わく星せい間交易船である『ＮＩＮ×ＮＩＮ』は、昨日きのう木星から戻ったばかりであり、そのまま軌き道どう運動に移行した船内で家族ぐるみのバカンスを楽しんでいた。

　22世紀に開発されたシステムによって地球周辺の危険な宇宙ゴミデブリが98％除去された現在、地球を見下ろす個人観光用の軌道航路は絶好の人気スポットとなっている。

　半年前からこの軌道に滞在する権利を予約していた船長は、突然にして初めてのトラブルに肝きもを潰つぶしかけていた。

『なんだ、何事だってんだ畜ちく生しよう』

　地球の言語でそう呟つぶやき、舌した打うちする男。

　言語は大きく変わっても、感情や舌打ちの音は変わらないようで、まだ若い船長は冷や汗を流しながらコントロールルームに辿たどり着く。

　そこには既すでに自分以外の家族が集まっており、皆不安げな顔で船長の方を見つめていた。

　何代も前から受け継ついできたこの交易船ではあるが、防衛システムなどは最新の物を使っている。

　少々のデブリならば警告を発する事もなく排はい除じよもしくは回収する筈はずなのだが、どうやらそういったレベルではなさそうだ。

　まだ幼さの残る子供達は、事態を理解できていないようで半分泣きそうな顔をしていた。

　いや、正確に言えば──既すでに泣いている。

「海かい賊ぞくだと……？」

　空中に映るモニターには、何らかの物体がこの船体に接せつ触しよくしている姿があった。当然ながら事前の連れん絡らくはなく、相手の船の所属も解わからず、およそ宇宙船とは思えないような奇き妙みような形状をしている。

　──車輪？

　モニターに映る未確認船には、車輪のような物がついていて、現在でも地上で繁はん栄えいし続ける自動車や自転車を思い起こさせた。

　だが、所属不明な以上は恐らく海賊に相そう違い無いだろう。

　──くそ！　よりによってこんな所に!?

　ここ１００年程、宇宙海賊と司法組織のやりとりはまさにイタチごっこであるが、この船長が実際に海賊と出会ったのはこれが初めてである。そもそも船長は、こんな観光コースに海賊が出るなどという話は聞いた事も無かった。

「おい、あの船は一体なんだ!?」

　船の天てん井じように向かって叫ぶと、船内のＡＩから無機質な声が聞こえてくる。

　それは、本当に無機質な合成音だった。




【ムカシ　ムカシノ　オハナシデス】




　──は？

　船長は思わず耳を疑った。

　この宇宙船のＡＩの声は、子供達が大ファンである、吸きゆう血けつ鬼きアイドルの棺かん原ばらラディの物を使用している筈はずだ。

　３年前、芸能活動３５０年記念の時に発売された物をインストールしたばかりの筈なのだが、それ以前にもこんな20世紀の遺い物ぶつのような合成音だった覚えはない。

　──くそ!?　ハッキングされたのか!?

　曾そう祖そ父ふの代から使っているＡＩシステム。コンピューターは買い換えてもＡＩデータはそのまま移行を続けてきた。

　ＡＩにもれっきとした人格が備わっている現在、簡単に消去してしまう事が倫りん理り的に問題でもあったし、何より、自分が子供の頃から世話になっていたＡＩなので、結果としてＡＩはアップグレードだけを繰り返しながら使われ続けるという結果となっていた。

　──お、おいおい、頼むぞ、こんな所でお前にバックアップデータごと壊こわれられたら、俺おれも泣くし子供達も泣くぞ!?

　実家に残してあるバックアップデータは何年前のものだったろうか。それに、どちらにしろ、ここで今こうして話しているＡＩが壊れる死ぬ事には間違いない。

　ハッキングされたとするならば、機械音おん痴ちの自分には今ひとつ詳くわしい仕組みが解わからない。だが、当然ながらユーザーサポートに連れん絡らくしている暇ひまもない。

　子供達や船長の妻つまもキョトンとしている中、ＡＩは尚なおも言葉を紡つむぎ出し──気付けば警報システムも止まった船内の中に、奇き妙みような空気を生み出し続けた。




【ムカシ　ムカシノ　オハナシデス】





☆






　アルトコロニ　タケザイクヤガ　イマシタ

　ノヤマニ　マジリテ　タケヲトリツツ、ヨロヅノコトニ　ツカイケリ




　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス




　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス





☆






21世紀　埼さい玉たま県　某ぼう所　竹ちく林りん




　全すべてを疑え。




　僕は両親の手で、そういう風に造られた。

　こんな言い方をしてみたけれど、別に恨うらんではいない。無論、本当に恨んでいないのか疑ってみた結果だ。

　造られたというとまるで人造人間か何かのようだが、僕はれっきとした普通の人間だ。まあ、結局のところ人間も人間が造るのだから、ある意味で全ての人間は人造人間と言えなくもないのだが。

　とにかく、造られたというのは、そういう風に育て上げられたという事だ。そしてそれは、家族以外の様々な価値観とふれあった後に考えてみても、正しい事であると推測できる。

　疑う事は一つのコミュニケーション。

　何もかもホイホイ信じる人間には、本当の真実など見えはしない。

　本当に相手を信頼する為ための前段階として、まずは疑う事だ。その先に本当の友情と信頼があると信じて。

　愛や友情というものが本当にあるのかどうかを疑った事もある。だが、とりあえず僕は他人に対して親愛の情を感じる事はあるのだろうと判断している。

　……という事を、幼おさな馴な染じみである友人達にストレートに伝えたら、「お前、いつもそんな自己批判みたいな事考えながら生きてんの？　キモいってマジで」と言われたので取りあえず殴なぐってみた。

　殴り返された痛みは疑うまでもなかった。

　それでも今まで通りの付き合いを続けてるのだから、まあ、友情というものは実在するんじゃないかな、とは思う。

　あとは愛情だけれど、未いまだに性欲との区別があまりついていない。初恋という奴やつがいつだったかも曖あい昧まいだし、今現在、彼女はいない。正確に言うなら、生まれてこの方、恋人ができた事は一度もない。

　友人達は、僕のこの性格のせいだと言う。本当かどうか疑ったが、どうやら真実ではあるらしい。

　しかし人生14年。

　中学二年になった自分としては、まだまだ人生は疑う事だらけだ。クラスメイト達も最近は『俺おれはなんの為ために生きているんだろう』だの『なんで人を殺しちゃいけないの』だの『数学が将来なんの役に立つんだ』だのと、様々な事を疑っている。

　ただ、最後のは疑いですらなく、単なる逃げではないだろうか？　因いん数すう分解が役に立つのか立たないのか疑う前に、数学が役立つ生活があるという可能性を考えなかったのだろうか？　そもそも、数学という物が何か理解した上で言ってるのか？

　──と、やはりストレートに言ったら殴なぐりかかられたが、こちらは簡単に避よけて殴り返した。元から友達じゃあなかったから、当然ながらその後こちらに近づいてはこなかったが。

　こんな事ばかり繰り返すので、学校の先生などは『大人おとなびてるのか子供っぽいのか解わからん奴やつだなあ』と呆あきれた顔をする。どうやら僕の話し方は堅かたく、冷めた人生を送っているように思われているらしいのだ。

　全くの誤解だ。僕はこの年になっても少年誌を読みあさってはその世界に行きたいと思う、夢と妄もう想そう溢あふれる子供だというのに。

　……自分で言っててイヤになってきた。

　どうやら僕が疑うべきなのは、自分自身の生き様ざまらしい。

　ともあれ、僕は疑う事が嫌きらいじゃないし、『疑う』という行為にマイナスのイメージも持ってはいない。

　だから今日も、些さ細さいな疑いを繰り返して心の中の暇ひまつぶしを続けていた。

　自分が本当にここに存在しているのかどうか、そんな些細な事から、自分が身に纏まとっている上着が似合っているのかどうかという、極めて重要な案件に至るまで。




　そんな僕が向かってるのは、うちの私有地である、無む駄だに広い竹藪やぶだ。

　私有地といってもそれほど地価が高いわけでもないので、土地持ちと言えるかどうかは疑わしい。

　週に２日しかない貴重な休日だというのに、父さんに言われて無む報ほう酬しゆうで竹の伐ばつ採さいとは泣けてくる。

　今の世の中、父さんが副業で造る竹細工が芸術品と呼ばれて高く売れ、それが我が家の生活費の大半になっているのだから大したものだ。

　とりあえず、とっとといい竹を見み繕つくろって帰ろうと裏山に向かったのだが──




　そこで僕は、まず自分の眼めを疑った。




　人里から一歩だけ離れた竹ちく林りんの中、踊おどるのは白と黒の固まりと、線の細い肌はだ色だった。

　白と黒の方は確認するまでもなくパンダであるとして──問題は、長い竹槍やりを持ってパンダを追い回す、半はん裸らの少女の方だった。

　年は、僕と同じぐらいだろうか。

　胸や腰こしを隠かくすように布が巻き付けられているので、確かに半はん裸らといえば半裸だが、覆おおっている面積は半裸というには少なすぎる。

　鮮あざやかに転がり回るパンダに対し、半べそをかいたような顔で竹槍やりを突き出し続ける少女。




　──なんだこれ。




　──まあ、ここは一つ冷静に考えよう。




　──竹槍を持った半裸の女の子とパンダのダンス。




　──……なんだこれ。




　この光景を見て、疑うべきは自分の頭か、それとも今まで培つちかってきた常識か、あるいは布きれだけを巻いている少女の脳みそか。
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　とりあえず両方疑いながら、僕は一歩竹藪やぶの中へと踏み出した。

　決して、半裸の女の子を近くで見たかったわけではないと信じたいが、そんな自分の心を疑ってみたところ──




　どうやら僕は、半分ぐらい鼻の下を伸ばしているようだった。





☆






　少女は、知っていた。




　多くの事を多くの事を、ただ、『知っていた』。

　そして、それ故に──信じられなかった。

　自分が置かれている境きよう遇ぐう、目の前の光景。何もかも、何もかもが。

　全すべては理解している。常識は全て疑いようもなく頭の中に入っている。

　彼女は、そういう風に造られた。

　それなのに、彼女にはどうしても『今』という時間を受け入れる事ができなかった。

「こ、こいつめぇ！」

　あからさまな殺気を込めて竹槍やりを突き出す──……が、当たらず。

　パンダは常に少女の予測した動きの一歩先を転がり、殺意の込められた緑色の刃やいばをかいくぐり続けた。

　横に薙なぎ払はらおうにも、周囲は密集した竹だらけ。他の竹に当たってしまえば意味がない。

　しかもパンダは、百ひやつ花か繚りよう乱らん、いや、千せん竹ちく絢けん爛らんとばかりに生え乱れる竹の位置を正確に理解しているかのように、すいすいとその隙すき間まを動きまわっていた。

　信じられない動きだ。

　少女は怒りと共に驚きよう嘆たんする一方で、疑う事はやめない。

　──パンダがこんな動きする筈はずがない！

　自分の持っている常識を否定することは、自分自身を否定する事に他ならない。

　……という、奇き妙みような思想こそが、正に彼女にとっての常識だった。




　そして彼女は、視界の端はしに新たな人影を見る。




「あっ……」

　思わず声を漏もらし、彼女は動きを止めてその人影の方に視線を向ける。

　眼鏡めがねをかけた少年だ。年ねん齢れいは12歳さいから16歳といった所だろう。

　彼女の『知識』だけでは、正確な年齢は判断できない。

　こちらに一歩一歩近付きながら、氷のように冷たい無表情を貼はり付けていた。

　──最悪だ。

　少女の中にインプットされた『常識』は思う。

　──どうして。どうしてこんな事に。

　──最初の人間にこんな無ぶ様ざまな醜しゆう態たいを見られたんじゃ、お終しまいよ。ああ、もうお終いよ！

　少女は、現在自分の中に湧わき起こる感情が『絶望』というものだと知っている。そのように自分が造られた事も知っている。

　何もかも『知っている』が故に、現在の状況を瞬しゆん時じに理解し──

　気が付けば、情けない声をあげていた。

「ち……違うんです、た、助けて下さい！　わ、私その、このパンダに突然襲おそわれて……」

　自分の今の格好も理解している。まず間違いなく変質者か痴ち女じよと呼ばれる物である。

　いっその事少女らしく悲鳴を上げて逃げればいいだろうか？　しかしそうした場合、逃げ出した後に本気で行く当てがなくなってしまう。

　少女は知っていた。

　警察沙ざ汰たになろうものなら──不利なのは、現時点で戸こ籍せきもなにもなく──

　唯一の武器だった筈はずの『外見』まで失ってしまっている自分自身に他ならないと。

　──どうしよう。これじゃ孤児として戸籍と家族を得る事もできないわ。

　そんな事を考えながら、少女は恥はずかしげに体を腕うでで隠かくし、背後に蠢うごめくパンダの気配にも意識を向ける。

　板挟ばさみ状態の彼女に、少年は眼めを逸そらしたりこちらに向けたりを繰り返しながら──申し訳なさそうに言葉を紡つむぎ出した。

「ええっと。その……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、あの！　わ、わ、私……」

「服、着たら？」

　素っ気なく言う少年に、少女は泣きそうになりながら周囲を見渡し──

「あの、その……今ちょっと、服がなくって。そ、そう、あのパンダに破かれちゃって！　ど、どこかに飛ばされちゃったみたいで」

　苦しい言い訳だ。苦しいが──パンダがこんな場所にいる事自体が異常なのだ。きっと少年は誤ご魔ま化かされてくれる事だろう。

　そんな淡い期待を打ち砕くだくように──

「んー……」

　少年、僅わずかに眼を細めながら一言。

「噓うそでしょ？」

「!?」

　唐とう突とつな切り返し。しかも図ず星ぼしだ。

　少女は固まりながら、更さらに言葉を紡つむぎ出す。

「な……ひ、酷ひどい！　どうしてそんな……」

「忍ニン忍ニンは、普通は人は襲おそわないし、襲う時は服なんか剝はがないで一いち撃げきで後頭部に爪つめを突き立てるって信じてるから。疑いに疑った結果として、だけどね」

「え？」

　──ニンニン？　ニンニンって？

　少女が疑問に思う間もなく──

　少年は、少女の背後に向かって手を振った。




「忍忍！　おいで」




　すると次の瞬しゆん間かん──それまでゴロゴロと転がっていたパンダが、ピタリとその動きを止めて──鳴いた。

【メヒェェエエン】

　羊ひつじと馬を掛け合わせたような奇怪な鳴き声に、少女はビクリと体を震ふるわせる。

　パンダはそのままノシノシと少女の横を通り過ぎ──少年の横に寄り添そって蹲うずくまる。

　──え？　え？

　理解できない。

　理解できない。

　──これは、パンダ、だよね？

　パンダは貴重種であり、国際条約か何かで保護されている筈はずだ。

　とすると、もしやここは動物園？　それとも中国の山間部？

　──まさか！

　ここは、正しよう真しん正しよう銘めい日本の関かん東とう地方にある竹ちく林りんの筈だ。

　それを彼女は知っている。

　知っているからこそ、怖かった。

　自分が『知っている』事とは異なる光景が、目の前で繰り広げられているという事を。

　そして、少年の口から語られる言葉を。

「いやあ、この野の良らパンダ、すっかり僕達に懐なついちゃってさ……飼かってるわけじゃないよ？　それに、父さんが調子にのって鍛きたえたもんだから、保健所や動物園や保護団体の人達にも一切捕まらなくってさ」

　飄ひよう々ひようと非常識な事を語る少年は、少女の肌はだから眼めを逸そらしながら、自分の羽は織おっていた上着を投げて寄よ越こす。

「とりあえず着なよ。流石さすがにズボンは貸せないから、少し待っててくれれば何か服を持ってくるけど……。ああ、正直に言うとまだ君の事全然知らないし君は既すでに一つ噓うそをついてるわけだから、君がその上着を持ち逃げする可能性も考えてる……けど、別に持ってかれてもいい上着だから、いいよ」

　言わなくてもよい事をペラペラ喋しやべる少年は、気のせいか、僅わずかに頰ほおを染めていた。

　その言動が少年なりの照れ隠かくしだという事までは、少女は気付かなかった。

　だから、少女は『造られた』自分の感情に従って、眉まゆをつり上げて手にした竹槍やりを少年に向かって叩たたきつけた。

　バカにされたと思ったら、怒るのが一般的だ。

　彼女はそう知っていたが、いちいち頭の中で考える事はしない。

　それはもはや、考えるまでもなくそのように行動する──『人格』として、彼女に刻み込まれているのだから。

「ば……バカにしないでっ！」

　真上から振り下ろす縦たての動き。他の竹に邪じや魔まされる事なく、その一いち撃げきは少年の脳天を捉とらえようとしたのだが──

　直前で少年の体が横に動き、竹槍やりは空むなしく地面に叩たたきつけられた。

　眼めを白黒させる少女を尻しり目めに、少年は軽く小走りになりながら、少女とパンダに向かって手を挙げる。

「じゃあ、ちょっと待ってて、忍ニン忍ニン。解わかってると思うけど、手を出しちゃ駄だ目めだぞ」

　後に残された少女とパンダは、互いに顔を見合わせ──

　次の瞬しゆん間かんには、怒りを顔に浮かべた少女の突きが繰り出され、パンダは再びゴロゴロと竹ちく林りんを転がりだした。

　ゴロゴロ　ゴロゴロ　ゴロゴロ　ゴロリ
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　コウシテ　フタリハ　デアッタノデス

　ヤマヘ　タケカリニ　デカケタ　ウタグリブカイ　ワカモノ

　ハンラデ　アバレル　ナゾノ　ビショウジョ

　ショウネンハ　ナニモノナノカ

　ショウジョハ　ナニモノナノカ




　デアッタフタリハ　ハタシテ　ドウナッテ　イクノデショウカ




　ソシテ　ソレカラ────
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　近くの量販店から適当に服を見み繕つくろってきた少年は、相変わらず竹藪やぶで追いかけっこをしていた少女にポンと投げ渡した。

「えと……あの……ありがとう」

　小声で礼を言った少女は、無言でそれを受け取り、少年をキッと睨にらみ付けながら竹藪の奥へと入っていった。

　少年はその方向を気にしつつも背を向けながら、父親に言われた仕事を黙もく々もくと開始する。

　手にしたナタで手際よく竹を切り倒していると、少年は周囲の土がやけに荒れている事に気が付いた。

　足元に散乱する茶色の皮を見て──横で寝ていたパンダに呆あきれ顔で言葉をかける。




「こら、忍ニン忍ニン。タケノコを荒らしちゃ駄だ目めだって言ったろ？」




　その時、タケノコの皮の何枚かが淡く光っていたような気がして、少年はそこで僅わずかに首を傾かしげるが──着替え終わった少女がこちらに近づいて来た為ため、とりあえずそちらの対応を優先する事にした。
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「そうそう、僕の名前は霊みたま雪ゆき人ひと。幽ゆう霊れいの霊って書いてミタマ」

　少女に着替えを持ってきた少年──霊雪人は、斬きり倒した竹を数本脇わきに抱かかえながら、感情の薄うすい言葉を口にした。

　パンダはいつの間にか竹藪の奥に去っていったようで、奥から『メヒェェエン』という奇声が聞こえてくる。

　対する少女は、自分の持っていた竹槍やりだけを抱かかえて歩いている。そして、自分の名前を返す代わりに、少年の名前に対する感想を口にした。

「……変わった名みよう字じなんだね」

　その名字が『変わっている』という事も、彼女は知っていた。

　自然な反応と言える少女の声に、雪人は笑いながら言葉を返す。

「偽ぎ名めいみたいだけど、本名だよ。本当は関かん西さいの方に多い名字らしいけどね。まあ、疑ってくれても構わないけどさ」

「別に、疑ってなんかいないわ。貴方あなたと違って」

「疑われたのがそんなに嫌いや？」

　先刻の事を言っているのだろう。少女は暫しばし沈ちん黙もくし、当然である筈はずの言葉を口にする。

「気分のいい人はいないと思うけど」

「そうかな。……うん、そうだろうね。堂々と口にして言っちゃったんだからね。それは御ご免めん」

　あまりにも素直に謝られたので、少女はそれ以上何も言えなくなる。

　暫しばらく沈ちん黙もくしたまま歩いていたが、竹藪やぶから離れて大通りが見えてきたあたりで、少年が淡々と尋ねかける。

「で、君の名前は？」

「……」

　少女は名前を聞かれた事に明らかに動どう揺ようしていたが、ほんの数秒迷っている間に、少年に心の中を看かん破ぱされる。

「あれ。もしかして、今偽ぎ名めいとか考えてる？」

「……くッ」

　冷や汗を搔かきながらも、何も言い返せない。全くもって少年の言う通りであり、ここで激げつ昂こうしては今後の自分の立場がどんどん悪くなるばかりだ。

　──それにしても、この子、一体なんなのかしら……。

　パンダを手なずけている事といい、先刻竹槍やりを避よけた事といい、彼女の『知っている』常識とは些いささか逸いつ脱だつした存在のように感じられる。




　そんなことを考えていた少女の一方で、少年も静かに思案を続けていた。

　──この子、いったいなんなんだろう。

　竹槍を持って半はん裸らで暴れていた時点で奇き妙みようと言えば奇妙なのだが、それに関して忍ニン忍ニンが服を破ったと噓うそをつくのは何な故ぜだろう。

　噓をつくような理由が何かあるのだろうか？

　あの、淡く光っていたタケノコの皮と何か関係が？

　誰にも見られないように、半裸で竹藪を駆かけ回るのが趣味だというなら解わかる。だが、流石さすがにその線は薄うすいような気がしないでもない。

　しかも今、彼女は必死で偽名を考えようとしている。その理由も今一つ解らない。

　疑えば疑う程、より強い疑念が湧わき上がる。

　そんな状況で、雪ゆき人ひとがただ一つだけ信じられるのは──

　その少女が、絶世の美女とはいかないまでも──少なくとも、絶世の美少女であるという主観的な感想だけだった。

　──これが一ひと目め惚ぼれって感情なんだろうか？

　本来ならば、絶対におかしい。

　サラシのような布だけを体に巻き付けて、竹を振り回すなど尋じん常じようではない。警察に電話するとまではいかなくとも、服を買ってきたり家に連れて行くなどあり得ない事だろう。

　──やっぱり、一ひと目め惚ぼれ……。

　──いや、疑わしいぞ。さっき半はん裸らでいたこの子を見て欲情してしまっただけに違いない。ヒヨコの刷すり込みと同じようなもので、僕は彼女を過大評価しているのかもしれないぞ。

　雪ゆき人ひとはそれを確認するために、もう一度少女の顔をマジマジと見たのだが──

「う……な、名前なんかどうでもいいじゃない」

　少女はその視線の意味を取り違えて、苦し紛まぎれの言葉を放つ。

　だが、そんな言葉など雪人の耳には届いておらず、ただ、彼はこう思うだけだった。

　──ああ、間違いない。

　思春期まっただ中の少年の頭の中には、今をときめくグラビア美少女、棺かん原ばらラディの顔が思い浮かぶ。テレビで見る彼女も怪あやしげな美しさを持っているが、その彼女と比べてみても、決して引けを取らない顔立ちだ。

　──疑いようもなく、この子は……可愛かわいい。




　それぞれの思おも惑わくを抱かかえながら更さらに歩き続け、少年と少女は、少し開けた場所に出た。

　どうやら駐ちゆう車しや場じようのようだが、車がまばらに止まっており、その奥には何かのゲートのような物が見受けられる。

　訝いぶかしむ少女に、少年はやはり淡々とした調子で答えながら、竹を抱えて奥へと進む。

「うちはこの奥にあるから」

　言われるままについて行きながら、ゲートの上部にある文字を見た少女は、訝しげに首を傾かたむけた。

　看かん板ばんには漫画のキャラクターのような忍にん者じやがお茶を啜すすっており、和風な装飾の看板には、黒々とした文字でこう書きつづられている。




【狭さ山やま忍者の里　所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園】
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所沢忍術公園　民宿




「ようこそいらっしゃいました。私がこの里の頭とう領りようであり、雪人の父親である霊みたま英えい二じです。ちなみに長男なのですが、父が円つぶら谷や英二の大ファンでして……あ、でも御ご存ぞん知じですか？　円谷英二って本名は円つむら谷や英えい一いちと言うんですよ」

「父さんはもう黙だまってていいから」

「おやおや、手厳しいなあ。雪ゆき人ひとは」

　困ったように笑う男。

　息子むすこと同じように眼鏡めがねをかけた優やさ男おとこで、菩ぼ薩さつを模かたどった仏像を思わせる穏おだやかな顔をしている男だった。

　隣となりにいるのは、やはり穏やかな顔をした黒髪かみの女性。男の妻つまである彼女は、夫の苦笑いにたおやかな微笑ほほえみを差し向けた。

「貴方あなたが厳しく育てたのよ？」

「母さんまで手厳しい」

　なごやかな談笑ムードだが、雪人はいつもの事だと笑っておらず、少女は一人緊きん張ちようした雰ふん囲い気きで周囲の様子を窺うかがっている。

「あ、あの、忍にん者じや村って……」

　間を保もたせるために、少女は適当な事を問いかける。日につ光こう江え戸ど村などのテーマパークや、伊い賀がや甲こう賀がなどの基本的な知識はあったが、狭さ山やま忍者というのは彼女も『知らない』情報だった。

　尋ねられた英えい二じは、何ど処こか照れくさそうに笑いながら答えを返す。

「いやあ、恥はずかしながら、我が家は代々、忍者の家系でして」

「は、はあ」

「息子にはまだ忍にん術じゆつは伝えてませんけどね。体だけは鍛きたえさせてます」

　爽さわやかな笑顔で言う父親に、息子は無表情な顔で首を振る。

「そろそろ手しゆ裏り剣けんの投げ方ぐらいは教えて欲しいけどね」

　突とつ拍ぴよう子しもない話だが、この施設を盛り上げる為ための設定だろうか。

　少女は愛あい想そ笑いを浮かべると、気を落ち着かせるために湯気の立つみそ汁しるを啜すすりこんだ。

　──美お味いしい。

　考えてみれば、これが初めての食事だ。

　自分の体が呼吸器と混同する事無く食道に物を通した事を確認し、少女はひとまず安堵する。

　そんな少女の心など知らず、英二は淡々とこの施設の経けい緯いを語り続けていた。

「いやあ、まあ。終戦と同時に使う事を封印していて、有事の際に備そなえて技術だけは受け継ついでいたんですけれど……。ちょっとこないだ、宇宙人に攫われまして」

　ブピュリ

　思わず口にしていたみそ汁を噴ふき出す少女。

「いやー、なんか地球を征せい服ふくするっぽい空気だったんで、大暴れして、ＵＦＯを数機落としたんですよ。それで思ったんです。危険な力も使い方次第なのだから、忍術を楽しく応用して世界平和を目指しつつお金持ちになろう、と……」

「あら貴方、話をはしょり過ぎよ。あの時捕つかまえてきたっていう宇宙人を引き渡すかどうかでアメリカの人達とも揉もめたじゃない」

「いやあ、でもそれはこの所ところ沢ざわ忍にん者じや村の経けい緯いとは……」

　ニコニコと語り続ける夫婦の姿を見て、少女は暫しばし固まっていたのだが──

「聞き流していいから」

　刺さし身みに箸はしを伸ばしながら言う雪ゆき人ひとの言葉に、少女は落ち着きを取り戻して、再び食事に手を伸ばそうとした。

　だが、周囲を取り巻く状況は、更さらに彼女を追いつめる。

「ところで、お嬢じようさん、お名前は？」

「ひッ!?　あ、あの、私……」

　雪人の母親から振られた言葉に、少女は全身をビクリと震ふるわせた。

　だが、間かん髪はつ入いれずに雪人が口を開く。

「名前は言えないんだってさ。でも、家出とかそういうんでもないみたい」

「ちょッ！　そ、そんなストレートに！」

　慌あわてて誤ご魔ま化かそうと口をもごつかせる少女だが、雪人の両親は一いつ瞬しゆんキョトンとして顔を見合わせ──

「そうですか、解わかりました。では何か仮か名めいを考えましょう」

「女の子にはいくつも秘密があるものねえ」

　──ええッ!?

　あっさりと対応された事に眼めを白黒させながら、少女は暫しばし考え込む。

　やがて、彼女は暫し考え込んだ挙げ句、一つの単語を呟つぶやいた。

「……かぐや」

「えっ？」




「私の事は……カグヤって呼んで下さい」
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　閉園後の忍者村。

　都会と田舎いなかの境目のような場所に造られたこのレジャー施設は、広いとも狭いとも言い難い、なんとも奇き妙みような空間だった。

　藁わら葺ぶき屋根の家や、武家屋や敷しきを思わせる板張りの建築物。そして、メインとなるのは日本の城をミニチュアにしたような、周囲の中では高い部類に入る建築物だった。

　従業員も常時二十人ほど居るようで、思ったよりもちゃんとしたレジャーランドのようだが、昼間見た限りでは、盛せい況きようなのはあの父親が造ったと思しき竹細さい工くのコーナーぐらいのものだった。

　『風雲！　忍にん者じや城』というストレート極まりない名前を付けられた施設の天てん守しゆ閣かくから、カグヤと名乗った少女は空を見上げて溜ため息いきを吐つく。

　夜空にはぽっかりと満月が浮かんでおり、煌こう々こうとした光を放って周囲の星々の輝きを覆おおい隠かくしていた。

「……」

　天守閣の欄らん干かんに上半身を預け、夜空に郷きよう愁しゆうを感じるように見上げる少女。

　月明かりに照らされたその姿は実に美しく、年ねん齢れいに見合わぬ妖よう艶えんな空気すら感じさせた。

　その隣となりで、天守閣の欄干に背中をもたれかけていた雪ゆき人ひとは、暫しばしそんな少女に見とれてしまっていたのだが──表情は相変わらず硬いままであり、傍はたから見れば少女を尾び行こうしている刑けい事じのような印象を与えている。

　もっとも、尾行というには些いささか距離が近すぎるのだが。

「……何見てるのよ。そんなに私が泥どろ棒ぼうか何かに見える？」

　カグヤもそう判断したようで、皮肉のこもった言葉で隣に立つ雪人を睨にらみ付けた。

　対する少年は、ただ飄ひよう々ひようと言葉を紡つむぐ。

「ううん、全然見えない。だけど、一見泥棒に見えない奴やつほど怪あやしいとも言うから、一応気を付けて見張ってた方がいいかもね」

「えっと、ひっぱたいていい？」

　コメカミをひくつかせながら笑う少女の声に、少年はあっけらかんとした表情で呟つぶやいた。

「いいよ」

　パチン、という小こ気き味み良い音と共に、少年の顔が勢いよく横を向く。

「……えっ」

　本当に避さけようともしないとは思わず、少女は自分の掌てのひらに残る感覚に奇き妙みような感覚と、僅わずかな罪悪感を覚える。

　少女の張り手の威力は思いの他に強かったが、少年は黙だまって頰ほおをさすると、やはり無表情のままペコリと頭を下げた。

「ごめん」

「え、あ、えと。……変な奴よね、貴方あなた」

　再び素直に謝られた事に毒どつ気けを半分程ほど抜かれた少女は、溜ため息いきを吐つきながら自分の服を見て、少年と改めて向き直る。

「……服の御礼もあるから、今のビンタで貸し借り無しにしてあげるわ」

「あれ？　割に合わないような……」

　カグヤの提案を露ろ骨こつに疑う雪人。

　だが、少女は更さらに大きな溜息を吐はき出し、夜空を見上げながら言葉を返す。

「勘かん違いしないで。ちゃんと服の代金は払はらうわ。持ってきてくれた事に対する感謝よ」

「ああ、そっか」

　少女の言葉を聞き、少年は暫しばし黙だまり込む。

　脳内でその条件を更さらに疑っていたのだが、それは言葉に出さずに何度も何度も頭の中で判断を繰り返し──とりあえず雪ゆき人ひとは、彼女の指定した条件を受け入れる事にした。

　ビンタ一発で今までの無礼な物言いがチャラになるなら好条件と言えるだろう。自分がもしもマゾヒストだったら、今のビンタは寧むしろプラス要素なのに、そうではないのが悔くやまれる。

　そんな中学生らしいような中学生らしくないような事を考え終えると、雪人は少女と同じ体勢になって月を見上げ、呟つぶやいた。

「で、何？　君は御お伽とぎ噺ばなしに出てくるかぐや姫ひめだって言いたいの？」

「そうだって言ったらどうする？」

「妄もう想そう癖へきってメンタルクリニックでいいのかな？　って言って、また君にひっぱたかれる」

「……でしょうね。そんな事、疑り深いあなたじゃなくても、信じる奴やつの方がどうかしてるわ」

　少年と同じように、少女も外見より幾分大人おとなびた雰ふん囲い気きを身に纏まとう。

　だが、今は先刻ほど怒ったりはしていないようで、相変わらず月を見続けたまま、雪人に向かって哀あわれみのように言葉をかけた。

「でもね、貴方あなたが疑り深くなった理由も解わかる気がする」

「えっ？」

「貴方のお父さんよ。あんな話を毎日聞かされてたら、そりゃ、人を信じられなくもなるわ」

　苦笑混じりに呟いた少女に、雪人は不思議そうな顔をして口を開く。

「？　僕は別に、父さんの話は疑ってないよ」

「え？」

　──また、話がズレてきた。

　カグヤは少年の方に顔を向けながら、訝いぶかしげな表情で口を開く。

「だって、さっき聞き流していいって」

「本当だとしたら、尚なお更さら聞き流しておいた方がいいだろ？　余計な事に巻き込まれる」

　あっさりと言う雪人に、カグヤはますます混乱する。

　──ええと……え？　何？　え？

「あ、あの……じゃあ、貴方、宇宙人は信じてるって事？」

「さあ？　僕は直接見たこと無いから、疑いはするけど否定もしないよ。ただ、父さんの言ってる事に噓うそはないだろうなっていうのは、なんとなく理解できる。実際、なんか外国の人達としょっちゅう揉もめてたしね。まあ、父さんの頭がおかしくなって宇宙人の幻覚を見た、っていうのが一番常識的に納得できる考えだろうけど」

「……」

「疑う事ができるってのは幸せな事さ。少なくとも疑った後で、相手を信じるか拒絶するかの選択肢しができるって事だからね」

　ひねくれた考え方だ。

　少女はそう思った。

　あるいは理に適かなった事を言ってるのかもしれないが、彼女の『知っている』常識の中では、こんな事を言う子供は大抵周りから浮いてしまっているものだろう。

　そんな事を思いながら──少女は試しに一つ尋ねかける事にした。

「じゃあ……もしも私が、宇宙人だって言ったら、どうする？」

　先刻に引き続き、冗じよう談だんとしか思えない言葉だった。だが、少年は静かに考え込むと、真剣な表情でこう言った。

「証しよう拠こを見せて、って言うかな」

「……それは、今はちょっとないかな」

「例えば、君の本当の姿を見せてくれるとか」

「……人間型の宇宙人だとしたら？」

　冗談を言い合っているようにしか思えない会話だが、どうにも二人の表情は真剣で、周囲で見ている者がいれば彼らを心配する事だろう。

「それはないよ。この宇宙で、人間とここまで同じ外見の生物なんて、まずいないと思う」

　雪ゆき人ひとは他にも、細菌への耐性や大気への適応などについても考えたが、あまりこの状況で一度に言う事でもないと思い、とりあえず相手の反応を待つ事にした。

　すると少女は、僅わずかに苦笑しながら口を開く。

「それは……偶ぐう然ぜんに同じ外見になったら、って事よね？」

「……」

「例えば……例えばの話よ？　軽い冗談として聞いて欲しいんだけど……」

　カグヤは静かに俯うつむきながら、少年にそっと視線を向けて呟つぶやき始めた。

「例えば……宇宙にね、確たる意思や文化を持たずに、ただ存在している知的生命体があったとするわね」

「……意思も文化もないのに……知的生命？」

　言っている意味がよく解わからないながらも、少年はそれがどんなものなのか必死にイメージを固めようとする。

　だが、少女はそんな少年の様子にはおかまい無しに、更さらに語り続ける。

「その生命体はね、自分達の存在を宇宙中に広げるっていう目的だけで……あらゆる方向に、自分の分身を拡散させたの。最初はただの肉の塊かたまりか、ガス状の生物だったのかもしれない。でも、私が生まれた時にはもう──その生命体は、惑星の形をしていたの」

　それはまるで独り言のようで、自分自身に対して言い聞かせているのだと感じさせる──そんな、悲しさと寂さびしさの入り混じった声だった。

「地球に近い環境の場所もあれば、私の体じゃ一いつ瞬しゆんで活動停止するような環境まで、色々な場所が混在する惑わく星せい。その中で私は──地球の環境と文化、思想体系に合わせて造られたの」

「……」

　黙だまり込む雪ゆき人ひとに、少女は陰のある微笑ほほえみを浮かべて語り続ける。

　淡々と、淡々と──

「最初に送り込まれた私のご先祖様は、人間の形は疎おろか、生物の形すらしてなかったと思うの。これは推測だけどね。で、そこでご先祖様は、地球の植物と融ゆう合ごうして──情報収集のシステムと、それを宇宙に発するシステムを造り上げたわ。自分達の情報を更さらに進化させるような知的生命体が現れるまでね」

「気の長い話だね」

「ええ、他のあらゆる星に対してもそんな事をしてたみたいだけど……残念ながら、私みたいに、特定の星に適応させた個体には、他の星の事はよく解わからないの。知的生命体はいくつもいるらしいけど……地球人の思考形態を知識として埋うめ込まれた私には、他の知的生命体の思考体系なんて理解できないからね」

「そりゃ、地球の中でさえ民族同士で完全に理解してるとは言えないしね」

「地球人がよく思い描く、タコみたいなのも実際にいるのよ？　その人達は『美しい』『醜みにくい』っていう概がい念ねんはあるけれど、生死や善悪という考え方すらなかったりするの。そんな生命体が、どんな文化を築いているか理解できる？　私にはできないわ」

「……考える時間は欲しいかな。もしかしたら想像できるかもしれないし、できないかもしれない」

　雪人は静かにそう答えながら、今や完全に彼女に話を合わせている。

「それで、君は何をしにこの星に？」

「もちろん、地球征せい服ふく……っていうのは行き過ぎだけど、やっぱり情報収集システムにも限界があるから、何百年かに一度はそこの知的生命体と同じ個体を造り上げて、実地調査をする必要があるの。あわよくば、私達の本体にとって都合のいい星にする為ためにね」

　カグヤと名乗った少女は、空を見上げながら自じ嘲ちよう気味に笑い、悲しげな声を紡つむぎ出す。

「馬鹿げた話よねえ。本当は、御お伽とぎ噺ばなしの中にでてくる私の大先せん輩ぱい……っていうよりもご先祖様とか、お母さんって形になるのかな？　……かぐや姫さんみたいに、３ヶ月でみるみる美人になって、この星の……少なくともこの国の人達を緩やかに支配するつもりだったのに……」

　そこで少女は、ギリ、と歯を嚙かみしめるが、少年は、彼女のそんな仕草でさえ可愛かわいらしいなと思い始めていた。

「竹から生み出されつつあった私……ほんの数分で竹にまで成長するから、人間に刈かり取られる心配も無かった筈はずなのに……！　あのパンダが、タケノコになり始めた時点でいきなり、いきなりガツガツと……！」

「……ああ、それで」

　納得したように声を出す少年に、少女は泣きそうな顔を近づけた。

　クシャクシャになった顔も可愛かわいいなと思う少年だが、表情には出さない。

　そんな少年に全すべてを吐はき出すように、少女はただ、ただ、声を上げ続けた。

「……緊きん急きゆう措そ置ちが執とられて、私は即座に最低限の活動ボディだけ与えられて脱出したわ。後に残されたのは、私抜きで育ちかけていた竹がバリバリと貪むさぼられる姿で……私、あのパンダがもぎ取ったタケノコを必死で取り返そうとしたんだけど、その間にあの竹はどんどん成長して……あとは、貴方あなたの見た通りよ」

「……あの布は？」

「赤ん坊の私を竹の中で包み込んでる筈はずだった羽は衣ごろもよ。そういえば、過去に天てん女によだの妖よう精せいだのって形で派は遣けんされた個体もいるみたい。でも……どっちにしろ私はもう終わりよ！　もう大人おとなの姿には成長できないだろうし、トラブルがあった個体の『回収』があるかどうかも解わからない！　私は戸こ籍せきも何も無いまま、この国でのたれ死ぬしかないのよ！」

　少女の言いたい事はそれで全て終わったのか、そこで大きく息を吐き出し、沈ちん黙もくする。




「……」




「……？」




「……っ！」




　暫しばらくぼんやりと月を眺ながめた後、急に冷静になったようで、自分の今し方の醜しゆう態たいに顔を染める。

「って、てて……っていうもしもの話だけど……信じてくれるかな？　あ、アハハハっ！　し、信じた……わけないわよね、貴方みたいな疑り深い人が！　もー、冗じよう談だんだからね？　冗談！」

　自分が興こう奮ふんしていた事を思い返して冷や汗を搔かきながらも、少女は必死に弁解を続けたのだが──真剣な眼めをした少年を見て、思う。

　──ああ、こりゃ、本気でメンタルクリニックに連れていかれちゃうかな……。

　がっくりと項うな垂だれながらも、少女は欄らん干かんに片手を添えながら、再び言葉を紡つむぎ出す。

「今の話は、信じてくれても信じてくれなくても構わないけど……これは信じて」

　八方塞ふさがりとなっている自分の状況を顧かえりみながら、それでも、唯ゆい一いつ話を聞いてくれた少年に問いかける。

「私は、もうお終しまいだから……最後に、誰かに今のホラ話でも聞いて欲しかった。だから、最後まで聞いてくれて……その、感謝してるわ。……本当よ？」

　横を向きながら言った少女に、少年は間かん髪はつ入いれずにこう言った。

「感謝はともかく、今の御お伽とぎ噺ばなしみたいな事を信じろ、っていう方が難しいかな」

「……」

　予想も覚かく悟ごもしていたが、やはり少女の胸には悲しい気持ちが訪れる。

　しかし、少女がその痛みに苦しむよりも先に、少年は相変わらず淡々とした調子で首を振る。

「僕は、君の言葉をまだ信じられない。だけど」

「？」

「だけど、君を信じたいって思った、僕自身を信じる事にしてみるよ」

「……」

　少女が思わず眼めを向けると、雪ゆき人ひとは顔を真まっ赤かにしてこちらから顔を逸そらしていた。

　今の言葉にどういう意味があったのか、少女の『知っていた』常識は即座に理解し、対応する皮肉を反射的に口にする。

「……ちょっとは嬉うれしいけど、貴方あなたは私の外見に戸と惑まどってるだけよ。私の正体が醜みにくい醜い化ばけ物もので、今はこうして皮を被かぶってるだけだったらどうするの？」

「……せっかく可愛かわいいんだから、ずっとその皮を被ってて欲しいってお願いしようかな。……でも、どうだろうね。それはやっぱり偽ぎ善ぜん的な考えなのかな。例えば今の君が美少女じゃなくて普通の女の子だとしたら？　寧むしろ可愛くない女の子だとしたらどうだろう？　だけどそんな仮定を今考えるべきなのかな、でも……」

　ブツブツと独り言に移行して考え続ける少年の眼に、既すでにカグヤの姿は映っていないかのようだった。

　彼女は疲れたように息を吐はき、呆あきれた視線で雪人を見つめながら言葉を紡つむぐ。

「貴方、私の『知ってる』この国の常識の中じゃ、スケベな女たらしってとこよ」

　続く言葉は、本人には聞こえないように──口の中で消え入るように呟つぶやいた。

「だけど、いい人……かもね」







　と、その瞬しゆん間かん、天てん守しゆ閣かくの屋根から一つの影がぶら下がる。

「話は聞かせてもらいました」

「ひぇぇえ!?」

「と、父さん!?」

　突然現れた雪人の父親、英えい二じ。

　忍にん者じや装しよう束ぞくを着てさかさまにぶら下がりながら、腕うでを組んでウンウンと頷うなずいた。

「息子むすこの事を好きになってくれたのですね。ふつつかな息子ですが、宜よろしくお願いします」

「ちょっ……な、何ですか!?　会って半日ですよ!?　恋愛感情なんか抱いだくわけないじゃないですか！　っていうか、いつから聞いてたんですか!?　なんでわざわざ屋根から降ってくるんですか！」

　顔を真まっ赤かにして殴なぐろうとする少女の拳こぶしを、英えい二じはハハハハと笑いながら左右に揺れて避よけ続ける。

「まあ、いつからと聞かれれば、君も宇宙人だったと判明したあたりからですし、どうして屋根からと聞かれれば、私は昼間ここのアトラクション担当なので。この状態で狭さ山やま忍にん者じやの歴史を解説するんです。ああ、脳出血には気を付けていますので御安心を」

　笑顔でありながら息子むすこ以上に淡々と語る英二の姿は、問もん答どう無む用ようでカグヤの背筋を凍こおらせる。

　だが、そんな状態にも関わらず、英二は優しい言葉を投げかけた。

「それで、今後はどうするつもりですか？」

「えっ」

「戸こ籍せきぐらいなら、私の裏のツテでなんとでもできますが」

「ほ、本当ですか!?」

　顔を輝かせるカグヤだが、一いつ瞬しゆん顔を曇らせ──首を振る。

「……で、でも駄だ目めです。私の今の目的は、あのパンダを……私から全すべてを奪うばったパンダを仕留める事ですから！　それに、私はこの地球を乗っ取ろうとしているかもしれない……言わば、貴方あなた達の敵てきなんですよ!?」

　こんな時でも年上の人間には敬語を使っている事から、どうやら彼女の『知っている』常識はかなり堅い感じのものらしい。

「ハハハハ、中学生ぐらいの子供がそうわめいた所で、可愛かわいいだけですよ。それに……私が全身全ぜん霊れいを籠こめて忍にん術じゆつを仕込んだ忍にんパンダの忍ニン忍ニンを、そう簡単に倒せますかね……？」

　大人おとなげない事を言う忍しのび装しよう束ぞくの男に対し、カグヤはますます自分の『知っている』常識を疑い、思わず頭を抱かかえ込んだ。

　自分の知識に植え付けられているのは、植物に擬ぎ態たいした『送信装置』が発した数年前の情報までだ。もしかしたら、ここ数年で人類全体に文化的な大革命でも起こったのだろうか。

「なんだか私の存在の意味さえ解わからなくなってきます」

　そんな少女に、英二は悪魔の囁ささやきのような甘あまい言葉を投げかける。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、貴女あなたもここで修行をすれば、忍忍の実力をしのぐ事は可能です。中学生と言えば伸び盛り！　存在の意味など人間は成長するにつれて自おのずと見つけるものです！」

「と、父さん!?　忍術はホイホイ人に教えちゃいけないって……」

「大丈夫だよ雪ゆき人ひと！　私の親が肺炎で死んだ時点で、伝でん承しよう者しやは私一人だから！　つまり私が頭とう領りようなので、掟おきては私が自由に変えられるし、文句を言う分家とかも存在しない！　多分！」

「あああ、これだから未いまだに少年誌の忍者漫画に心をときめかせる大人おとなは……」

　頭を抱かかえ込む少年と入れ替わりに、今度は少女が抱えていた頭を上げ、英二に向かって問いかけた。

「あの……修行って……ここに、その……置いてくれるんですか？」

「妻つまもそろそろ娘むすめが欲しいと言っていた所ですから、まあ問題ないでしょう。そうだ！　君が持ってきたあの竹槍やりがありますよね？　あれで、君に徹底的に槍そう術じゆつを叩たたき込みましょう！　これはいけますよ……忍にん者じやといえば農民に竹槍で突き殺される運命ですが、それを逆手にとって忍者が竹槍を使う……いけますよ！」

「行った先は行き止まりだよそれ！」

　それまで冷静だった雪ゆき人ひとが感情を露ろ骨こつに表しているのを見て、少女は不思議な気分になっていた。

　──ああ、この子も、やっぱり人間なんだ。

　自分の常識とずれた子供だと思っていたが、やはり人間らしい所もあった。

　自分の『知っている』常識とずれた部分と同じ部分を持ち合わせる少年を見て──カグヤは、少しだけ心に希望を灯ともし始めた。







「雪人よ……覚えておきなさい。忍者は非情なリアリストでなければ務まらない。だが、同時にその常識を打ち破れる人間でなければ、忍者として生きていく事は難しいんだ」

「良いことを言って誤ご魔ま化かそうとしないで！」

　そんなやりとりを続ける親子に対し、少女は自然に笑いながら、力強く言葉を放つ。

「おじさん……私……やります！」

「あああ、だから簡単に人を信じたら駄だ目めだ！　特に父さんは信じちゃ駄目だ！」

　少年が悲鳴を上げるのを余よ所そに──

　父親は、逆さ吊づりのまま満足そうに頷うなずいた。

「いやいや、良かった！　丁ちよう度どこの忍にん術じゆつ公園にも華はなが欲しかったんだよ。早さつ速そく明日あした、父さんの友達のデザイナーに彼女のポスターをデザインして貰もらわないとな！　真しん吉きっちゃん、今暇ひまかなあ。……あ、そうそう。私の事はオジサンではなくお義と父うさんと呼んでくれると嬉うれしいな」

　長い付き合いであるデザイナーの名前が出てきた事で、雪人は父親が本気であり、それはもはや疑いようもない事実だと気付く。

「それに雪人も、カグヤちゃんと一いつ緒しよに暮らせた方がいいだろ？　ん？」

「……っ！」

　──畜ちく生しよう！　否定できない……！

　そして、心しん底そこ疲れたような眼めをして、父親を暗く睨にらみ付けた。

「父さん……僕は今、父さんの常識が疑わしくなってきたよ。ていうか、久々に世の中の全すべてが疑わしくなってきた」

「ああ、それでこそだよ、雪ゆき人ひと」

　ニヤリと、どこか邪じや悪あくとも思える毒を含みつつも、実に爽さわやかな爽やかな笑みを浮かべながら──現代の忍にん者じやは、残ざん酷こくな一言を紡つむぎ出す。




「そういう風に、私が造った」





☆






同時刻　竹藪やぶ




「ここか？」

　その言葉を発した男は、ブロンドの髪かみの西洋人という事を抜きにしても、日本の街の中では些いささか浮く格好に身を包んでいた。

　黒サングラスに黒いスーツ。

　右手には御ご丁てい寧ねいに黒いアタッシュケースが握にぎられていた。

　サングラスの隙すき間まからは獣けもののようにぎらつく三さん白ぱく眼がんが覗のぞき、夜だというのにサングラスを掛けているのは、恐らくその鋭い目を周囲から隠かくす為ためでもあるのだろう。

　特徴的な外見の男は、竹藪の中央まで歩いた所で、後ろに並ぶ男達に合図する。

　すると、背後に控えていた日本人と外国人の入り混じった集団が、淡々と竹藪の中を調べ始める。手にした機械などを周囲の竹などにかざし始めた。

「さてさて、さての、さてと。鬼おにが出るやら蛇じやが出るやら。鬼と蛇へびって、ずいぶんと差があるよなあ。だが、現実で怖いのは毒をもって忍しのび寄る蛇の方かもなあ。……この意見を上う手まく論文にして本とか出したら売れないかね、俺おれ。日本人より日本語の事を考えてるアメリカ人。これって超売れるんじゃねえかな……っと」

　竹藪の中でぷかりと煙草たばこを吹かしながら、男はそのまま周囲に灰皿を探し──

「……灰皿がねえ」

　至し極ごく当たり前の事に驚きよう愕がくしながら、男は呆あきれたように首を振る。

「これだから！　これだから竹藪は！」

　理り不ふ尽じん極まりない事を呟つぶやきながら──

「これだから、竹藪って奴やつは結果として宇宙人の手先だっつってんだよ！」

　男は、煙草をそのまま口の中に放り込み、そのまま歯で嚙かみ潰つぶして喉のどの奥に流し込んだ。

「……まっじぃ」

　吞のみ込んだ後、ふと考え──

「あれ？　ひょっとして今のは体に悪いんじゃないか？　下へ手たすれば死ぬぐらい」

　男は後こう悔かいするように喉のどを叩たたくが、当然煙草たばこは出てこない。

　やがて気分を切り替えたようにニカリと笑うと──

「ああ、やだやだ。健康にならなきゃねえ」

　言いながら、男は新しい煙草に火を点つけた。

「気を付けろよー。この土地は何か、例のジャパニーズニンジャの所有地なんだとよ。下へ手たすりゃ宇宙人よりもおっかねぇから気を付けなぁ」

　周囲の調査を続ける背広姿の面々の背を見ながら──男は静かに耳を澄すます。

　どこか遠くで【メヒィィン】という奇き妙みような鳴き声がした気がしたが──とりあえず、無視をする事にした。

　例え今の鳴き声が鬼おにだろうが蛇へびだろうが宇宙人だろうが──それ自体は、彼らの目的ではないのだから。

「さて、さてさて、宇宙人をぶち殺すのは後回しっていうか、んな危ない事はできる事なら永遠に後回しっと」

　男は再び煙草を嚙かみ潰つぶしながら、夜空に浮かぶ月を見上げ、満足そうに呟つぶやいた。

　サングラスに反射する月は、まるで狂気に満ちた男の眼球のように輝き──男の言葉を、より一層不ぶ気き味みなものに彩いろどり続ける。

「さーてさてさて、一体何ど処こにあるのかねえ」




「愛いとしい愛しい、かぐや姫ひめ様の『薬』はよ！」





☆






　ショウネント　ショウジョハ　クロフクタチノ　ソンザイヲ　シラナカッタノデス




　クロフクノ　モクテキモ　カレラガ　ナニモノデ　アルノカ　スラ




　ソシテ　カレラヲ　マチウケテイタ　ウンメイハ──




　ブタイハ　ハントシゴニ　ウツリマス

　ソレデモ　オナジ　ムカシノ　ハナシ




　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス




　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス










閑かん話わ休題　『ニンジャマスター』




　すこしむかしの、お話です。

　これは、10年程ほど前の物語。




　──おや。

　──宇宙人にアブダクト誘拐されてしまったぞ。




　その男は、目を覚ますと同時に自分の状況を把は握あくしていた。

　体が妙みような光の中に浮いていて、目の前で見た事も無い奇き妙みようなモノが蠢うごめいている。

　モノ、と言うのは、男にはそれが生物なのか無生物なのか瞬しゆん時じに判断できなかったからだ。

　奇妙な紋もん様ようが浮かび上がった巨大な球体から昆こん虫ちゆうの足のようなものが五本生えており、その足で体を支えながら移動を行っている奇妙なモノ達。

　それが一体どういう生態もしくはメカニズムをしているのか、男には判断できない。

　ただ、自分がどういう状況なのかは確かに把握する事ができる。




　自分が所有する隠かくれ花見スポットで、友人と花見をしていた際──

　突然空に巨大な円えん盤ばんが現れて強きよう烈れつな光を発したかと思うと、自分一人が宙に浮き上がり、その円盤の内部に吸い込まれてしまったのだ。




　──だが待てよ、宇宙人じゃなくて、未来人とか異次元人という可能性もある。映画の撮影や私の幻げん覚かくというオチはまず無いだろう。




　男は妙みように冷静に、自分の状況を再確認する。

　手足は自由に動くが、ふわふわと光の中に浮いている状態なので、地を蹴けって進む事もできない。周囲は妙な幾き何か学がく模様の風景が広がっており、なにやら前衛的なアーティストのアトリエ内部のような雰ふん囲い気きだ。

　銀色の細い柱が数本見え、円形の部屋の内周にそって、様々な生き物たちが同じように浮いている。

　自分の隣となりに浮いているのは、どうやらジャイアントパンダのようだ。

　──おや、珍めずらしい。

　──動物園以外で見るのは初めてだ。

　異常な状況だというのに、男は冷静にそんな事を考えていた。

　だが、その状況にもすぐに変化が訪れる。

　この円盤の乗員である『宇宙人』らしきモノ達が、パンダの腹に何かを近づけていく。五本ある足の一本が持ち上がり、先せん端たんについた無数の触しよく手しゆのようなもので何か小さな器具を持ち上げているようだ。

　それはどうやら刃物の類たぐいのようで、素材は分からないが、鋭く煌きらめく切っ先がパンダの体へと吸い込まれようとしていた。

　同時に、男は気付く。

　自分とパンダ以外に光の中に浮いている動物たちが、ピクリとも動いていないという事に。

　そして、光に紛まぎれてハッキリとは見えなかったが──動物たちの中に共通した一つの色が浮かび上がっている。

　赤

　　　赤

　　　　　赤

　何の色かは、想像するまでもなく分かった。

　覚かく醒せいした感覚の中で、濃い鉄の臭においが鼻び腔こうに触ふれたからだ。




「これは困ったな」

　溜ため息いきを吐つきつつ、男は心しん中ちゆうで考える。

　──もしかしたら宇宙テクノロジーで、この動物達もすぐに生き返らせて貰もらえるのかもしれない。実は友好的な宇宙人とか未来人という可能性もある。

　彼は自分が生き延びる為ための希望的観測として、そんな事を考えた──わけではない。

　──だとしたら、俺おれが暴れて宇宙戦争のきっかけになったりしたら申し訳無いかな。

　些いささか状況に見合わぬ事を考え、男は宙に浮いたまま、宇宙人らしきモノ達に語りかけた。

「あのー、言葉が通じるなら、事情を説明して頂けると助かりますが」

　だが、返事はなかった。

　最初から声など聞こえていないかのようだ。

「困ったなあ」

　男は溜息を吐き、首を振る。

「えーとですね、言語による意思の疎そ通つうっていうのは重要なんですよ？　意思の疎通ができない相手を突然攫さらって切り刻んだりするのは、この星、少なくとも私の国の文化圏では感心できる事ではないんです」

　しかし、異い形ぎよう達が全く反応を見せぬまま、パンダの腹にナイフらしきものが刺ささる。




【メヒェェェェエエン！】




　麻ま酔すいなどという概がい念ねんがないのか、それとも麻酔するつもりなどないのかは分からない。

　パンダの悲痛な鳴き声が響ひびいたが──

　宇宙人らしきモノ達に変化はない。

　機械のような無慈じ悲ひさだけが感じられる動きで、ナイフらしきものを更さらに腹部に差し込もうとする異形達だったが──




　その動きが、不意に止まる。




　彼らの足の一つに、何か紐ひものようなモノが巻き付いている。

『紐』はまるで蛇へびのように蠢うごめき、蜘く蛛もが獲え物ものを捕らえる時のように異形達の体に絡からみつき──その動きを封じていく。

「えー、つまりですね」

　のんびりとした口調で呟つぶやく男の右手の袖そで口ぐちから、紐がシュルシュルと蠢き伸びる。

　一体どのような仕組みになっているのか、空中に浮いたままの男から伸びる紐は途と中ちゆうから枝分かれをし、部屋中の異形達に絡みついていく。

「何か事情があるのかもしれませんが、こんなやりかたじゃ……暴れられて何をされても、仕方ないって事ですよ？」




　異い形ぎよう達はそこでようやく反応を見せる。

　球体状の体から奇き妙みような光を放ち、その表面の一部が液体のように流動したかと思うと──内部から妙な円えん筒とう状じようの機械が湧き出し、男にその筒つつの一いつ端たんを向ける。

　だが──その時、既すでに男は光の中に浮かんではいなかった。

　周囲に絡からみつかせた紐ひもを手た繰ぐる事で無重力空間から脱出した男は、首をコキリと鳴らしながら──その奇妙な部屋の天井に張り付いていた。

「うん、私もね、帰って妻つまと幼い息子むすこの顔をまた見たいですしね」

　異形のモノ達に対し、人に秘ひ匿とくし続けた偉い業ぎようを見せつける男。

　忍にん術じゆつ、というよりも魔法めいた『忍にん法ぽう』とでも言うべき業わざを使うその男は、淡々とした調子で、自分自身に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「ま、人にはあんまり見せちゃいけないって話なんですけどね」

　男は足だけで天てん井じように張り付いたまま、何か手で印いんのような物を組みあげ──

「宇宙人相手なら、多分ＯＫ！」

　次の瞬しゆん間かん、服の袖そでから湧わき出した数千の小さな手しゆ裏り剣けんが、刃やいばの竜たつ巻まきとなって部屋の中を蹂じゆう躙りんし始めた。





☆






　某ぼう丘きゆう陵りよう地帯




「おーい。霊みたまさーん。大だい丈じよう夫ぶですかー」

「おお、真しん吉きっちゃん。俺おれは平気なんだけどさ」

　眼鏡めがねを掛けた友人の呼びかけに、男──霊英えい二じは気さくな口調で答えた。

　彼の背にはまだそれほど大きくないパンダが背負われており、背後には紐ひものようなものでがんじがらめにされた、奇妙な球体達が引きずられていた。

　背後の山の中腹には巨大な円えん盤ばんが突き刺ささっており、その一部からもくもくと煙けむりがあがっているのが見える。

　まだ若く、少年っぽさを残した英二は、静かに笑いながら友人の駆かけ出しデザイナーに語りかけた。

「なんか色々大変そうだから、今日の所は花見はお開きにしとこう。また今度の飲み会で詳くわしく話すからさ」

「ああ、じゃあ、それで。怪け我がとかは？」

「してたらもう自分で治ち療りようしてるさ」

「それもそうですね。じゃ、また今晩電話します」

　男の言葉にあっさりと納得すると、眼鏡めがねを掛けた男は目の前の光景に全く動じた様子を見せぬまま、言われるままに山を下りていった。




「真しん吉きっちゃんは、いい奴やつだよなあ、本当に」

　素直に山を降りた友人の背を見送ってから数分後──

　南の方角から、無数のヘリの爆ばく音おんが近づいてくる。

　報道ヘリではなく、軍事的なタイプのようだ。

　しかも、自衛隊のものには見えない。

「さて……なんか色々文句を言われそうだから……今のうちに秘伝の薬を散布しておくとしましょうか……っと」

　ケラケラと笑いながら、男は腰こしのポーチから小さな竹筒づつを取り出し、その蓋ふたを開けた。

　風に乗って、中にあった粉が空気中に広がり始め────





☆






　それから数日の間、彼と謎なぞの機関との間で長い長い『交こう渉しよう』が持たれ、ある意味巨大円えん盤ばんを墜おとした時よりも多くの忍にん術じゆつを駆く使しする結果となったのだが────




　それはまた、別の話。




　しかし──そうした彼の逸いつ話わは、やがて一つの御お伽とぎ噺ばなしへと集しゆう束そくする。

　この時、彼が助けだしたパンダの奇き妙みような食欲によって──

　10年後、彼の息子むすこが全く別の宇宙人を家に連れ込む事になったのだから。




　すこしむかしの、お話です。

　すこしむかしの、お話です。





『なよ竹の姫君は伝奇パンダの夢を見るか』後編に続く









[image: なよ竹の姫君は伝奇パンダの夢を見るか　後編　ジャンル《御伽噺》]










　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス




　ボーイミーツガール

　ガールミーツボーイ

　ソウシテ　フタリハ　デアイマシタ

　シカシ　マダ　デアッタダケ

　フタリガ　ウンメイノ　フタリニナルニハ

　マダ　マダ　トキガ　ヒツヨウデシタ

　グタイテキニ　イエバ　ハントシホド




　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス

　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス





☆






夏休み初日　某ぼうワイドショー




　──それでは、続いて今日の芸能ニッポンのコーナーです。今日は、とある少女ととある動物のふれあいの物語だそうですが──現場の阪さか崎ざきさん、よろしくお願いします。




『はーい、こちら現場の阪崎です！　今日はこちら、埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市にある、【所沢忍にん術じゆつ公園】にお邪じや魔ましています！　夏休みに入ったという事でお客さんの数もいつもより多いそうなんですが、明日あしたからはもっと増える事になるかもしれません！　ええと……あ、あなたが明日からのイベントの主役をなさるお嬢じようさんですか？』




　──ほおー。可愛かわいい子ですねえ。スタジオの中でもザワメキが起こってますよ。




『それではカグヤちゃん、ＴＶの前の皆さんに、ひとつコメントをお願いします！』

【えっと……つ、月つく夜よ見みカグヤです！　明日からこの忍術公園で色々なイベントをやりますので、どうか宜よろしくお願いします……っ！】




　──カグヤちゃん。かぐや姫ひめというわけですか。




【あっ……ありがとうございます！】




　──いやいや、御礼を言われても。

　──それで阪崎さん、その子が一体どんな動物と、どんなイベントをするんですか？




『はい！　いったいどんなイベントなのかは後で紹しよう介かいするとしてですね！　このカグヤちゃんと共演するのは、なんとこの……』




十分後




　──いやー、出雲いずもイズナ君といいカグヤちゃんといい、これからは子役アイドルの時代なのかもしれませんね。今後の成長が楽しみです。

　──それでは次のニュースです。

　──おや？　視聴者からの電話が殺さつ到とうしているようですよ。




　──えー、先ほどの少女をもっと映せという声が多数寄せられているようです。が、スポンサーの関係があるのでそれは不可能です。彼女の事をもっと見たければ明日からのイベントを見に行くのが一番でしょう。私も見に行きますから明日あしたのワイドショーはお休みです。それでは次のニュースをお伝え────





☆






21世紀初頭　夏　　埼さい玉たま県某ぼう所　竹ちく林りん




　セミの音が響ひびく竹林。

　竹に止まる蟬せみという、風流と違和感のどちらを感じればよいのか困る光景を前に──男はただ、口の中で火の点ついた煙草たばこを嚙かみ潰つぶした。

「……で、何か出たか？」

　あからさまに苛いら立だたしげな声を吐はき出す黒服の男に対し、部下と思しき面々は疲れたような視線を投げ返す。

「いえ、観測データに特に異常な点は……」

「無いとか言うなよ？」

「いや、しかし……」

「……ああ、ああ、ああ！　異常な点なんかいちいち何度も何度も何度も何度も探してるんじゃあねえよ！　異常がねえなら常識を異常にひっかえてでも報告しやがれ！　捏ねつ造ぞうだろうがなんだろうがとにかく結果だ！　結果がねえと困るのは誰だ？　俺おれだ！　そして、お前らだ！　具体的に言うと──俺が困らせてやる」

　無む茶ちや苦く茶ちやな事を言う男の声に、周囲にいた男女は揃そろって無言となって作業を再開した。

「あーあー、もう半年だぞ半年？　は・ん・と・し！　もう何をしていいのかわからねえぐらいに行き詰まってるわけだろ俺達ぁよ！　そろそろ『お姫ひめ様』の噂うわさが立ってもいい頃だろうに、こうして待っても、まるでその兆ちよう候こうがねぇ！　あぁ？　やっぱ最初の報告データが間違ってたんじゃあねえのか？」

「いえ、それはありえません。あの時点で、この竹林から特に強いイプーター反応が出ていたのは確かです」

「なら、とっとと成果を出せよ。イプーター反応はともかく、グリスナル線は13ヶ月は残留する筈はずだろうよ」

　奇き妙みような単語を用いて部下と会話をしつつ、ダークスーツの男は新しい煙草を一本咥くわえ、火を点ける事なく口中で嚙み潰し始めた。

「……口こう腔くう癌がんになりますよ、フロスト主任」

「知ったことか、その時ぁ煙草会社を訴えてやるだけだ」

　フロストと呼ばれた男は、くちゃくちゃと煙草を咀そ嚼しやくした後、やはりなんの躊躇ためらいも無く吞のみ込んだ。

「第一、本来ならもう竹藪やぶの撤てつ去きよと地下組成の再構築を始めてる時だろうよ」

「主任なのに何にも聞いて無いんですか？」

「知ってるよ！　聞いてるよボケが！　苛いら立だたしいからてめえらに聞いただけだ！」

　──意味がわからない。

　部下達はこの理り不ふ尽じんという単語を通り越した上じよう司しに対し、苛立ちを通り越して一種の諦あきらめを覚えていた。

　相手の男は、自分達の『機関』の中でも、とりわけの異常者としてマークされている。それなりの実績と能力を持っているから抹まつ消しようされずに済んでいるのだが、人格的に問題がありすぎるので、こうして極東に流されているような人物だ。

『機関』の新人の多くは、まず問もん答どう無む用ようで彼の下につかされる。彼の理不尽に耐えられないようでは、とても『機関』の中ではやっていけないという事なのだろう。その場合は速やかに記き憶おくを操作され、『機関』から登録を抹消される手て筈はずとなっている。

　そんな自分達の組織の理不尽なシステムを理解しているからこそ、部下達は目の前の男の理不尽にも特に反発を返さない。これさえ乗りきれば、後は『機関』の内部に潜もぐり込んで名めい誉よと真理に迫れるのだ。

　不満を己の内に閉じこめて堪たえ忍しのぶ部下達だったが、上司である男の眼めにそんな姿は映っておらず、周囲の竹藪を見て苛立たしげに呟つぶやいた。

「……糞くそ、普段だったら『米軍だ』っつって無理矢理話を進めてるところだがな」

「何な故ぜ米軍と名乗るのです？」

「あぁ？　バカか？　お前ら、俺おれらが本当の所属を名乗れるわけねえだろうが。それこそ米軍から粛しゆく清せいされちまう」

「まあ、それはそうですが」

　疲れた表情の部下に対し、フロストは新しい煙草たばこを一本口に咥くわえて語り始める。

「本当の所属は言えない、となりゃ、どうせ噓うそつくなら強そうな方が相手がビビって得だろうがよぉ。最初はＦＢＩって名乗ってたがこの国じゃ無理だろ？　で、次は国際っぽい匂においがするＣＩＡ、漫画で有名なインターポール。そして今じゃ天下のアメリカ国防総省ペンタゴン様だ。なんか強そうじゃね？　俺おれらよぉ」

「……本当に国防総省に消されますよ。同国と言っても、うちの機関、あそことのパイプはそんなに強いわけじゃないんですから……」

　そう漏もらしたきり黙だまり込む部下。他にも色々と突っ込みたいところがあるのだろうが、言っても無む駄だだと理解しているのであえて言葉にはしなかった。

　そんな部下とは対照的に、フロストは聞かれてもいないのに機密事項に近い事柄をベラベラと吐はき出し続ける。

「ったく、この竹ちく林りんがあの『ニンジャ』の所有地でさえなけりゃあなぁ！」

　懐ふところからとりだした小型のモバイル機器。片手に収まる液晶画面に映し出されたのは、若いのか年配なのかよく解わからない外見の、どこかのほほんとした表情をした男の顔だった。

「この野や郎ろうには前に本部共々煮え湯を飲まされてるってのによぉ……くそ、だからさっさとミサイルでこの土地もろとも吹き飛ばせっつったんだ」

　ブツブツと呟つぶやきながら煙草たばこの紙ケースを弄いじるフロスト。そのまま暫しばし気まずい沈ちん黙もくが流れるかと思われたが──

　新たに竹林に現れた部下の一人が、奇き妙みような物体を持ってフロストの元に歩み寄る。

「主任。本部からの情報です」

「ああ？　なんだぁ？　とうとう例の姫さん、大雑ざつ把ぱに動き始めやがったか？」

「コードネーム『ＫＡＧＵＹＡ』と関係あるかは解わかりませんが」

「あーあー、てめえも日本人なら、その『コードネームＫＡＧＵＹＡ』ってのが如い何かに小学生じみてるか解ってるだろうが！　顔真まっ赤かにしながら言いやがって！」

「し、しかし……」

　実際に顔を赤くしている部下は、どうやら日本人のようだ。

　そんな部下に、苛いら立だちつつ、フロストは更さらにタバコを嚙かみつぶす。

「本国の連中に付き合ってねえで、素直にかぐや姫ひめって言えよ！　……ったく。……ん？　なんだそりゃ」

　眉間みけんに皺しわを寄せながらイヤミを言っていたフロストだが、その際、彼は報告する部下の所持している筒つつ状の物体に気が付いた。

　部下の手に握にぎられていたのは、一つの小さな渋しぶ柿がき色の巻物だ。

「おい……噂うわさをすれば影、ッつーくだらねえ迷信を俺おれに信じさせる気か？」

　チャチな造りをしているが、紙自体は立派な和紙であり、どこか古めかしい色の表面には『所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園、導き絵巻』と記されていた。

「こりゃ、あの腐くされニンジャのテーマパークじゃあねえか」

『所沢忍術公園』の凝こったパンフレットを握りしめ、その巻物で部下の頭をポコポコと叩たたく黒ずくめの男。

「なんだ？　嫌いやがらせか？　喧けん嘩かか？　買うぞ？　喧嘩買った上で金は踏み倒すぞコラ？　物理的にも精神的にも踏み倒されてえのか？」

　眼球とこめかみを同時にヒクヒクさせる上じよう司しに、部下は淡々とした口調で言葉を紡つむぐ。

「テレビで放映されていたそうで、極きよく東とう支部から何か関連があるのではと連絡があったのですが……その、正直関連があるとは……」

「はぁぁぁ？　要するに『藁わらでも摑つかめ』って事かぁ？　支部連中め、舐なめ腐りやがって！」

　煙草のペーパーケースを嚙み始めたフロストは、その渋柿色の巻物──何かのアミューズメント施設のパンフレットを広げていった。




　パンフレットの中央に大きく印刷されているのは──10代前半と思しき美少女が、竹槍やりを持ってパンダの背に乗っている写真だった。

　そして、その下に書かれていた文章を見て、フロストは口の中から嚙かみ砕くだかれた紙片をポロリと落とす。

　写真の下に筆文字で、次のようにハッキリと記されていたからだ。





　所ところ沢ざわに迷い込んだ伝説の野の良ら忍にんパンダとの壮絶なバトルショー

　忍にん術じゆつ公園のニューアイドル、月つく夜よ見みかぐやのサイン会＆握あく手しゆ会、７月31日まで連日開かい催さい中







☆






同時刻　埼さい玉たま県所沢市

「──ッ！」

　無言のまま突き出された緑の刃やいばの先で、白と黒に彩いろどられた巨体が躍おどる。

　刹せつ那な、竹槍を握にぎっていた少女は素早く地を蹴けり、そのまま竹を地に突き立て、棒ぼう高跳びの要領で宙を舞う。

　白黒の固まり──一頭の巨大なパンダよりも高い位置まで跳ちよう躍やくした少女は、そのまま手にした竹槍を思いきり下に突き出した。

　あわやパンダの脳天を突き刺さそうかという勢いで繰り出された竹の先せん端たんは、しかしながらパンダの強きよう靭じんな前脚の肉球に挟はさまれる。

　少女は竹槍ごと持ち上げられる形で停止するも、そのまま体を捻ひねって急降下。無防備となったパンダの頭に縦たて回転しながら小さな踵きびすを振り下ろす。

　が、その殺気を一いつ瞬しゆん早く察したパンダは地面に着地すると同時に背後に跳とぶ。

　渾こん身しんの一いち撃げきが空からぶった少女もまた、パンダとの間を取るように飛びすさる。

　硬直、そして沈ちん黙もく。

　二人を包む空気は暫しばし静せい寂じやくを貫いていたが──それを破るように、カランカランという鐘かねの音が鳴り響ひびく。

　そして、それを契けい機きとして圧縮されていた空気が解き放たれた。




　歓声。

　圧倒的な、人々の大歓声。




　割れんばかりの賞しよう賛さんと拍はく手しゆが、周囲の空間を心地好く支配する。

　少女とパンダの周りを囲む、百人に達しようかという観客達。

　そんな彼らの殆ほとんどは、今しがたの本気の闘いを見事な『ショー』として受け止める。

　もっとも、実際にそれはショーに他ならなかったのだが。




　所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園の中は、江え戸ど様式の建物が整然と並んでいる小さなテーマパークだ。

　最近までは客の入りもそこそこといった所の地味な施設に過ぎなかったのだが──ここ最近、特に夏休みに入ってからは盛せい況きようの一いつ途とを辿たどっている。

　唐とう突とつに現れた謎なぞの美少女忍にん者じや、月つく夜よ見みかぐや。

　まだ中学生なのか小学生なのかも曖あい昧まいな年ねん齢れいだが、可か憐れんな外見とは裏うら腹はらに雑ざつ伎ぎ団だんのような激しいアクションをこなす天才少女……という触ふれ込みで、彼女は瞬またたく間に人々の話題に上り始めた。

　所沢忍術公園内にて、時間も場所も特に限定せず、唐突に始まるパンダとのバトルショー。

　特に前まえ口こう上じようやストーリーがあるわけではないのだが、そのショーは人々の心を急速に摑つかんでいった。

　少女とパンダという、アクションとは無む縁えんな存在に思える二者が、それこそＣＧのような動きで縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る。その触れ込みでも十分にインパクトがあった上に、カグヤの持つ可憐な容姿は幼さを残しながらも純粋に、それこそ老ろう若にやく男なん女によ問わずに人々を惹ひきつけた。

　テレビで放映される時は、流石さすがに戸こ籍せきの無い彼女が映るのはどうかと躊躇ためらわれたが──忍術公園の英えい二じが用意した偽にせの戸籍はこれでもかという程に完かん璧ぺきだったらしく、誰も彼女の素す性じように疑いを抱いだく者は居なかった。




　ほんの一部、とある『機関』を除いては。





☆






　僕は多分、リアリストという奴やつなのだろう。

　だから、だから僕は、信じない。

　御お伽とぎ噺ばなしなどというものは信じない。

　本当に存在したかどうか、と問われると、僕はただ『解わからない』と答えるだろう。

　絶対に存在しないという意見こそ疑わなければならない事だと思う。

　だけど、信じるか信じないかと聞かれたら、僕はただ『信じない』と答えるだろう。

　それは、奇き跡せきを信じてしまう事と同義だから。

　信じてしまった瞬しゆん間かんから──僕はきっと、御伽噺に身を委ゆだねてしまうだろうから。

　だから、僕は信じない。

　話は、自分で切り開く。

　御お伽とぎ噺ばなしの結末が──必ずしも幸せであるとは限らないのだから。





☆






忍にん術じゆつ公園　スタッフ控ひかえ室




「あーあ。もう少しだと思ったんだけどなぁ」

　ションボリと肩かたを落とすカグヤちゃんを見て、僕は笑いながら励はげましの言葉をかける。

「半年であそこまで互ご角かくに渡り合えるようになれば十分だよ」

「雪ゆき人ひとはそう言うけど、ハッキリしたよ。忍ニン忍ニンの奴やつ、絶対まだ全力出してない」

「へえ。じゃあ、君を家族の一人だって認めたんじゃない？　敵てきだと思ってるならとっとと本気を出して君の後頭部に爪つめを立ててる」

　僕の返事に、カグヤちゃんは少しムッとしながら口を開いた。

「……少しは『そんなことないよ』とか言って励ます気はないの？」

「僕が下へ手たな慰なぐさめの言葉を掛けたら、逆に苛いら立だたしくなるだろ？」

「あーあ、雪人ったら、本当につまんない！　もう、ちょっとはニッコリ笑ってジョークの一つも言えるようになりなよ！」

　難しい事を言う。

　ジョークというのはどうにも苦手だ。

　父さんと母さんはテレビのお笑い番組を見て良く笑い転げているし、僕も少年誌のギャグ漫画なんかを見て面おも白しろいとは思うけど──自分でそれをやれと言われれば、まずどうしていいのか解わからない。

　自分で自分が面白いと思う事を口にすればいいのだろうか。だが、それが果たして人にとっての面白いと同等なのか疑わしい。

　そう、僕は自分で自分が疑わしい。

　学校の仲間や先生、そしてカグヤちゃんの言葉から判断するに、僕は相当の変わり者である事は確定的だ。それを疑う行為は、もう小学生の頃に通り過ぎている。

　確かに、一般的な感覚から見て僕は変わり者なのだろう。自分でもそう思う。だが、自分を偽いつわってこの生き方を変える気も無い。

　何な故ぜ変える気が起きないのかと疑ってみたが、今ひとつしっくりくる答えが浮かばない。

　父さんと母さんにそうやって造られたのだから仕方がないと思う。

　そして、不意に僕の中に、小さい頃父さんに言われた言葉が響ひびき渡った。




『いいかい、雪ゆき人ひと。我々狭さ山やま忍にん者じやにとって重要なのは、心構えだ』

『忍者に必要な心とは何だと思う？』

『女おんな子供でも平気で殺せる氷の心か？』

『全すべてを無にして森しん羅ら万ばん象しようと一つになる透明の心か？』

『あらゆる誘ゆう惑わくに惑まどわされぬ鋼はがねの心か？』

『……私はそうは思わない。成すべき目的の為ためにはそういう心構えが要いる時もあるけどね』

『真に重要なのは、疑う心さ』

『そんな顔するなよ。相手を信じないという意味じゃない』

『相手を信じるために、まずは納得いくまで相手を知るんだ』

『その結果として、本当に相手を信じる事に納得がいったなら、それはお前の親友かもしれない。恋人かもしれない。家族かもしれない。そして、同時にお前が護まもるべき主君かもしれない』

『だから、まずは疑え。相手の言葉を否定しろという意味じゃない。まずは、考えるんだ。相手の言っている事の意味を、その裏側にあるだろう本心を、ただ、考えるんだ。解わかったかい？』




　小学生に対してなんて事を言うんだろう。あの頃の僕は果たして単語の意味を全すべて理解できていたかどうか解らない。

　だけど、当時の僕は父さんを信じていたから何も疑わず返事を返した。

『はい！』

　そうすれば、父さんに褒ほめられるとでも思っていたんだろう。これだから子供という奴やつは始し末まつに負えない。

『ハイ駄だ目め。ブー。もう間違いだぞ、雪人。ここが戦場だったらお前はもう死んでるかもしれないし生きてるかもしれない。まあどちらでもいいんだが確かなのは一つ。お前が今、間違えたという事さ！』

『え、だって僕、ハイって……』

『それだよ、それ』

『ええっ!?』

『疑えって言ったばかりなのに、どうして私の言葉をあっさり信じて受け入れる？　一秒も考えずに鵜う吞のみにするようではまだまだ甘あまいな……』

　思い返すと、酷ひどい親だ。

　よくもまあこの年までグレなかったと思う。

　やっぱり母さんのおかげだろうか。今思えば父さんと母さんは妙みようにバランスが取れた夫婦だと思う。

　どうしていいのか解らなくてオロオロしていた僕の前で父さんはフフフと笑っていたが、そんな父さんに対して、横で見ていた母さんが言った。




『あら、貴方あなた。そんなにあっさり雪ゆき人ひとの「ハイ！」って言葉を信じていいのかしら？』

『えっ』

『もしかしたら雪人、心の底では「なにを言ってるんだこの親父おやじは。バカじゃないの？　でもまあ一応御ご機き嫌げん取りのために返事だけしておくか」って思いながらハイって言ったのかもしれないわ。だとしたら、相手の言葉を鵜う吞のみにしてバカを見てるのは貴方の方ですよ？』

『なっ！　そ、そ、そうなのか雪人!?』

『……さあね』




　その時の僕以上にオロオロしていた父の姿を思い出し、僕は思わず溜ため息いきをついた。

「あー！　なあに、その溜息！　もう、こっちは真ま面じ目めに言ってあげてるんだよ？」

　僕のそんな仕し草ぐさを見て、カグヤちゃんがプンスカと聞こえてきそうな顔で怒り出す。

　しまった。別にカグヤちゃんに対して呆あきれていたわけじゃないのに。

　……。

　でも。まあ、いいか。

「なに？　こっちの事じっと見て……」

[image: ]

「いや、怒った顔も可愛かわいいと思ったから」

「……ちょ、ちょっと!?　確かにジョークを言えって言ったけど……。そういうジョークは趣味が悪いわよ！」

　顔を赤くして答えるカグヤちゃん。

　おかしいな。ジョークではなく本音なのだけれど、一体どういう要素がジョークだと思われたのだろう。

　……という疑問を素直に口にした所、カグヤちゃんは更さらに顔を赤くし、頰ほおをひきつらせながら言った。

「ひっぱたいていい？」

「今は駄だ目めかな。叩たたかれる程のことをしたかどうか自分でまだ納得してないし」

　そう答えると、カグヤちゃんは僕以上に大きな溜ため息いきを吐つきながら首をふる。

「もう会って半年になるんだから、ちょっとは柔やわらかく接してくれてもいいんじゃない？」

「カグヤちゃんこそ、僕のこういう性格を受け入れてくれると嬉うれしいけど」

「それは、ちょっと難しいかな。……ま、嫌きらいってわけでもないけどね」

　言いながら、カグヤちゃんはニパリと笑う。

　嫌いや味みの無い笑顔だ。

　この笑顔は、僕も疑い辛づらい。

　もう少し無言で眺ながめていたかったけれど、カグヤちゃんは控ひかえ室の時計を見て慌あわてたように立ち上がった。

「あ、それじゃ、そろそろ時間だから！　話はまた後でね！」

　そのままパタパタと去っていく彼女を見送って、僕は二度目の溜息をついた。

　これは、僕自身に対する溜息だ。

　僕は、カグヤちゃんの事をどう思っているのだろうか。疑っているのだろうか。

　好きか嫌いかで言えば好きだ。

　あの、初めて会った瞬しゆん間かんから、僕は一ひと目め惚ぼれしたのかもしれない。完全に恋をした瞬間かどうかは疑わしいが、少なくとも、今の僕が彼女に何らかの好意を抱いだいているのは疑いようのない事実だ。

　ただ、それが恋愛感情なのかどうかはまだ疑わしいものだけど。

　もしかしたら、彼女の宇宙人としての能力で僕を洗脳しているのかもしれない。

　そもそも、彼女が宇宙人だという話もまだ疑う要素があるので完全に信じているわけではないんだし……。




　父さんの元で、忍ニン忍ニンを倒すために槍やりの修行を始めた……自称、宇宙人の少女。




　もう半年一いつ緒しよに過ごしているが、このドキドキする想いは変わらない。

　かといって、正式に告白したわけでも、ラブレターを送ったりしたわけでもない。

　一体僕は、彼女の事をどうしたいのだろう。

　……ああ。

　何な故ぜ、今日の僕はこんな事ばかり考えるんだろう？

　その原因を探って、あっという間にその答えに思い当たる。

　握あく手しゆ会の２日目だからだろう。

　夏休みが始まってもう一週間。

　昨日きのうから始まった彼女の握手会は、僕や父さんが想像していた以上の大盛せい況きようとなった。

　こんな企画に来るのは、僕と同年代の奴やつかロリコンと呼ばれる類たぐいの人達ばかりだろうと思っていたのだが、蓋ふたを開けてみれば、実に広い客層が彼女目当てに集まっていた。

　大人おとなも子供も、男も女も、みんながカグヤちゃんに注目して、好こう奇きの視線を向けている。

　昨日は彼女の練習の様子がテレビで放映されたらしい。今日は休みだった筈はずのバイトの人達も総動員して大おお忙いそがしだ。

　それだけ多くの人がカグヤちゃんを見に来ているという事だろう。

　……。

　……んー。

　ああ、やはりそうなのだろうか。

　つまるところ、僕はカグヤちゃんが他の人からもてはやされるのを見て、嫉妬しつとしているんだろう。誰に？　カグヤちゃんに？　本当は僕が賞賛を浴びたかった？　そんな馬鹿な。

　……いや、誤ご魔ま化かしは止やめよう。

　僕は、あの観客達に嫉妬してる。

　あんなに素直にカグヤちゃんとふれあえるなんて、ちょっと羨うらやましい。正直な話、一緒に暮らしてる僕から見ても羨ましい。

　熱狂的なファンというのだろうか、昨日来た客でまた来ている人までいた。

　それも、複数。

　この、胸をキュゥと縛しばる想いはなんだろう。

　これが恋心というものなのだろうか。普通に考えたらそうなのだろうけれど、まだ解わからないぞ。普通に考えてはいけない。何しろ相手は自称宇宙人だし、僕は変わり者だ。

　それでもやはり──僕は、彼女の事を信じたいと思っている。

　彼女が宇宙人だとしたら、それならそれで、僕は宇宙人である彼女の言葉を信じたい。地球を滅ぼすとか言われたら困るけれど、その時はやめて欲しいなってお願いしよう。駄だ目めだったらそれまでだけど、彼女に滅ぼされるならそれはそれで……いや、何を言ってるんだ僕は。

　とりあえず、今は信じよう。

　彼女が今月いっぱい続くイベントを無事にこなし終える事を。

　そして、疑おう。

　何かイベントが滞とどこおるような不備がないか、僕に出来る事は本当に何もないのか、それを疑って行動しよう。

　そうすれば、きっといい日が訪れると信じて。





☆






忍にん術じゆつ村　屋内ステージ




　江え戸ど時代の城内、殿との様が謁えつ見けんする大広間をイメージしたステージの中に、場所にそぐわない熱気と人が溢あふれかえる。

「せーの」

「「「カグヤちゃーん！」」」

「「「がんばってー！」」」」

「かわいー」

「マジで」

「将来が楽しみだなあ」

「いいなあ」

「彼氏とかいるのかな」

「だまれロリコン野や郎ろう」

「ひっでー」

「うう、思わず嫉妬しつとしちゃうよう」

「なっちゃんも可愛かわいいよ？」

「ほんと？　ほんとに!?　神しん夜やくん！　ありがと！」

「テレビで見るより可愛いねえ、ルル」

「ムーは私に嫉妬させたいのかな？」

「おーい、列をもっと詰めろー」「げひゃぁー」

「なあルル。あれ、出雲いずもイズナじゃね？」「あ、本当だ！　お忍しのびで来てるのかな？」

　そんなざわめきが、壁の代わりに使われている障しよう子じやふすまの中に吸い込まれ、柔やわらかい響ひびきと変わってステージ上に跳はね返る。

　月つく夜よ見みカグヤという名をもらった美少女は、自分が宇宙人であることも忘れて地球人達に心からの笑顔を向けていた。

　そして、次の瞬しゆん間かんには自分がどのような存在であるかを思い出す。

　──そっか。この体でも大だい丈じよう夫ぶなんだ。

　人々から注目されている自分を確認し、なんとか役目を果たせるかもしれないという希望すら持ち始めていた。

　絶世の美女となって、この星の一部を緩ゆるやかに調査、支配する。

　──みんなの人気者になるようなお姫ひめ様になろう。

　──支配されてる地球の人達も幸せになって、みんなが笑えるように支配できたらいいな。

　然しかる後のちに、手に入れた情報を自らの大本である『惑わく星せい状生命体』に持ち帰る。

　それが、自分の使命。

　与えられた仕事ではなく、生まれてきた目的。

　パンダの横槍やりによってこのような子供の体になってしまい、もはや使命を果たす事は絶望的かと思われたのだが──

　──これなら、私、この星のお姫様になれるかもしれない！

　そんなとんでもない自惚うぬぼれを抱いだいてしまう程の熱気が会場に満ち、そしてそれを確信させる程に、彼女に好意の視線が注がれている。

　だが、次の瞬しゆん間かんには、彼女の心の中にどうしようもない不安が湧わき起こり──目の前の歓声を否定し始める。




　──なれるわけ……ないよね。




　自分が完全な『成体』になれなかった事は、既すでに自分の『本体』である惑星状生命体にも知られている筈はずだ。

　だとすれば、不完全な自分を回収に来る確率はやはり皆かい無むだろう。メリットが何もない。不完全な支配と情報を得るぐらいならば、改めてユニットを派は遣けんする事だろう。

　そう考えると、悲しくて仕方が無くなってきた。自分の生まれた使命を果たそうと努力しようが、自分は既に見捨てられた存在、一体どこに帰るというのか。

「あ、ああ、あの、よ、よろしくお願いっす！」

　思わず笑顔が消えかけた瞬間、彼女は目の前に立つ客の声で我に返った。




　──とにかく今は、やれるだけの事をやろう。




　慌あわてて気を引き締め直し、目の前に差し出されたサイン色紙に自分の名前を書き始める。

　目の前に立つ大おお柄がらな男が、緊きん張ちようの汗あせを滲にじませた手を差し出し、口ごもりながら呟つぶやいた。

「ず、ずっと前からファンっした！　ががが、がんばってください！」

「ありがとうございます！」

　ずっと前といってもデビューしたのは数ヶ月前なのだが、あえてそれには突っ込まず、汗あせばんだ手を優しく握にぎり締める。

　優しげな微笑ほほえみを向けられた男と、その笑顔を見ていた行列の人々は、天に昇るような気持ちで彼女の姿を見つめていた。

　続いて来た眼鏡めがねの女性にも、先刻の男と同じような笑顔を返す。

「……が、がんばってください」

　消え入るような声で呟つぶやく女性に対し、カグヤは心からの笑顔で『ありがとうございます！』と返し、そんな彼女に行列の人々はますます微笑ましい視線を送り続けた。

　そうした視線を身に受けながら、彼女は会場に向かってますます輝きに満ちた微笑みを返す。

　まるで、太陽の光を跳はね返す満月のように。
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　彼女が心血を注いだサイン＆握あく手しゆ会を行っている姿を見ながら、会場の隅すみで中年の男達が会話を交わす。

「やー、ほんとに助かったよ。真しん吉きっちゃんのデザインしてくれたパンフレット、おかげさまで好評でね。まさかここまで人が集まるなんて、入場料を２００円ばかり値上げしておくべきだった」

　そう言ったのは、この忍にん術じゆつ公園のオーナー兼園長である霊みたま英えい二じ。

「いやいや、あの子のおかげでしょう」

　対するのは、同年代と思しき、忍にん者じやや宇宙人といったものとは無む縁えんそうな一般人。

　眼鏡をかけたその男は、誰にも憎にくまれないような、何者にも嫌きらわれないような、そんな顔をしていた。

『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの籠こめられていない相そう貌ぼう。

　眼鏡以外には殆ほとんど造形的な特徴の無い顔に浮かぶ表情には、人を安あん堵どさせるような柔やわらかい笑顔が浮かべられていた。

「いやー、しかし、よくパンダの飼し育いく許可がおりましたねえ。色々法律とか国際条約とか大変だったと思いますけど」

「ハハ、そこはほら、空気中に散布するだけで皆さんに話が通り易やすくなる佐さ山やま忍者の秘薬をだな……」

　何やら妙みような事を呟つぶやきだした英二の下に、背後から妻つまの影が忍しのび寄る。

「あら、いやですよ貴方あなた。それは企業秘密にしておかないと」

「おっと、そうだったな。すまない母さん」

　健すこやかに微笑ほほえむ妻つまの言葉に、英えい二じは照れながら話題を変えた。

「そういえば、今日は真しん吉きっちゃんの子供達も連れてきたんだろ？」

　昔からの知り合いなのか、息子むすこに対するよりも遙はるかに砕くだけた調子で話す英二。

　一方で、誰に対してもそうなのか、眼鏡めがねの男は敬語で話し続ける。

「いやいや、お恥はずかしい話ですが、昨日きのうテレビで『ここの看かん板ばんとかをデザインしたんだぞ』って子供達に見せたら、もうすぐに行くとはしゃいじゃって。上の娘むすめも一見無ぶ愛あい想そうですけど、眼めだけはきちんと輝かせていましたから」

「いやあ、カグヤちゃんは女の子にも大だい人気だからなあ」

「でも、これだけ人気が出てしまうと、色々心配な所もあるんじゃないですか？　最近物ぶつ騒そうな世の中ですしねえ」

　当然と言えば当然の疑問に対し、英二は苦笑しながら言葉を返した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、針吉っちゃん。俺おれ達も眼を光らせてるし──あの子自身も、竹槍やりさえあれば一人で十分に闘えるさ」

　英二の表情は自信に満ちあふれ──同時に、冷たさを感じさせる視線で言葉を紡つむぐ。

「相手が、素人しろうとならの話だけどな」
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　そんなどこか物ぶつ騒そうな会話が続けられる空気の中で、カグヤは精一杯の笑顔を浮かべながらサイン会を続けていた。

　と、客もそろそろはけてきたという頃──ダークスーツを身に纏まとった、一ひと際きわ背の高い男が眼前に立つ。髪かみをオールバックにしており、サングラスと合わさって得えも言われぬ威圧感を押し放っている。

「こおんにちわぁ」

　口に煙草たばこを咥くわえたままなのが気になったが、それ以上にどこか全体的に不ぶ気き味みな印象を与える男だった。

「お嬢じようちゃん可愛かわいいねぇぇ。10年経たったら俺おれと結婚してくれよ」

　──うわあ。

　堂々と凄すごい事を言うなあと思いつつ、昨日も同じような感じの客は何人か居たので、その時と同じように嫌けん悪お感を示さない笑顔を返す。

「残念ですけど。私は五つの宝物のうち、どれか一つを持ってきた人と結婚するって決めてるんです！」

「おぉ。御お伽とぎ噺ばなしのかぐや姫ひめかい？」

　ダークスーツの男はサングラス越しにニヤリと笑うと、どこか狂気じみた声をあげた。

「ＯぉＫぇＯＫ。だったら今度来るときは火ひ鼠ねずみの裘かわごろもでも持ってきてやるさ」

　──詳くわしいなあ、この人。

　御伽噺の中で自らの本体の一部──大先せん輩ぱい、もしくは母親とも言える存在である本物の『かぐや姫』が所しよ望もうしたと言われる五つの宝。書物の中ではそれを集める際に死人まで出たという話だが、その事を『母』は知っているのだろうか？

　──とりあえず、今はそれどころじゃないや。

　とりあえず目の前の不ぶ気き味みな男との会話を早く打ち切ってしまおうと考えた少女は、そのまま静かにサインを書き終えた。

　そして、他の者と変わらぬ態度で握あく手しゆをする。

　一いつ瞬しゆん、手の平に妙みような違和感を覚えたが、すぐに消えたので特に気にしない事にする。

「ありがとうございますー」

　決まり通りの言葉で送り出すカグヤに対し、男は軽く手を挙げながら背を向けて歩き出す。

「それじゃ……またな、お嬢じようちゃん」




　その奇き妙みような男は、それ以上何も言わずに、そのまま公園の外へと歩み出した。

　まるで、カグヤ以外の何者にも興味が無いというように。
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所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園　駐ちゆう車しや場じよう




「採ってきたぜ」

　エンジンが掛かったままのワゴン車の後部に乗り込み、フロストは自らの右手からペリペリと何かをはがし始める。

　それは手に薄うすくのばされたシリコン状のフィルムで、表面にはいくつかの特殊な無痛針ばりが仕込まれているという代しろ物ものだ。

「最近は便利なもんだねぇ。本当にこれだけでＤＮＡとか解わかるのかよ？」

「我々と亜あ種しゆ生命体を区別する程度には」

　ワゴンの中に待機していた部下達は、その手袋を慎しん重ちように回収しながらも淡々と言葉を紡つむぐ。

「しかし、あんな少女に対してまで疑いを持たねばならないとは……」

「まあなぁ。俺おれらの商売は因いん果がなもんだぜ」

　そう言いながら、フロストは懐ふところから出した煙草たばこに火を点つける。

「ま、俺おれはビンゴだと思うがね」

「何な故ぜです？」

「何故？　決まってんだろ。ただの勘かんだ」

「……」

　呆あきれた表情で沈ちん黙もくする部下に、フロストはゲラゲラと笑いながら煙草たばこの煙けむりを吸い込んだ。

「ま、一つ根こん拠きよがあるとすりゃー。あれだな。この俺が、見た瞬しゆん間かん、『可愛かわいい』って思ったんだぜ？　ロリコン趣味どころか最近じゃ性欲とかそういう感覚自体無くなってた、この俺がだ」

「は、はぁ」

　何を言い出すのだこの男は、と思いながらも、部下は黙だまって相手の言葉を聞く事にした。

「ああやって、『この女の為ためなら死んでもいい』って思わせたんだろなぁ。何人も何人も手玉にとって、時の帝みかどの心すら虜とりこにしちまったわけなんだろなぁ。１０００年以上前にこの地に降り立った個体……」

　火のついたままの煙草を口内に入れ、嬉うれしそうにくちゃくちゃと嚙かみ潰つぶしながら、フロストはなんの躊躇ためらいもなくその名を口にした。

「……かぐや姫ひめって奴やつぁよぉ」
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一週間後




『お疲れ様！』

　所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園のスタッフ一同からそんな祝いの言葉を受け、カグヤはどこか照れたような笑顔を浮かべた。

　無事にサイン会の日程を終了し、その打ち上げとして関係者だけのささやかな慰い労ろう会が開かれていた。

　彼女はこの半年でスタッフの面々ともすっかり打ち解けたようで、誰もが心からの労ねぎらいを投げかけている。

「いやー、本当にお疲れ様。カグヤちゃんのおかげで閉園の危機を乗り越えられたよ。カグヤちゃんが居なければ、ガイアシャフトというＩＴ企業から来ていた買収の話を受けてしまう所だった」

「今、サラリと凄すごい事を言いませんでした!?」

「経営危機なんて聞いてませんよ頭とう領りよう！」

「今年も黒字になりそうだって……」

　ざわめく部下達の言葉に、英えい二じは優しい微笑ほほえみのまま頷うなずき──

「お前達にも疑う事の大切さは教えてきた筈はずなのに、私の経営収支発表を鵜う吞のみにするとは……。修行が足りないな。残念だ」

「ちょ、責任転てん嫁かしたぞ頭とう領りよう！」

「疑う疑わない以前だろ経営問題は！」

「残念なのは頭領の頭だ！」

　スタッフ達の慌あわてたどよめきを他よ所そに、カグヤはそっとその会場を後にする。

　笑顔を浮かべたままではあったが、その表情に、どこか寂さびしげな色が浮かんでいた。
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　メインアトラクションの一つである『風雲！　忍にん者じや城』の天てん守しゆ閣かく。

　忍にん術じゆつ公園が一望できる場所で、カグヤは柵さくにもたれ掛かって空に浮かぶ十六夜いざよいの月を眺ながめていた。

　少し離れた事務所からはスタッフの笑い声が響ひびいてくる。そんな喧けん噪そうから一人離れ、彼女はただ、物憂うげに月を見上げ続けていた。

「……」

　──私、どうしたらいいんだろ……。

　月明かりのまぶしさに照らされながら、彼女は大きな溜ため息いきを。

　と、そんな彼女の背後から、落ち着いた大人おとなの女性の声が響き渡る。

「あらあら、こんなところにいたのね」

「朱あか音ねおばさん……」

　ぼんやりと空を眺めていた少女は、朱音と呼んだ女──雪ゆき人ひとの母親の方を振り向いた。

「どうしたの？　雪人と喧けん嘩かでもした？」

「ううん、そんなんじゃないです」

　カグヤは一度首を振るが、先刻とは別の意味で物憂げな表情を浮かべて言葉を返す。

「でも……確かに雪人、最近なんだか話しかけてくれなくって……。私、何か怒らせちゃったかもしれません」

　少女の寂しげな声を聞き、朱音はあらあら、と柔やわらかい微笑みを投げかける。

「あの子ったら、子供の癖くせに一人前に嫉妬しつとなんかしてるのねえ。それとも子供だからかしら」

「……嫉妬？」

「あの子、カグヤちゃんがみんなにチヤホヤされるものだから、きっと自分でどうしていいのか解わかってないのよ。あの子、ほら、今まで女の子と遊んだ事って殆ほとんどないから」

「……」

　朱あか音ねの言葉についてしばし考えていたが、カグヤにはどうもピンとこない。知識として恋愛というものは勿もち論ろん知っているし、雪ゆき人ひとはなんだかんだ言っていい人間だとは思うが、自分が彼に対して恋愛感情を抱いだいているかどうかは解わからない。

「……御ご免めんなさい。私、よく解らないです」

「あらあら、いいのよ、そういうのは解るとか解らないって話じゃないから。気がついたらどうしようもなくそうなってるものなの。だから、難しく考え込む必要なんて無いわ」

「……ありがとうございます」

　いつもニコニコとしている雪人の母親だが、彼女や英えい二じと話す度に、少しだけ心の中に影が差し込むのが感じられる。

　そしてそれは──彼女が今、物憂うげに空を見つめている理由でもあった。

「それで、何を悩んでいたの？」

　優しく問いかけて来る朱音の言葉に、カグヤは再び月を見上げ──答える。

　まったく場の空気にそぐわない、奇き妙みようでメルヘンチックな言葉を。

「朱音おばさんは……その……」

「？　なあに？」

「私が……宇宙人だって信じてますか？」

　事情を知らなければ余りにも突とつ拍ぴよう子しもない質問だが、朱音の表情は変わらない。ただ、淑しとやかな微笑ほほえみを浮かべたまま問い返す。

「本当なんでしょう？　それとも噓うそなの？」

「え？　え、ええ。まあ……本当……です」

「なら、それでいいじゃない。貴女あなたが宇宙人でも地球人でも、それで私達が貴女への態度を変えるわけじゃないわ。だから、その言葉が噓でも本当でも構わないの。だから、私はカグヤちゃんの言葉を信じるわ」

　微び妙みように煙けむに巻くような言葉だ。カグヤはそう思った。

　しかし、同時に思う。

　これは、とても優しい煙けむりなのだろうと。

　カグヤは相手の言葉に噓が無いと信じて──少し躊躇ためらいながらも、自分の心を素直に口にする事にした。

「私は……その……不安、なんです」

　ゆっくりと語り出すが、その言葉にはある種の覚かく悟ごのようなものが滲にじんでいる。今まで自分で認めたくなかったからこそ口にしたくなかったのだろう。

「もう……諦あきらめたつもりでした……。もう、私の星っていうか……『本体』には帰れないだろうし、迎えも来ないだろうって。だけど、だけどこの一週間で、たくさんの人に集まって貰もらって！　もしかしたら！　……もしかしたらって思ったんです。もしかしたら、私も御お伽とぎ噺ばなしのかぐや姫ひめ……私の『本体』とも『母さん』とも言える、あの人みたいになれるんじゃないかって」

　この一週間の事を思い出しているのか、それは少し嬉うれしそうでもあったが、すぐにその表情が曇り出す。

「でも、やっぱり、無理です。無理なんです。この姿だと、やっぱり限界があるし、結婚だってできない……それどころか、何年もこの体のままだったら、もらった戸こ籍せきでも誤ご魔ま化かしきれませんし、そしたら朱あか音ねおばさんや雪ゆき人ひとにも迷めい惑わくがかかる……だから、だから結局私は、いつかはどこかに消えないと……消えないと、いけない……」

　涙なみだを我が慢まんしているのか、所々で涙を吞のみながら言葉を紡つむぐ。

「だけ、ど、結局、迎えも来ないから、どこにも、消えられ、ない。だからっ……だから私は──」

　続きの言葉は、口にできなかった。

　甘あまい花の匂においと共に、朱音の腕うでが少女の体を包み込んだからだ。

「そこから先は、言ったら駄だ目め」

「……」

「言葉には、力があるの。口にする事で、その言葉を心が信じてしまう事もあるの。だから、今言おうとしてた言葉は吞み込みなさい」

「おばさん……」

　顔を上げると、そこにはやはり優しい顔があった。もしも自分が地球人だとしたら、こんな母親とのふれあいがあったのだろうか。

「それはそれでとても辛つらい事だと思うし、私達には何も言う権利は無いかもしれないけれど……今はただ、私達を信じてくれると嬉うれしいわ」

　自分の知っている知識では、母親にも色々いるという事は理解できる。

「それにね、貴女あなたはお迎えなんか来ないって言ってるけど……貴女達は、私達の生活や知識を心に映しているんでしょう？　貴女を見ていれば分かるけど、貴女は普通の人間よりも人間らしいかもしれない」

「……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。子供の事が大事じゃない親なんていないわ。たまにいるかもしれないけれど、私はそうした人達を親とは認めない。あなたのお母さんも、きっと、貴女の事を見捨てたりはしないわ」

　──そうだったら……どんなにいいだろう。

　朱音の声を聞きながら、それでもカグヤは心の不安を隠かくせなかった。彼女は知っている。この星でも、親が子を殺したり子が親を殺したりという事件が頻ひん繁ぱんに起こっているという事を。

　ましてや、自分はその情報を『知っている』だけだ。『本体』がその思いに従って行動するとは思えない。あまりに不合理であり、下へ手たすれば自分達の存在を危ぶませる事になるかもしれない。

　そんな危険を冒おかすような真ま似ねはしない。して欲しくもない。

　──私は、地球人の形で生み出されたけど……実際に見たことも無い『本体』のことが……大事なんだね。やっぱり。

　自分の心の奥底に湧わき上がる『本体』への強い想いを感じながら、彼女は自分がどうしようもない程にどうしようもない状態なのだと確信した。

　それでも彼女は、何かを求めるかのように朱あか音ねの腕うでをキュっと抱だきしめ、彼女の胸の中に顔を埋うずめる。

　しばし、そうして人肌はだの温ぬくもりを感じながら、カグヤは朱音に『母親』というものを感じ取ろうとした。

　しかし、自分にそれが許されるのかどうかと言う罪悪感を感じ、やがて彼女の体から離れ、気き丈じような眼まな差ざしで笑顔を造る。

「……私が泣いたって事、雪ゆき人ひとにはナイショにして下さいね」

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶよ」

「あの、その……ありがとうございました」

「無理はしちゃだめよ。貴女あなたはもう、私達の家族なんだから」

　残ざん酷こくなまでに、優しい一言だった。

「……」

　全すべて受け入れて彼女の事を『母さん』と呼んでしまいたい。

　少女の心が、瞬しゆん間かん的にそんな衝しよう動どうに駆かられる。

　強く、強く、強く。

　その宿望を心の奥底に閉じこめると、カグヤは一いつ瞬しゆんだけ月を見上げ、やはり強がりの言葉を紡つむぐ。

「ありがとうございました！　私、みんなの所に戻りますね！」

　少女が無理をしていることを感じ取ったのか、朱音は更さらに口を開こうとしたが──それから逃げるように、カグヤは天てん守しゆ閣かくから駆かけ下りて行った。




　──やっぱり、私、どうすればいいのか解わからないよ……。

　階段を駆け下りながら、彼女はただ、迷い続ける。

　──今はもう、忍ニン忍ニンへの殺意も消えかけてる。

　──このままじゃ……本当に私がここに存在する理由が無くなっちゃう……。

　その不安を誤ご魔ま化かすために、皆の所に戻って思い切り騒さわごう。

　彼女は忍にん者じや城の出入り口から飛び出すと、そのまままっすぐに宴えん会かい場となっている事務所の方へと足を向けたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、彼女の首筋に鋭い痛みが走った。

「……!?」

　声を上げる間もなく、急速に全身から力が失われていくのが解わかる。

　自分の首から何かが入ってくるような気がしたが、その感覚すらも一いつ瞬しゆんにして失われ──彼女の体は、トサリと地面に崩くずれ落ちた。

　消えゆく意識の中で、彼女は一つの声を耳にする。

　それは、一週間前に聞いた、インパクトのある下げ卑びた声──

「こぉーんばぁんわぁぁぁ。お姫ひめ様」

　ぼやけ始めた視界に映るのは、ダークスーツに身を包んだ、オールバックの男。両手には、まるでウェディングドレスのように、真っ白な布地を抱かかえていた。

「約束通り、迎えに来たぜぇ？　いやいや、前に別の国で捕まえた『自称天使』と同じだな。人間に効く麻ま酔すいって、普通にお前らにも効くのな。ったく、再現性が高いってのも問題だな？」

「……」

　声はもはやあげられない。口も開かない。

　呼吸まで弱くなってきた彼女の上から、楽しげな小声が木霊こだまし、彼女の体は、左右から現れた複数の男達に抱え上げられる。

　意識を完全に失う直前、彼女の耳に届いたのは──

「この拘こう束そく着はよぉ、一応耐火性でなぁ」




「お望み通り……火ひ鼠ねずみの裘かわごろもって奴やつさぁ」
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「おいおい、忍ニン忍ニン、その竹はカグヤちゃんのだから齧かじっちゃ駄だ目めだって言ったろう。カグヤちゃんに返しなさ……ん？　そういえば、カグヤちゃんはどこにいったんだ？」

　ウーロン茶で酔よっぱらい忍忍と絡からんでいた父さんが、キョトンとしながら尋ねかけてくる。

　そう言えばさっきから見あたらない。トイレにでも行ったのかと思ったけれど……。

「夜風にでも当たってるのかもしれないね？　ようし、雪ゆき人ひと。主役はカグヤちゃんなんだから、とっとと探しに行って、一いつ緒しよに星空でも眺ながめて疲れを癒いやしてあげなさい」

「何言ってんの!?」

　全くもって父さんにはデリカシーというものがない。

　だが……考えてみれば、確かにここ一週間、カグヤちゃんとろくに話をしてない気がする。

　避さけられてる……というよりも、避けてるのは僕の方だ。カグヤちゃんは寧むしろそれに気を使ってくれてるといった感じだ。

　考えれば考える程、彼女に対してどう接するべきなのか解わからなくなってくる。この半年、こんな風に考えた事は無かったのに……。いや、彼女が初めて学校に行った時……クラスのみんなにキャアキャア言われてて、それを見て似たような感覚に陥おちいった事があるような気がする。

　……すると、やはりこれは嫉妬しつとなのだろうか。

　確かに、僕は嫉妬しているのかもしれない。

　熱狂的なファンはどこにでもいるもので、中には女性なのに一週間毎日通っている者までいたぐらいだ。眼鏡めがねをかけた野や暮ぼったい女性で、普通なら絶対嫉妬の対象になどならないのだろうが、それでもやはりモヤモヤするというのはどういう事だろう。僕は、男どころか女性にまで嫉妬しているという事だろうか。

　いや、違う。

　でも、だって。

　……。

　そんな無む駄だな思考を繰り返しながら、僕はカグヤちゃんを探す事にした。

　こんなモヤモヤとした喧けん嘩かのような状態は精神衛生上よろしくない。だったら、これはチャンスだ。なんとか長く話すきっかけを作って、このモヤモヤを吹き飛ばそう。

　……最初に会ってから半年──僕の一ひと目め惚ぼれはまだ続いている。そして、一目惚れ以上まったく進展していない。

　竹たけ取とり物語は中学一年の時に国語の授業で詳くわしくやった。燕つばくらめの子こ安やす貝がいとやらを取ろうとして死んだ人がいると知った時に、原典と御お伽とぎ噺ばなしの違いがなんとなく見えたような気がした。

　とりあえず、五つの宝ほう物もつを集めるとかそういうのは僕には無理そうだから、時の帝みかどがやったみたいに詩の交換でもしてみるべきか。

　しかし、詩など書いた事が無い。小学校の時の授業でも、僕はただ目の前の風景の説明文を書くだけに終わって先生に苦笑された。




　そんな事を考えながら事務所の扉とびらを開け、彼女がどこにいるのか見回して──

　僕は、見た。

　白い布を持って佇たたずむ黒服の男と──その奥で、カグヤちゃんを抱かかえている数人の男達を。




　──────────……？




　　　　　　　　　　──────────……。




　──────────────────────────……っっっっっ！
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　もしもその時、雪ゆき人ひとが冷静なままだったならば、すぐに後ろを向いて駆かけ出し、父親達に助けを求めた事だろう。

　だが、彼の頭の中は真っ白になっており、普段の雪人からは想像もつかない程の激情に駆られていた。

　ぐったりとしたまま抱かかえ込まれる彼女を見て、彼はただ、静かに爆ばく発はつする。

　大地を蹴けった彼の足は、中学生というレベルを遙はるかに超えた瞬しゆん発ぱつ力りよくで体を前へと走らせる。

　忍にん者じやの息子むすことして基礎体力だけ鍛きたえられた少年の動き。

　本来ならばその動きは大人おとなをも凌りよう駕がして、暴ぼう漢かん達を叩たたき伏せ、助けた少女に『あなた、本当は強かったんだね』と惚ほれられてめでたしめでたしとなる筈はずだった。

　だが、残念な事に──これは、少年の英えい雄ゆう譚たんではない。

　これは、宇宙から来た少女の物語。

　少年は、地球と宇宙の御お伽とぎ噺ばなしに足を踏み入れるには、些いささか役者不足だったと言える。

　ダークスーツの男が首をコキリと鳴らしたかと思うと──次の瞬しゆん間かんには一歩前に踏みだし、少年の体を正面から受け止めた。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんの事で、周りからは少年が男の体をすり抜けたように見えた。

　突進の勢いを殺さぬまま、ただ方向だけを変えられ──雪人の体はクルリと宙に回転させられたのだ。

　そして、フワリと浮かんだ少年は、視線の先に長い足を見る。

　ダークスーツの男が、己の頭よりも高く掲かかげた足を思い切り踏み下ろし、宙に浮いた雪人の体を思い切り地面に蹴けりつけた。

「……ッ！」

　体が割れるような衝しよう撃げきが全身に走り、雪人は声にならない叫びをあげる。

　夜空が一瞬にして暗転し、何かをしなければと思う前に──少年の意識は完全な闇やみに閉ざされた。

　そんな少年を見て、ダークスーツの男──フロストは首をコキリと鳴らし、ニマリと笑いながら、手の空あいていた部下達に指令を告げる。

「この小こ僧ぞうも運べ」

　と、ただ一言。

　そしてフロストは、凶きよう悪あくな笑みを浮かべながら独り言を呟つぶやいた。

「あのニンジャ野や郎ろうの息子かぁ？　こいつは、思わぬ拾いもんだなぁ？」

　周囲には他に音も無く、ただ、月明かりだけがぼんやりとその光景を照らしていた。

　音も無く、音も無く────
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30分後　竹藪やぶ




「……ん」

　あ……。

　なん……だ。

　……どうしたんだろう。

　僕は一体どうなったんだ。

　何をしていたんだっけ……。

　体を動かそうとした瞬しゆん間かん、鋭い痛みが背骨を駆かけ抜ける。

「くぁッ……！」

　そして僕は、瞬間的に意識が覚かく醒せいした。

　同時に、妙みようにハイテンションな男の声が浴びせかけられる。

「おはよう！　機き嫌げんはどうだ、小こ僧ぞう？」

「お前は……！」

　僕は背中に走る痛みを抑おさえながら飛び起き、黒服の男と向き合った。

　ここは何ど処こだ？

　男の背後に広がるのは、鬱うつ蒼そうとした竹藪。そしてその奥に見える町の光を見て──気付く。

　この場所が、うちが所有している、初めてカグヤちゃんと会った竹ちく林りんだという事に。

　すると、別の方向から聞き慣れた声が響ひびいた。

「雪ゆき人ひと！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「カグヤちゃん……」

　とりあえずの無事を確認し、安心しかけたが──拘こう束そく着に包まれた彼女の体が数人の男達に押さえつけられているのを見て、僕の全身は再び硬直する。

　そんな僕とカグヤちゃんの間を引き裂さくように、黒服は下品な笑みを浮かべて両手を叩たたき始めた。

「さぁてさてさて、それじゃぁ御お伽とぎ噺ばなしの続きといこうか、カグヤ姫ひめのお嬢じようちゃん？」

「……」

「嬢ちゃんの大事なお友達が眼めを覚ました所で、単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くとしようかぁ」

　男は両手を大きく広げながら、淡々とした口調で語り出す。

「……『薬』は、どこだ？」

「……ッ！」

　薬？　なんの事だろう。

　だけど、カグヤちゃんの顔色が変わったところを見ると、何か重要なものなのだろう。

　だけど、どうしよう。

　この黒服の奴やつに喧けん嘩かを挑いどんでも、勝てる気がしない。それに、下へ手たにここで暴れたりしたらカグヤちゃんに何をされるか……。

　打開策を頭の中に並べていると、黒服が首をぐるりと回し、こっちの方に笑いかけた。

「ところで小こ僧ぞう。手前てめえはどこまで知ってるんだ？　このガキがただの可愛かわいいガキじゃあねえって事は理解してるか？」

　僕は警戒したまま頷うなずいて、淡々と言葉を返す。

「ただの可愛い子じゃない。凄すごく可愛い子だよ」

「はッ！　的まと外れだがドンピシャリな答えをどうもありがとうよぉ。つか、まあ信じる奴やつはいねえと思うが、こいつが宇宙人だっつー事は理解してるのかい？」

　男の言葉に、僕はやはり静かに頷いた。

　こいつらは──カグヤちゃんが宇宙人だという事を知っていて……しかも、完全に信じている……というよりも、ちゃんとした根こん拠きよを元に確認済みとでも言うような口ぶりだ。

「はッ！　おめでたいねぇ。地球を滅ぼしに来たかもしれねえ化ばけ物もの相手に、よくもまあいけしゃあしゃあと仲良くできたもんだ。やっぱ手前ぐらいの年だとあれか、性欲が全すべてに勝まさっちまう年頃なのかね？　まったく羨うらやましい話だぜ。女の体目当てに地球を差し出すつもりかぁ？」

　当たらずとも遠からず。僕はこの黒服の言葉を完全に否定できない。僕が彼女に骨抜きにされている可能性は否めない。

　だが、そうだとしても僕は決して後こう悔かいはしないだろうが。

「噓うそ！　私は滅ぼしになんか……」

　慌あわてて否定するカグヤちゃんの言葉に、黒服はギチギチと笑いながら、

「違うってのかぁ？　手前ら『かぐや姫ひめ』が一時的に社会を支配して、それに基づく情報を宇宙に持ち出した結果、地球が滅びる結果に繫つながる可能性が無いたぁ言わせねえぞ？」

「それは……」

「御お伽とぎ噺ばなしの中じゃ日本だけだったが、通信や映像技術の発達した今だったら、それこそ世界中の人間を傅かしずかせる事もできるかもなあ。今はまだガキの姿してやがるが、一体あとどのぐらいで完かん璧ぺき超人になるんだ？　ああ？」

「……ッ！」

　カグヤちゃんの表情が露ろ骨こつに歪ゆがむ。

　そうか、こいつらは──カグヤちゃんが大人おとなの体になれない……かもしれないっていう事までは知らないのか……？

　でも、だとしても、今の一言は酷ひどすぎる。

　僕は知っている。それは、大人おとなになれないかもしれないのは、カグヤちゃんが一番気にしている事だ。

　無知は罪だ。しかも、別方向とはいえ明確な悪意があるから尚なお更さらだ。

　その瞬しゆん間かん、僕は気が付いた。

　自分が、宇宙人だのかぐや姫ひめだのという、カグヤちゃんの話を完全に信じているという事に。

　……。

　だけど、今はそんな事はどうでもいい。

　どうでもいいんだそんな事は。

　あいつは、カグヤちゃんに酷い事を言った。

　それだけは、疑いようもない事実だ。

　なんとかしてあいつに罰ばつを与えてやりたいけれど、果たして僕にできるだろうか？

　さっきあいつに投げられた時、全く動きが読めなかった。

　頭が熱くなっていた事を差し引いても、相当にヤバイ相手だ。ついでに言うなら、雰ふん囲い気きからして銃じゆうを持っている可能性もあるし、目の前の男は子供だろうが躊躇ためらい無く撃うつタイプだ。

　睨にらみ付ける僕を無視して、黒服は再びカグヤちゃんの方に向き直る。

「ま、こっちでも色々調べはついてるわけよ。御お伽とぎ噺ばなしの中では『不ふ死しの薬』なんて描かれてるけどよぉ、あれは、要するに、この星の生物をお前らの側に強制的に引き込むための……強制的な進化を引き起こす為ためのもんだ。そだろ？」

「どうして……そんな事まで……」

「こっちも色々と手前てめえらの事を探ってたって事さ。たんなる不ふ老ろう不死の薬なんて意味の無いもんに興味はねえが、お前らの事をより知る……いや、ぶっちゃけちまうが、お前らの力を利用する為の足がかりとなりゃ、そりゃいくらでも利用させてもらうさ」

　……？　何を言っているのかよく解わからない。

　確か……竹たけ取とり物語の最後には、月に帰ったかぐや姫からもらった『不死の薬』を、帝みかどが山の上で焼いて、その山こそが不ふ死じ山さん……富ふ士じ山だというエピソードがあった。ダジャレみたいな話だと思ったから強く印象に残ってる。

　だとすると……こいつらは、一体何をしようとしているんだろう……？

「貴方あなた達は……何者なんですか」

　こんな奴やつ相手にも思わず敬語を使ってしまう自分が苛いら立だたしいが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　僕の呻うめくような呟つぶやきに、黒服は再びこちらを向いて、あっけらかんとした表情で言葉を返す。

「米軍関係者だっつえば、少しは絶望するか？」

　相手の答えに、僕は思わず首を振った。

「疑わしいですね」

「ほぉ、何な故ぜだ？」

「本当に米軍の人だったら、例え殺すつもりの相手でも本当にそう名乗ったりしないでしょう？盗とう聴ちようされるかもしれないし、そんな無む駄だな事をするとは思えない。名前を使って公式に動くぐらいなら、こんな真ま似ねはしないで正面から来ると思いますよ」

「嫌いやなガキだ」

　苦笑しながらこちらに一歩近づくと、サングラスをずらしながら、冷たい瞳ひとみで僕の顔を睨ねめ付ける。

「可哀かわい想そうだよなあ。手前てめえもこのお姫ひめ様に惚ほれてるのかもしれねえが、それは結果として全すべて裏切られる事になる。例えばお前がその『薬』を手に入れたとしても、結局はこいつらの手駒ごまにされるだけさ。彼女にゃもう二度と会えないし、どんな生物になるかも解わからねえ」

「……」

　黙だまって話を聞き続ける僕に、男は尚なおも語り続ける。

「永遠に生きたいと思うか？　でも待ってるのは一秒と一億おく年の区別も付かなくなる退たい屈くつな人生だろうよ。楽しいのはせいぜい最初の５００年ってとこじゃねえのか？　俺おれは不ふ老ろう不ふ死しになったことがねえから知らねえが、少なくとも死ねる幸せは知ってるつもりだぜ？」

　下げ卑びた笑みを強調しながら、男はコキリと首を鳴らす。

「今までに、何人も拷ごう問もんしてきてるからなあ」

　更さらにもう一度、反対側に首を傾けコキリとならす。表情にはどこか恍こう惚こつとした色すら浮かべ、月明かりの下で男は朗ろう々ろうと語り続ける。

「殺してくれ、殺してくれって叫ぶ連中を見て思ったね。ああ、死ねるってのは幸せな事だってな。まあ、手前はそれ以前にこんな女に関わっちまった時点で不幸なんだけどな？」

　更さらに一歩近づく男の顔から、徐じよ々じよに笑顔が消えていく。代わりに殺気とも狂気とも取れる空気が滲にじみ出し、それを察したカグヤちゃんの方が悲鳴をあげた。

「ちょっと……止やめて！　何をする気!?」

「……いい悲鳴だ。なるほど、この小こ僧ぞうはお前にとって少しは大事な奴やつらしい」

「……！」

「さて、じゃあ、こいつに『薬』を使いたくなるまで痛めつけてみるとするか？」

　言いながら、更に一歩。また一歩。徐々に徐々に僕に体を近づけてくる。

　全力で走れば、逃げる事は可能かもしれない。

　だけど、僕はその選択肢しは拒否した。

　こんな状況になって何だけれど、だからこそ僕は今、確信してしまったらしい。

　自分の身より、カグヤちゃんの方が大事だっていう事を。

　そんな僕の眼めを見て、黒服は哀あわれむような声色で口を開く。もっとも、半分以上は嘲ちよう笑しよう混じりの言葉だったが。

「残念だったなぁ？　小こ僧ぞう。御お伽とぎ噺ばなしの通り、かぐや姫ひめに惚ほれた男は大体痛い目を見て──時には死ぬ運命なのさ。それでもお姫様は顔色一つ変えないわけだ。全く酷ひどい連中に惚れちまったもんだよなあ？」

「……じない」

「あぁ？」

「僕は、御伽噺なんて信じない。かぐや姫は、その死んだ男の事を聞いてショックを受けたかもしれない。月に向かう牛ぎつ車しやの中で泣いたかもしれない。後悔したかもしれない。残された御伽噺だけを信じて嫌いやな思いをするぐらいなら、御伽噺に書かれていない部分を勝手に想像して勝手に信じた方がずっとマシだ」

　息を吸い込め。

　覚かく悟ごを決めろ。

　疑え、相手の絶対的な力を疑うんだ。

　そして──信じよう。

　僕はきっと、カグヤちゃんの事を救える。

　救えるんだ。

　僕はただ、信じよう。

　最後には裏切られても構わない。

　騙だまされて、利用されたとしても構わない。

　それでも、それでも──

　せめてもう一度だけ、カグヤちゃんの笑顔が見られる事を。




　僕は、信じる。





☆






「……なーんか、覚悟を決めちゃったってぇ眼めだなぁ？　オイ、コラ」

　フロストはスッと眼を細めると、何ど処こか苛いら立だたしげな表情になって懐ふところから煙草たばこを一本取りだした。

　それを手にしたまま、哀あわれみと怒りと嘲ちよう笑しようが入り混じった声で言葉を紡つむぐ。

「もしかしたら、勝てるとか思ってんのか？　お前は確かにあの忌いま々いましいニンジャの息子むすこだし、確かにそこのお姫様の竹槍やり捌さばきも上等なもんだった。なんとかしてお姫様を解放できりゃ、二人で組んで俺おれらをギャフンと言わせられると思ったか？」

「……」

「自惚うぬぼれるなよ？　小こ僧ぞう。お前なんざは御お伽とぎ噺ばなしの主人公でもなけりゃ、カンフー映画の主役でもなんでもねえ。ちょっとばかり周りより強かろうが、俺おれらと比べりゃ、ガキはガキだ。竹槍やりで俺達に勝てるか？　あんまし大人おとなを舐なめるもんじゃあねえぞ？」

　挑ちよう発はつめいたフロストの言葉に、雪ゆき人ひとは静かに息を吸い込み──ただ、笑った。

「そんなの、信じないね。貴方あなたの言葉は、最初から全部噓うそかもしれない。本当はカグヤちゃんの体が目当てなだけの変態ロリコン秘密結社かもしれない」

「……なんて疑り深ぇガキだ！　お前、ぜってーぜってーぜってー友達いねえだろ？」

「友達ぐらい、いるさ。信じなくてもいいけどね」

「まあいいさ、拷ごう問もんは無しだ。お前はただの雑ざ魚こキャラとして、単純に死ぬ事になる」

　そう呟つぶやくと、フロストは傍そばにいた部下に手を差し出す。

「銃じゆうを寄よ越こせ」

　すると、示し合わせていたかのような自然な動きで──部下の一人が、懐ふところから出した物体を上じよう司しの手に握にぎらせる。

　黒光りするそれが拳けん銃じゆうであると雪人が認識すると同時に、フロストの視線が拳銃に移り、一いつ瞬しゆんだけこちらに対する視線が途と切ぎれた。

　刹せつ那な──少年は地を蹴けった。




　走る。

　──信じろ。

　奔はしる。

　──信じろ！

　疾はしる。

　──僕にはできる！

　目の前に見える敵てきに向かって、ただ一直線に。

　──カグヤちゃんを助けられる！

　疑ってばかりの人生だった少年が、自分自身の激情を微み塵じんも疑う事もなく。




　だが、やはり現実は残ざん酷こくだった。

　自分が視線を切った瞬しゆん間かんに少年が動くであろう事を、フロストは既すでに予測していた。

　予測した上で、あえて少年に走らせる為ために視線を切ったのだ。

　少年の青い希望を打ち砕くだくという、ただそれだけの非合理的な理由で。

「……少しは疑えよ、バカが」

　残酷な皮肉と共に、フロストは躊躇ためらいなく引金を引き絞しぼった。

　サイレンサーに包まれ、低く乾いた音が竹ちく林りんの中に響ひびき渡る。

　まるで、冥土めいどの土産みやげを渡す事すら惜おしむ勢いで──なんの躊躇ためらいもなく、弾だん丸がんは雪ゆき人ひとの眉間みけんを貫いた。




　──筈はずだった。

「……あぁ？」

　銃じゆう声せいと共に銃じゆう口こうから現れたのは──クラッカーなどに使われるカラフルな紙テープや万国旗、そして、艶あでやかな桜色の紙吹雪ふぶきだった。

「……おい、なんだ、なんだよこりゃ……」




　混乱しているのは、雪人も同じだった。

　しかし、目の前の状況を疑うよりも前に──少年は跳ちよう躍やくを始めており、勢いを落とさぬまま、渾こん身しんの跳とび蹴げりを『敵てき』の顔面に叩たたき込んでいた。




「ぐぁっ……！」

　フロストの鼻がひしゃげ、上半身が勢いよく傾き、そのまま地面に打ち付けられる。

　少年は自分が相手の顔面に蹴りを入れた事を確認すると、何な故ぜか紙テープが出ている銃には目もくれず、そのまま拘こう束そくされているカグヤに目を向けたのだが──

　そこで、少年は更さらに信じられない光景を目にし、完全に立ち止まる。




「うぐ……がっ……てめえ！　どういうこった！」

　怒りに満ちた形ぎよう相そうで立ち上がると、フロストは少年ではなく、銃を手渡した部下の方に向き直る。

　するとその部下は──困ったように笑いながら、一つの言葉を呟つぶやいた。

「いやあ、その。御ご免めんなさい。頭領の命令なもんで」

「……はぁん？」

　その言葉の意味を、フロストが理解するよりも先に──次の状況はあっさりと襲おそい来る。まるで、物語の中からフロストという存在そのものを排はい除じよするかのような勢いで。

「がッ……!?」

　フロストが突然呻うめき声を上げ、手にしていた偽にせ物ものの銃を取り落とす。




「……え？」

　状況が摑つかめなかったのは雪人も同様で、一体何があったのかと、集中を黒服から周囲の状況へと広げていく。

　黒服を蹴けり倒した直後、彼が竹藪やぶの中で見たものは──

　いつの間にか拘こう束そく着から解き放たれたカグヤが、起き上がったばかりの黒服の臀でん部ぶに、手にした竹槍やりを思い切り突き立てている光景だった。

「え……？」

　──一体……どうして？

　初めてカグヤと出会ったときの光景と良く似ている。そんな下らない思いはすぐに消え、少年の中には次々と疑問が湧わき起こる。

　──何な故ぜあの竹槍がここに？　僕が事務所を出る前、忍ニン忍ニンが齧かじってた筈はずなのに。

　と、その思考を読んだかのように、竹ちく林りんの中に『メヒェェェエエェェェン』という独特な鳴き声が木霊こだまし──次の瞬しゆん間かん、周囲の状況が一変した。

　それこそ、御お伽とぎ噺ばなしのワンシーンのように。




「て、てめえ……ら!?」

　フロストが痛みに耐えながら周囲を見渡すと、部下達は、ただそこに立っているだけだった。中にはカグヤから脱ぬがせた拘束着を手にしている者もおり、フロストの感情を瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうさせる。

「どぉういう……どおおおおいうつもりだぁ！」

　空気をねじ伏せる勢いの怒声に対し、部下達は互いに顔を見合わせ──

「いやあ、どうもこうも」

　次の瞬間には、その見合わせていた顔をペリペリと剝がし始めた。

「なぁッ!?」

「えッ……」

　そして、フロストと雪ゆき人ひとは同時に驚きよう愕がくする。

　剝はがされた薄うすい肉面の下から現れたのは──フロストにとっては見慣れた部下達とはかけ離れた顔。

　そして、雪人にとっては、とても良く見知った顔だった。

「や、どうもどうも」

「と、父さん……!?」

「て、手前てめえ!?」

　集団の中央にいた部下の顔の下から現れたのは──紛まぎれもなく、雪人の父親、霊みたま英えい二じのものだった。

「それに、スタッフの人達も……!?」

　他の部下達も、みんな見知った顔だった。普段から忍にん術じゆつ公園のスタッフとして働いており、今日の慰い労ろう会には顔を出していなかった面々である。

「て、てててて、手前ら……手前……らあああああああああああああああ！」

　鬼おにのような形ぎよう相そうで叫ぶフロストに対し──英えい二じは爽さわやかな笑みを浮かべ、淡々とした調子で語り始めた。

「いやー、貴方あなたの本当の部下の方々は皆さん事務所でお眠ねむりですので御安心を。それにしてもフロストさん、貴方達の部下はまだ素人しろうとさんが多いですねえ。うちを見張ったりしているときとか、バレバレですよ、あれ」

「……ッ。……ッッッ！」

　声にならぬ声で叫ばんとしているフロストの横をすり抜け、雪ゆき人ひとはカグヤの元に駆かけつける。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ……ありがとう」

「えと……その、どうなってるの？　これ」

「私の方が聞きたいんだけど……」

　互いに困こん惑わくする子供達を前に、英二はフロストに対して淡々と語り続ける。

「いやー、貴方、顔を丸々変えられたんですねえ。最初に来てた時は気付きませんでしたよ。変なのがいるなあと警戒していたんですが。なんです？　今回の事は前の意い趣しゆ返しですか？」

「そんなんじゃねえさ……仕事さ、仕事、ただの仕事だ。邪じや魔まされる理由はねえよ」

「理由も何も、ここは私の所有地で、そこにいるのは私の息子むすことうちのテーマパークの救きゆう世せい主しゆなんですけどね、ハハ……」

　それまでは軽い調子で話していた英二だったが、次の瞬しゆん間かん、笑顔を瞬しゆん時じに消し、気配を完全にゼロにしたまま問いかける。

「それで、息子を蹴けり潰つぶした上に銃じゆうで殺そうとした件について、何か言い訳は？」

　その声を聞き、雪人とカグヤは凍こおり付く。人間ではなく機械が人間の真ま似ねをして喋しやべっているような、そんないい知れない冷たさが感じられたからだ。

　だが、フロストはそんな冷気を受け止めながら、手にした煙草たばこを握にぎりつぶしつつ答える。

「別に、何も？」

「なら結構。……貴方への復ふく讐しゆうは、いずれ息子自身が果たすでしょうから」

「……意外だな。ここで俺おれを殺しに来るかと思ったぜ」

「子供同士の色恋沙ざ汰たには面おも白しろがって手を出しますが、喧けん嘩かにまで手を出すのは趣味じゃありませんので」

　気が付けば、英二の表情はいつも通りの爽やかな笑顔に戻っていた。

　一歩間違えれば人ひと死じにが出ていたものをあっさりと『子供同士の喧嘩』と言ってのける英二。

　だが、フロストは特に反論もせずに歯を食いしばって周囲の状況を見つめている。

　そして、微び妙みように生ぬるい沈ちん黙もくが続いた後──竹ちく林りんの中に、更さらに場違いな面子メンツが現れた。

　のしのしと歩くパンダと共に現れたのは──宴えん会かいの時のままの格好の朱あか音ねと、その後ろを歩いてくる一人の女性の姿だった。

　──あれ、あの人。

　その女性の姿を見て、雪ゆき人ひととカグヤは同時に思う。

　野や暮ぼったい格好をして、やはり野暮ったい印象の眼鏡めがねを掛けていた女性。

　それは、間違いなくサイン会に毎日来ていたファンの女性だった。

　ファンが高じてここまで来てしまったのだろうか？　二人がそんなことを考えていると、緊きん張ちよう感の無い声で朱あか音ねが英えい二じに話しかける。

「あらあら、貴方あなた。お話は終わったんですか」

「ああ、母さん。終わったよ」

　淡々と言葉を紡つむぐ夫婦の会話を聞いて、フロストはコメカミを引きつらせて叫びをあげる。

「ッッッざけんな！　まだ何も終わっちゃいねえだろうがよ！　ここまでコケにされて、あっさりハイそうですかと引き下がれると思ってんのか？　ああ？　思ってるんだろ舐なめてるんだろコンチクショウ！」

　その叫びと共に、手近にいたカグヤに飛びかかろうとしたのだが──

　刹せつ那な、間に一つの影が割り込んだ。

　それは、眼鏡をかけた一人の女性。

　朱音と共に現れた、カグヤのファンである女性の姿だった。

「なんだぁ！　手前てめえ！」

「……あの……お願いです……」

　突然現れたカグヤファンの女性は、野暮ったい格好のままペコリと頭を下げ、申し訳なさそうにフロストに語りかける。

「ハイ、そうですかと言って……引き下がってください」

「あぁ!?　舐めてんのかこのアマ！」

　正まさに怒ど髪はつ天てんを突く形ぎよう相そうになって、女に摑つかみかかろうとしたフロストだが──

　ほぼ同時に、女が眼鏡と髪かみ留どめを外し、その長い髪を一気に空中に広げてみせる。

　と、同時に、その姿を正面から見たフロストの動きが止まる。

　彼だけではない。彼女の姿を見た多くの者が、たしかにその場に『光』を感じ取っていた。

　立つだけで一つの芸術となるような、神こう々ごうしく、そして暖かい光を。
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「なッ……」

　正面からその姿を見たフロストは、怒りを全すべて凍こおり付かせ、動きすらをも完全に停止する。

「えッ……？」

　後ろから彼女の姿を見ていたカグヤも──フロストと同じように動きを止める。

「？」

　雪人は何がなんだか解わからずに様子を窺うかがっていたのだが──次に動きを見せたのは、フロストの方だった。

「あぁ……あ、ああ……ああぁあぁっぁぁああぁっぁぁぁぁあぁぁぁっだらぁッッッ！」

　奇声のような叫びを上げたかと思うと、手の中に握にぎりこんでいた煙草たばこを二つに引き裂さき、中からボロボロとこぼれ落ちた細かい煙草の葉を、思い切り自分の両目へと押し込んだ。

「!?」

　周囲の人間達はハッと息を吞のむが、自分の視界を──『開きたくても一時的に開けない状態』にまで追い込んだフロストは、寧むしろ余よ裕ゆうの笑みを取り戻し、言った。

「ヒハハ……ヒッハハハハハハぁ！　そーかいそーかい、あんたが……それが、『本物』って奴やつかよ！　堪たん能のうしたぜ！　思わず、完かん璧ぺきに惚ほれる所だった！　やばかった！　この人の為ためなら死んでもいいって覚かく悟ごしちまう所だった！」

　奇き妙みような事を叫びつつ、フロストは独り言のように叫び続ける。

「ああ、ああ、覚えた、覚えたぜ……！　今回はここまでにしてやるが、俺おれは！　俺達は諦あきらめたわけじゃあねえぞ！　お前らの『薬』の秘密、絶対に明かして貰もらうからなぁッ！」

　両眼めをひしゃげさせてひとしきり笑い、そして、まるで眼が見えているかのように竹藪やぶの中を駆かけ出し──こちらが何か声を掛ける間も無く、文字通り脱だつ兎との如ごとく逃げ出してしまった。




「なに……？　どうしたんだろう？」

　脅きよう威いが去ったことを安あん堵どする間もなく、雪ゆき人ひとは今し方の光景について、横にいるカグヤに意見を求めた。

　だが、カグヤはその場を動かない。

　──まさか……。

　カグヤは、知っていた。

　カグヤは、今自分の目の前にいる女性の事を知っていた。

　知識の中で。

　本体から与えられた、絶対的な知識の中で。

　ただ、知っていた。

　生まれながらに持つ、当然の知識として。

　だが──

　知ってはいたが、実際にこの眼めで見たことも会った事もない存在。

　顔も声も知っているのに、実際に会ったことは一度もない。

　そんな存在が──今、眼の前にいる。

　長い髪かみを垂たらした女は、そのまま眼鏡めがねをかけ直さず、ゆっくりと後ろを振り返る。

　そして、カグヤと雪ゆき人ひとは同時に息を吞のんだ。

　雪人はその女性の、あまりの美しさに。

　カグヤは、あまりにも唐とう突とつに現れた自分の母親────

　本物の『かぐや姫ひめ』がここに居ることが、どうしても信じられなくて。

「お母……さん……ですか？」

　熱狂的なファンだとばかり思っていた女性が──今、目の前に、母親として立っている。

　そして、『かぐや姫』である女性は、今は一人の『母親』として──自分や、自分の後こう継けい者達の情報を受け継ついで『本体』から生み放たれた『分身』──『娘むすめ』とも『子し孫そん』とも言える少女に対し、柔やわらかい微笑ほほえみを浮かべたまま、その細い体をそっとそっと抱だきしめた。

「カグヤ……良かった……」

　何もできずにただ抱き寄せられた少女は、先刻の朱あか音ねと同じ温ぬくもりを感じながら、未いまだに整理のつかない感情を溢あふれるまま口にする。

「お母……さん」

　心を揺さぶる衝しよう動どうの正体は分からない。

　自分に植え付けられた知識の中からその衝動の理由を探せるだろうかと考えたが、瞬しゆん時じにどうでもよくなった。

　ただ、激情が、激情だけが胸の奥から溢れ出してくる。

　会った事もない筈はずの母親。

　自分の本体でもある存在。そこは、人間とは違う点だ。

　もしかしたらそれは、人間ではなく、人間の感情を仕込まれた宇宙人だからこそ生まれてくる激情なのかもしれない。

　生まれて初めて会う母親。

　少女は静かにその胸に埋うもれながら──ただ、ただ声を上げ続けた。

「……お母さん……ぁッ……ああ……あぁぁあぁああぁ……お母さん！」




「ね、言ったでしょう」

　そんな二人の『かぐや姫ひめ』を離れた場所から見守っていた朱あか音ねは、柔にゆう和わな表情で呟つぶやいた。

「地球人の感覚なら──子供を大事にしない親なんていない……って」




　そして、そのまま夫の手を取り、親子の再会を邪じや魔ましてはいけないと家路につこうとしたのだが──

　そんな二人を引き留めたのは、彼女達の実の息子むすこである雪ゆき人ひとだった。

「いや、ちょっと待って。いいから待って」

「なんだい雪人」

「いや、その、このままめでたしめでたしで終わるには、余りにも疑わしい事がたくさんあって……ちょっと、色々聞いてもいいかな」

「ほほう。いいだろう、どんと来なさい。ちなみに空が青いのは最近の大気汚染に青ざめているからだよ、と社会派な事を言ってみるよ。その証しよう拠こにほら、昔の写真はみんな白一色の空だろう？」

　社会性の欠片かけらもない事を言いながら胸を張る父親に対し、雪人は冷静さを保ちながら問いかける。

「まず、父さんは前……お祖じ父いちゃんが肺炎で死んでから、伝でん承しよう者しやは自分一人だって言ったよね？　それなのにここにいるスタッフの人達もみんななんか変装とかできてなかった？」

「ああ、伝承者が私ひとりというのは大噓うそだ。そもそも私は婿むこ養子で本来の伝承者は母さんの方だよ？　というか、まあ、一いつ子し相そう伝でんとかいうルール、実は無いし。教えてくれと言われれば誰にでも教えるよ私は？　修行は厳しいがね」

「……!?　婿養子ってのも初めて聞いた!?」

「うん、今初めて言ったからね」

　あっさりと答える父親に、少年は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で質問を続けた。

「……部下に変装してたにしちゃ、父さん、直前まで僕と話してなかった？」

「ああ、お前が今日話してた私は──おーい、加か藤とう君」

　英えい二じが呼ぶと、竹藪やぶの陰からもう一人の英二が現れた。

「!?」

　混乱する雪人の前で、新しく現れた英二は自らの顔をべりべりと剝はがし──その下から、見慣れた職員の姿が現れた。

「や、どもっす」

　言葉を失った雪ゆき人ひとは、コメカミをピクピクと震ふるわせながら次なる質問を口にする。

「……こ、こんな……こんな手の込んだマネをしたのはどうして？」

「いや、いい機会だと思って、自分の父親と変装した部下ぐらい見分けられるかどうか試してみようと思いついたんだが、残念な事に気付けなかったようだな。しかし、敵てきの目的を知る為ためとはいえ、カグヤちゃんに恐い思いをさせた事は謝ろう！　すまなかった！」

「いや、それも確かにあるけど、話を誤ご魔ま化かそうとしてない？」

　痛む背骨を押さえつつ尋ねる雪人に、母親がカラコロと笑いながら声をかけてきた。

「あらあら、また父さんに騙だまされたわね、雪人。でも、貴方あなたがあの黒服さんに蹴けり倒された時、父さん結構本気で狼ろう狽ばいしかけてたのよ？」

「母さんの言葉を信じるなよ雪人。……まあ、それはともかく、本当に修行の足りない奴やつだ。そういう風に造った覚えはないぞ。まったく、あれでもしお前が死んだりしてたら、私はもうこの黒服とその仲間を全すべて干し首にしている所だった……」

　のんびりとした調子で物ぶつ騒そうな事を語る両親に対し、彼は静かに頭を抱かかえ──

「あの……カグヤちゃんのお母さんのかぐや姫ひめさんが来てたのは？」

「もう３ヶ月ぐらいになるかな、母さん」

「ええ、事故があったって解わかってから、すぐにこの星に来たんですって。別の知的生命体の宇宙航行技術を使って飛んできたんですって」

「こっそり挨あい拶さつに来てくれて、それ以来懇こん意いになっただけさ」

　──なんだか涙なみだが出てきた。

　眼めの奥から溢あふれる悔くやし涙を抑おさえながら、雪人は静かに最後の質問を口にする。

「……僕さ、今、情けないかな？」

　──結局、僕は何もしてない。

　──いや、何もできなかっただろう。

　──父さん達がこなければ、カグヤちゃんを護まもり切れてなかった。

　──結局僕は、自分で物語を切り開く事すらできなかったんだ。

　そうした思いを口に出す事はできなかったのだが、両親は二人揃そろって同じような微笑ほほえみを浮かべ、いつもの調子で語り返す。

「なんだ雪人。一人前に国家の陰いん謀ぼうにでも関われると思ったのか？　それとも、努力と友情と愛の力で、あの状況から奇き跡せきの大逆転を収められる、なんて事を信じてしまっていたのかい？」

「背伸びしたい年頃ですものねえ」

「……」

　もはや何も言えないとばかりに、口をパクパクとさせながら黙だまり込む雪人。

　父親はやれやれと言いながら笑い、雪ゆき人ひとの頭に優しくポンと手を置いた。

「いいかい、雪人。中学生なんてもんはまだまだ子供さ。大人おとなにしかできない事ってのは、大人に任せていいのさ。代わりに、今のお前は……今のお前にしかできない事をすればいい。そこでお前の御お伽とぎ噺ばなしを紡つむげばいい」

「なんだよ、僕の御伽噺って。……わけわかんないよ」

「例えばそう、勢い余ってカグヤちゃんに告白するとかね。そこに新しい道がある」

　英えい二じは息子むすこに対し、いつもとは比べ物にならない程に真剣で温かみのある言葉を紡ぎだしたつもりだったのだが──

　雪人の返事は、冷たい一言。

「疑わしいね」

「手厳しい!?」

「そういう風に、父さん達が造った」

　間かん髪はつ入いれずに答えると、雪人は暫しばし黙だまり込み──横目でカグヤ達の方を見ると、無ぶ愛あい想そうな表情のまま言葉を紡ぐ。

「だから……本当かどうか、確かめてくる」

　ゆっくりとカグヤの方に歩き出す息子を見て、父親はどこか照れたように微笑ほほえんだ。

「それでこそ私の息子だよ、雪人」







「ねえ、カグヤ。私の娘むすめ……」

「な、なあに、お母さん」

　不意に真剣な顔になった母親に、少女は緊きん張ちようした声をあげた。

　そんな少女を優しく包み込むような声で、母親は一つの決断を迫る。

「あなたは、これからどうするの？　私は一度『本体』の方に情報を持って帰き還かんするけれど……貴女あなたも、一いつ緒しよに来る？」

「えッ……」

　あまりにも唐とう突とつに突きつけられた重要事項。

　それは、彼女にとって一つの重大な選択肢しであり、彼女の人生そのものを決める答えと言っても過か言ごんではなかった。

「ああ、そんなに重く考える必要はないの。私は一度戻るけど、しばらくしたらまた来るから……その時に戻ってもいいし、このまま星に居続けてもいいわ」

「え、ええと……」

　彼女は暫しばし答えを出せずに迷い続け、そのまま数時間悩む事になろうかという空気だった。




　そして、近づいた矢先にそんな会話を聞いてしまった雪ゆき人ひとは、更さらに強い緊きん張ちように阻はばまれる。

　──そんな。

　──もし、もしここで彼女が帰ったとしたら……そのまま、二度と来なかったとしたら。

　──嫌いや……だ。

　──そんなのは、嫌だ！

　それは、疑う事を覚え始めてからの人生の中で、最も早い決断となり、最も強い覚かく悟ごとなって少年の心を荒れ狂う。

　──行かないで。好きだ。

　──愛してるから、行かないで。

　──そう叫ぼう。叫ばなきゃ。

　──そうだ、これは御お伽とぎ噺ばなしだ。

　──僕は、今日は何もしていない。彼女も助けられてなかったし、父さん達の役にも立ってない。

　──ここままじゃ、僕はただのエキストラだ。

　──だから、叫ぼう。

　──ここで叫んで、僕は、今度こそ、今こそ御伽噺の主人公になろう。

　──さあ、息を吸え。

　──叫ぶ言葉は決まってる。

　──『行かないで』『愛してるから』

　──この二つだ。

　──さあ、息を止めろ。

　──覚悟と一いつ緒しよにトキハナテ。

　──……今だ！

　絶好のタイミングを見計らって口を開いたその瞬しゆん間かん──




『メヒヒィィィィイイイイィィィン』




　彼は、またもや主役の座を奪うばわれた。







　一際大きなパンダの鳴き声が夜の竹ちく林りんに響ひびき渡り、誰もが呆あつ気けにとられて忍にんパンダの方を振り向いた。

　パンダはお腹なかが空すいたとでも言うかのようにカグヤが横に置いた竹槍やりに齧かじり付いている。

「あああぁ！　こ、このぉ！　だから食べちゃ駄だ目めだっていってるでしょ！」

　慌あわてて竹槍やりを奪うばい取りながら、一つ大きな息を吸い込むと──少女は母親に向かって力強い声でこう告げた。

「母さん、私、この星に残る！　だって、私まだ……最初に目標にした、打倒パンダの目標が叶かなってないから……だから、だからそれまで待ってて！」

　少女の奇き妙みような決意に、母親である『かぐや姫ひめ』はただ優しく微笑ほほえみ──心しん中ちゆうで、娘むすめの成長を素直に喜んでいた。




　その一方で──

「元気だしなよ、雪ゆき人ひと坊ぼつちゃん」

「うん、言いたい事は解わかってた、俺おれら解ってたからさ、な？」

「ユッキーの気持ちはいつか伝わるよ」

「傍はたから見てると、ほら、なんていうか……バレバレだから、だから応援してるぜ、な？」

「まあ、現実なんてこんなもんすよ」

「チャンスが続いただけよしとするでゴザル」

　いつの間にかワラワラと集まってきた忍にん術じゆつ村のスタッフ達に励はげまされるも、雪人は地面に崩くずれ落ちたまま動かない。

　最大の見せ場をパンダに奪われた心中は誰にも伝わらず、ただ、ただ絶望の中に崩れ落ちていった。

　──これが絶望なんだろうか。

　──ああ、もう疑う気力もないや。

　と、そんな不毛な事だけを心に秘ひめて。




　だが、少年は気付いていなかった。

　パンダが鳴く直前に、カグヤが一いつ瞬しゆんだけ自分の方を見つめていたという事を。

　本当はパンダを照れ隠かくしに利用したカグヤ姫こそ、やはりこの御お伽とぎ噺ばなしの真の主役だったという事を。





☆






　僕は、リアリストという奴やつなのだろう。

　御伽話なんて信じない。

　人間が自らの手で切り開き続ける間は、他者ではなく、自分の手で語り続ける間は、それは御伽噺ではなく、絶対的な自分だけのストーリーだと思うから。

　そう、これは御伽噺なんかじゃない。

　れっきっとした現実だ。

　だからこそ、自分の手で切り開き続けなくちゃいけないんだと思う。何を？　何かを。




　……だけど、語ろう。

　語り続けよう。

　御お伽とぎ噺ばなしを信じない僕が──御伽噺を、語り続けよう。

　僕は散々人を疑って生きているのに、この上噓うそまで吐つこうとしている。自分自身に。

　だけど、構わない。

　語り続けよう。

　語り続けよう。

　僕の想いが、時を超えていつか君に届くまで。

　僕はただ──

　この想いだけを信じて──語り続けよう。




　今のこの想いが、遙はるか未来にまで貫き通せると、ただそれだけを信じて。





☆






　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス

　ムカシ　ムカシノ　オハナシデス





☆






２３５８年




ＴＯＫＯＲＯＺＡＷＡ上空１２００km




　惑わく星せい間交こう易えき船である『ＮＩＮ×ＮＩＮ』の内部で、今、ＡＩの語る御伽噺が一つ終わりを告げた。

　それは昔話と言うにはあまりに奇き妙みような物語だったが、ＡＩは淡々と語り続ける。

　海かい賊ぞくに襲おそわれている、非常事態だというこの時に。子供達は黙だまってＡＩの話を聞いていたのだが、船長にとってはそんな余よ裕ゆうなど欠片かけらも無かった。

　船長はただオロオロしたり惑わく星せい警察に連絡しようと試みたりしていたのだが、何な故ぜか海かい賊ぞくは一向に船を攻こう撃げきする気配は見せていない。

　それが船長にとっては一層不ぶ気き味みだったのだが──昔話が一段落したと気付いて、慌あわててＡＩに問いかけた。

「い、一体どうしたんだ!?　その御お伽とぎ噺ばなしとやらに、一体どんな意味があるっていうんだ！」

　混乱の極きわみといった表情の船長に対し、ＡＩは無機質ボイスのまま答えを返す。

【ハイ　デスカラ　シッテ　ホシカッタノデス】

「何をだ！」

【アノ　ウチュウカイゾクガ　アンゼンナ　ソンザイダト　イウコトヲ】

「……へ？」




「あー、もー、なによなによ、さっきから聞いてたら、なんなのそのヘンテコな喋しやべり方！」




　突然響ひびいてきた高い声に、船長はビクリと体を震ふるわせてその声の方角に眼めを向けた。

「だ、誰だい君は!?　どうやってここに!?」

【ワタシガ　ハッチト　ドアノ　ロックヲ　カイジョ　シマシタ】

「ひぃ!?　て、てことは、か、海賊!?」

「あー、もー。こんな女の子にビビってちゃ駄だ目めよ。船長なんだからびしっとしなって！」

　明るい子供そのものと言った調子で言葉を紡つむぐのは──３００年以上前に流は行やっていたような古めかしい服を着て、手に長い竹槍やりを持っている少女の姿。

　船長は何がなんだか解わからずにオロオロするだけだったが、子供達は少女の容よう姿しを見て、互いに顔を見合わせ──

　そして、勇気を出して話しかける。

「あのう。もしかして……カグヤさん？」

「正解！」

【ビンゴ！】

　無む邪じや気きな笑顔で親指を立てる少女に、子供達はワア、と顔を輝かせ、船長である父親を押しのけてワラワラと少女の周りを囲む。

　そんな光景をカメラとセンサーで確認しながら、ＡＩは、無機質な声色を幾分楽しそうに弾はずませる。

【オカエリ、カグヤ】

「ただいまだね！　50年ぶり？　……って、いいから声を普通に戻しなよ！」

　少女が苦笑しながら言うと──僅わずかなノイズ音（恐らくは『彼』なりの演出だろう）が混じった後、また船長達の知らない声が鳴り響く。

　それは、子供達の中でも年上の、15歳さいになろうかという少年と良く似た声だった。

【これでいいかい。カグヤ】

　そして、同時に──部屋の中央、カグヤと名乗った少女の眼前に、一つのホログラム映像が投影される。

　空気中の窒ちつ素そ分子に特殊な光を投影させるシステムによる立体映像は、実際にそこにいるものと遜そん色しよくない外観を造り出す。

　そして、そこに現れたのは──眼鏡めがねを掛けた、少し無ぶ愛あい想そうな感じの少年だった。

【おかえり、カグヤ】

「ただいま、雪ゆき人ひと！」

　ニパリと笑う少女と、少し照れくさそうに笑う少年。

　船内の子供達と母親は、先刻の御お伽とぎ噺ばなしから色々と何かを感じ取ったようで、静かにその再会を見守り──船長はただ、部屋の隅すみでオロオロと蠢うごめきながらオロロンと呻うめき続けている。

　そんな船長の事は完全に無視して、カグヤは久々に出会った雪人に対して、クスクスと笑いながら、周囲の人間に対して言葉を投げかける。

「うっわぁ、あいかわらず図ずう々ずうしいよね！　ねえみんな。雪人さ、『薬』を飲んで情報生命体に進化したのって68歳の時なんだよ!?　それなのにこんな若々しい外観ってどう思う？」

【君とお揃そろいだよ。それに、初めて会った時の齢とし格好だからね。新しん鮮せんさは大事にしたいし】

「まったく、性格だけは英えい二じさんそっくりになったよねー」

【心外だなあ】

　薄うすく苦笑するホログラム映像だったが、その口の動きに合わせて、スピーカーからは次の音声が紡つむぎ出される。

【さて、今日はどんな昔話をしようか？　あの後のフロストの逆ぎやく襲しゆうか、僕がこの体になったときの話か、忍ニン忍ニンが大暴れした時の話にしようか？　それとも、所ところ沢ざわで巨大ロボットが初めて完成した時の話でもしようか？　あ、そうだ。あれはどう？　３７５６４さんが６次元から干かん渉しようしてきた敵てき性宇宙を、光速を超える十三次元デコピンで三つ同時に消失させた時の話！】

「ああー、あの人、まだ元気……なんだろうね」

【一度魔法世界の絶ぜつ叫きよう魔ま神じんに、時間すら止まる虚きよ無むの空間に引きずり込まれた時は少しだけ手こずってたけど、今じゃ自分からそういう異空間を創つくり出せるようになったらしいよ。宇宙規模の大きさで】

「あの人の話はいいよう。最後は絶対あの人の勝ちで終わるからつまんない」

【そっか、じゃあ、異世界から来たドラゴンが子供達と一いつ緒しよに機械化妖よう怪かいと戦った時の話がいいかな。それとも、光島の話をしようか。ああそうだ、怪かい盗とうエタノールの子し孫そんが国を一つ盗ぬすんだっていう事件は知ってたっけ？】

「少しは落ち着きなよ」

　窘たしなめるように言うカグヤに、少年の映像は静かに首を振る。

【君と、話をしたくて仕方ないんだ】

「だったら……新しい思い出を作ろうよ。ここにいる、私と貴方あなたの……えっと、玄孫やしやごの孫まごぐらい？　この子達と一いつ緒しよにさ」

　何気なくカグヤが言い放った言葉に、子供達はざわめきながら再び顔を見合わせた。

「そうだ！　ラディちゃん、まだ吸きゆう血けつ鬼きアイドルやってるんでしょ？　久しぶりに会いにいこうよ！」

【ああ、そうだね……。うん、じゃあ僕も適当な外装を用意するよ】

　楽しげに話す二人を他よ所そに、子供達は『ええッ！　ラディさん？』『あの棺かん原ばらラディのこと!?』『知り合いなの!?』『すっごい！』とその眼めを輝かせ始めていた。

「へ？　ちょッ、何？　どうなったの？」

　子供達の歓声を聞いて、オロオロしていた船長はハっと我に返ったが──

　その時には、既すでに船は動き出していた。

　牛ぎつ車しや型の宇宙船を伴って、地上に向けての誘ゆう導どうコースへ一直線。

「ちょ、ちょっと！　何をするんだい!?　この船は私のなのに、勝手に……」

【いいじゃないか、休きゆう暇かは楽しんだもの勝ちだ。日本宇宙航空の所ところ沢ざわ支部にも連絡してあるし。……あ、今、着陸の許可がとれたよ。それに、この船──】

　慌あわてた船長に対し、雪ゆき人ひとのホログラムは軽く肩かたを竦すくめながら言葉を続ける。

【まだ、名義は私のままだしね】

「いつも言ってるでしょ」

　そんな無ぶ愛あい想そうともとれる雪人と子し孫そんのやりとりを見ながら、カグヤは呆あきれたように苦笑した。

「ちょっとは、気を遣つかったジョークを覚えなさいって」




　そして──船は動き出す。

　二人の想いと、二人の遠く近い家族を乗せて。

　ただ、語り続けるために。

　二人だけの新しい御お伽とぎ噺ばなしを、長く長く語り続けるために──

　今日も彼らは、新しい物語を紡つむぎ出す。

　そこに、自分達の存在意義があるのだと。




　いつの日か、『むかしむかし』と語られる日を待ちながら────

　彼らは、今日も未来を信じ続ける。





『なよ竹の姫君は伝奇パンダの夢を見るか』──完









[image: 工場長のドリームチェイス　ジャンル《夢追い人》]
















　彼らが作った物は、夢だ。

　起きている時に見て、触さわる事のできる夢。

　しかし、触ふれる側の手は、どうしようもない程に現実に塗まみれていて──




　だからこそ、彼らは槌つちを振るい、夢を練る。










数十年前




とある小学生の作文。








　ぼくのゆめ




　　　　２ねん１くみ、あさのばし　てつや




　ぼくのゆめは、テレビやマンガにでてくるみたいな、ちょう大きなロボットをうごかすことです。

　りゆうは、わかりません。

　たぶん、かっこいいからです。

　ちょうかっこいいので、みんなにじまんしたいです。

　せんせいにもじまんします。

　おとうさんとおかあさんにもじまんします。

　クラスのみんなにもじまんします。

　せかいじゅうの人にじまんします。

　やきゅうせんしゅにもじまんします。

　ぼくにもじまんします。

　わるいうちゅうじんにもじまんします。

　じまんしたあとで、わるいうちゅうじんをやっつけたいです。

　大きなロボットのなかにはいって、くるまみたいにうごかしてみたいです。いえより大きいから、うごかしたいです。

　ぼくだけのロボットがほしいです。

　おとうさんに、いまはないって言われました。

　みらいになったらできてるとおもいます。

　おこづかいをためてかいたいとおもいます。

　なんでかというと、大きなロボットは、とてもかっこいいからです。
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現在




『かつて──人々は夢を見ました』

　多くの経験を積み重ねた、熟年の俳はい優ゆうの渋しぶい声がテレビのスピーカーから響ひびき渡る。

　画面には古書と言って良い程に古びた漫画の表紙が映し出されており、その中身がパラリ、パラリと捲めくられていった。

『夢を形にする第一歩として、人々は、絵の中に【彼ら】の勇姿を描き出しました。そして、人々は次に、音と動きを加え──アニメーションという形で、夢に動きを与えます』

　ナレーションと共に、白黒のアニメーションの映像へと変わっていく。

　やがて、その映像はカラーになり、古い時代を思わせる絵え柄がらから、徐じよ々じよに今風のタッチに移り変わる。

　漫画の表紙の段階から共通しているのは、その題材に使われている、一つの特徴的なガジェットだった。

『夢は徐々にカラフルになり、様々な技術を用いてその夢を現実に近づけてきました』

　アニメの映像に混じって、フルＣＧや実写による特とく撮さつ映像なども映し出され──最新の特撮映画の映像が現れる。

『御ご覧らんの映画の映像は、最新ＣＧによるものです。既すでに、現実と変わりません。ですが、まだこの手に触ふれる事はできませんでした』

　そこで、映像はナレーションをしていた俳優の姿を映し出す。

　彼の手に握にぎられているものは、ひとつのプラモデルだった。

『アニメや漫画の副産物として、こうした造形物が作られ──我々は、こうした物を作る事で、自分達の見た夢を現実の中に模かたどって来たのですが──今、日本のある土地で、一つの「夢」が製造されようとしています』

　俳優がプラモデルを机の上に置くと、カメラが徐々に引き始め、彼の背後にある物を映し出していく。

　どこかの工場の内部だろうか。

　様々な工業機械と思しき物に囲まれ、何か巨大なものが設置されている。

　やがて、カメラが完全にその姿を捉とらえるのと同時に、俳優が笑いながら呟つぶやいた。




『そう……夢は今──現実になろうとしているのです』




　彼の背後にあるのは──

　工業用の作業機器によって組み立てられている、巨大な人型ロボットの頭部だった。
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埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　某ぼう住宅街




「……お父さん、お父さん！」

「ん？　あぁ、どうした有アル菜ナ」

　若い娘むすめの呼びかけに、テレビに魅み入いっていた一人の男が顔を上げた。

「どうしたじゃないでしょ。味み噌そ汁しる、とっくに冷めてるよ」

「あぁ、そうか、悪いなぁ」

　男の年ねん齢れいは、40代後半といった所だろうか。白髪しらが交じりの短たん髪ぱつに眼鏡めがねをかけた男は、娘の言葉に頷うなずきながらも、視線は尚なおもテレビ画面に向けられていた。

　その時、画面の中で俳優の隣となりに映っていたのは──紛まぎれもなく、テレビの前で茶ちや碗わんを持っている男だった。ただし、画面内の男は工業用の作業服を纏まとっており、娘に食事を促うながされるというようなイメージからは程遠い雰ふん囲い気きだ。




『では、ここで、この工場の開発、製作を取り仕切っている朝あさ乃の橋ばし徹てつ也や氏にお話を伺うかがいたいと思います』

「あ、は、はい。よろしくお願いします」

『この巨大な……なんとお呼びするべきでしょうかね』

「見たまま、巨大ロボットと呼んで貰もらえればいいですよ。スーパーロボットでも構いません」

『では、御言葉に甘あまえて──この巨大ロボット……正式名称は決まっていないそうですが、どのようなコンセプトで作られたのですか？』

「私達の子供の頃からの夢を、ただ形にしたかっただけです。いや、始まりは、私一人の身勝手な夢にみんなを付き合わせてしまったようなものですが」




　こうした状況に慣れていないのか、緊きん張ちようしている様が画面越しにもありありと解わかる。

　テレビの中で俳優と会話し続ける自分自身を見つめながら、男──朝乃橋徹也は、顔を赤くしながら僅わずかにニヤついていた。

　彼の視線の先にあるのは、ガチガチになっている自分自身の姿ではない。

　その背後に映し出されている、『巨大ロボット』の頭部だ。

　再び父親の手が止まったのを見て、娘──朝乃橋有菜は、溜ため息いきを吐つきながらテーブル上のリモコンを手に取った。

　プツリ、と真っ黒になるテレビ画面。

　一いつ瞬しゆん遅れて、朝のニュース番組の占うらないコーナーが映し出される。

「おい、何するんだ」

「もう、お父さんたら、昨日きのうから何回これ見てるのよ！」

　娘むすめはそう言って目をつり上げる。

　ショートカットの髪かみがボーイッシュな印象を与えるが、エプロンを着けて朝食の準備をする振る舞いには独特の女性らしさも感じさせた。

[image: ]

　そんな実の娘に対し、父親である徹てつ也やは困こん惑わくした顔を向けて反論を口にする。

「お前だって、凄すごい凄いって手を叩たたいてくれたじゃないか」

「昨日はね。でも、ビデオに撮とって今け朝さまでずっと見てるのを見たら、そりゃ流石さすがに呆あきれるって！　御飯もろくに食べないで！　大体、昨夜ゆうべはちゃんと寝たの？」

　数倍の勢いで娘に言い返された徹也は、慌あわてて味み噌そ汁しると御飯を胃の中に搔かき込んだ。

　だが、そんな徹也の様子を見て、娘は更さらに機き嫌げんを悪くしたようで、一際大きな溜ため息いきを吐つきながら独り言のように呟つぶやいた。

「こうして一いつ緒しよに朝御飯食べるのも久しぶりだっていうのに……本当に、お母さんも苦労したってのがよく解わかるよ」

「お、おい。それは関係ないだろ。それに、あのテレビに映ってたのは、俺の息子みたいなもんなんだから、しょうがないだろう」

「実の娘むすめより大事な息子むすこさんですか、へええ」

　ジロリと睨にらみ付けてくる娘に、父親は威い厳げんもなにもない声で言葉を返す。

「それは誤解だぞ、有アル菜ナ。仮にテレビに映ってるのが有アル菜ナだとしても、ちゃんとビデオに撮とって何回も見返すぞ俺おれは」

「いいから、とっとと食べちゃってよ。学校行く前に洗い物しなきゃいけないんだから」

「む……そ、そうか」

　父親は大人おとなしく味み噌そ汁しるの残りを口にし、お茶を一気に飲み干して席を立った。

「それじゃ、今日からまた泊まり込みになると思うが、戸締まりだけは気を付けるんだぞ」

「うん、解わかってるよ」

　玄げん関かんに向かいながら、一度立ち止まって娘の方を振り返る。

「ああ、そうそう。お前のクラスの針はり山やまさんにも宜よろしくな。あいつの正式名称が決まったら、また、彼女のお父さんにロゴデザインをお願いするって正式に決まったからさ」
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埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　『馬ま熊ぐま重じゆう工こう』中なか富とみ工場




　馬熊重工──通称マグマ。

　各方面に手広く技術と開発品を提供する工業機器メーカーだ。

　会社の規模は決して大きくはないのだが、近年開発した新素材の特許を元に、様々な分野に対してアプローチを行っている。

　埼玉の各地に工場を持ち、その中で、大型機械の新規開発・研究が行われている工場が、所沢市の東に存在する、馬熊重工中富工場である。

　隣となり町との境界。

　大手菓か子し工場を道路で挟はさんだ向かい側に広がる一面の畑の中に──その工場の敷地がドカリと鎮ちん座ざしている。




　この工場で一体何が作られているのか。

　ほんの数日前までは、近所の人間達ですら、それを知る事はなかった。

　ところが──一日前にとあるテレビ番組が放映された事をきっかけとして、この工場で作られている物が全国的に有名となる。

　それまでも、時折雑誌やネットなどで触ふれられてはいたのだが、具体的な『開発品』が映像として流れるのは初めての事だった。




　二足歩行の、人型巨大ロボット。




　それが、この工場で生産されているものだ。

　オモチャなどではなく、アニメに出てくるようなものの実寸大で、しかも人が乗って稼か働どうさせる事ができる──つまりは、本物を作り上げようとしていたのである。

　これまでにも、様々な会社が自動二足歩行ロボや、ゴムボールを射出する擦すり足式の乗用歩行ロボなどを発表してきた。

　無論、そうした機器も素す晴ばらしい偉い業ぎようであり、本来なら夢物語の中にある筈はずのものを現実の中に作り出した素晴らしい逸いつ品びんである。

　だが、この会社が作ろうとしたのは、夢物語というよりも、幻げん想そうに近い領域の、荒こう唐とう無む稽けいな代しろ物ものだった。

　まず、大きさと機動性が常じよう軌きを逸いつしている。

　全長12ｍでありながら、重さは僅わずか３・７tしかない。

　重く感じられるかもしれないが、全長がほぼ同サイズの大型トラックの重さが８トン以上あるのに対し、その半分以下の重さという事になる。全長12ｍのティラノサウルスの推定体重が６ｔ前後と言われているので、その巨大ロボはそうした比較対象と比べれば『軽い』と言っても良い部類に入るだろう。

　馬ま熊ぐま重じゆう工こうの発表によると、『我が社の開発した新素材と、それを応用した技術をフルに用いれば更さらに軽くすることも可能だが、安定性などを考え現在の重さに落ち着いた』との事だ。




『良く解わからないが、近所で何か凄すごいロボットを作っているらしい』




　周辺の住人達はそうした事実に沸き上がり、『何とか地域活性に繫つながらないだろうか』『いや、あまり騒さわぎ立てるべきではないのではないか？』などと、様々な声をあげて話題を流る布ふさせていた。

　子供達はそんな事はお構いなしに、なんとか巨大なロボの姿を一ひと目め見られないかと工場の周りを自転車で回り始める。




　そんな光景が周囲に広がる、当の工場の屋内。

　内部でも一番広い作業スペースの中に──工場長である徹てつ也やの声が響ひびき渡った。

「いいか、お前ら！　ちょこっとテレビで紹介されたぐらいで気をよくして、仕事の手ぇ抜くんじゃねえぞ！」

　娘むすめの前では萎しおれた花のようだった男が、その時のイメージを微み塵じんも感じさせずに己の声を張り上げる。

「世間様の注目が集まろうが集まらなかろうが、俺おれ達はただ、誠実な仕事をするだけだ！」

「「「はい！」」」

　それに呼応して、工場内にいた作業員達が一いつ斉せいに口を開いた。

　工場の内部は通常イメージしがちな無ぶ骨こつさは感じられず、ＳＦ映画等に出てくる宇宙船の発着ドックのような印象だ。

　淡い黄き緑みどり色の壁に囲まれた空間の中に、銀と黒で構成された作業機械が生き物のように蠢うごめいている。

　様々な作業機械の中央に鎮ちん座ざしているのは──工場長が今け朝さ方がた見ていたビデオの中に映しだされていた、巨大な人型ロボットの頭部だった。

　流線型を多用したシャープなデザインとなっており、単体でも一つの工芸品として成立しそうな雰ふん囲い気きを持っている。

　もっとも、工芸品としては些いささかサイズが大きすぎるのだが。

「外がい殻かくをつけた後のバランス調整が山場だからな。そこでしくじると全すべてがオジャンだ」

　工場長はそんな事を横にいた男に呟つぶやいた後、現場の指し揮きを続けようとしたのだが──

　そんな彼の元に工場の事務員が駆かけ寄り、徹てつ也やにそっと耳打ちした。

「工場長、本社からお電話です」

「？　誰からだ」

「社長です」

「ああ、解わかった。今行く」

　徹也は周囲の部下達にいくつか指示を出し、小走りで工場内の事務所へと走り去る。




　残された作業員達は、自分の作業をしつつも、機械を動かしながら囁ささやきあった。

「工場長、なんか妙みように気合い入ってますね」

「あー、まあなあ、そりゃ、いよいよ夢が叶かなうってなりゃーな」

「そりゃ、こんな巨し大ろロもボのを作り上げるのなんて最初は夢物語もいいとこだったでしょうに」

　若い作業員の視線の先には、巨大ロボの『中身』となる基礎部分があった。

　白色の骨格標本の周囲に、いくつもの太いケーブルやパイプが絡からみつき、それぞれが遠目には骨や血管、筋肉のようにも見え、サイボーグの人体模型といった様相を呈ていしている。

　そんな巨大な『試作品』を見ながら、年配の作業員が若い男に言葉を返す。

「いやあ、そいつはちょっと違うな」

「え？」

「工場長の夢はなぁ、こいつを作る事じゃねえ。こいつに乗る事さ」

「どういう事っすか」

　首を傾かしげる若者に、年配の男は苦笑しながら呟つぶやいた。




「自分が乗りてぇもんが現実にはねえって気付いちまったから……とりあえず、手前てめえで作る事にしたんだと」
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　工場長──朝あさ乃の橋ばし徹てつ也やは、まさに夢の男だ。

　自分自身の描いた夢を信望し、己の人生を捧ささげ続けてきた敬けい虔けんなる俗物なのである。




　３歳さいの頃、彼は自分の人生を決める運命のアニメ達と出会う。

　彼が初めて目にしたテレビアニメ、『マントル13号』は、地底に住む昆虫人の少年が巨大なロボットに乗り込んで、地上を滅ぼして地中にまで攻めてきた宇宙人達と闘うという作品だった。

　同時期に別のチャンネルで始まった『機き銃じゆう戦線ギアクラスター』は、戦場に投入されたパワードスーツを纏まとった男達のストイックな人間ドラマだった。

　その両方を見て育った徹也は、自然とそのアニメの共通点である『人が乗り込んで操そう縦じゆうするタイプのロボット（ロボットという箇所の表現や、実際アニメの中で使われる呼称については千せん差さ万ばん別べつではあるが）』に憧あこがれを抱いだいていた。

　──あれに乗れば、最強だ！

　如い何かにも子供らしい、純粋で、我わが儘ままな憧れ。

　成長するに従い、そうしたアニメの中で、主人公達は決してその巨大ロボという武器があるから強いわけではないと理解していったのだが──それでも、徹也の心から『ロボットに乗りたい』という願望が消える事はなかった。

　もはやそれは憧れを通り越し、恋れん慕ぼの情と言ってもおかしくない程に。




　小学校二年の時、作文で発表した一つの夢。

　高学年になる頃には、流石さすがにそうしたロボは実在しないと理解していた。その年まで理解できなかったのは、意図的にそうした現実から目を背そむけていたせいだろう。

　夢をクラスメイト達にからかわれ、虐いじめの対象になりかけた事もある。

　だが、徹也少年は考えた。

『喧けん嘩かが強くないと、将来ロボットのパイロットを決める選手権で後れをとるかもしれない』

　そして彼は体を鍛きたえ、鍛え、鍛え抜いた。

　いじめっ子達を殴なぐり返し、逆にガキ大だい将しようのような存在になっていった。それでいて、弱い者を虐しいたげるような真ま似ねはしないという優しさを持ち合わせていた。道徳観や男おとこ気ぎというよりも──ロボットに乗るのに相応ふさわしい人間になるという、ただそれだけの情念によって、少年の人格は具体的に形成されていったのである。

　当然ながら、パイロットを決める選手権というのは彼の妄もう想そうに過ぎなかったのだが。




　中学になる頃には、数年以内に巨大ロボットが実現する事はなさそうだと理解し始めていた。

　しかし、日本に次々と立ち並ぶ高層建築やマイコン仕掛けの家電、道という道に氾はん濫らんする自動車などを見て、徹てつ也や少年は考える。

『いずれはテレビアニメやマンガに出てくるような巨大ロボットが生み出されるに違いない』

　少なくとも、彼はそう信じて疑わなかった。




　高校の頃、彼は気付く。

　──テレビアニメとは違って、ここは現実だ。

　──ある日突然、巨大ロボットのパイロットになるなどという事はまずありえないだろう。

　当たり前といえば当たり前の事実に、今いま更さらながら気付く徹也少年。

　だが──

　──それならやっぱり、勉強ができる真面目な奴の方がパイロットに選ばれる可能性が高いんじゃなかろうか!?

　些いささか的まとのはずれた真理に到った徹也少年は、その日から学問の虫となる。

　岩をも通す一念で勉学に力を注ぎ続けた結果、クラスでも成績が上位となった。

　だが──社会や物理学、一般常識を学べば学ぶほど、自らの夢である巨大ロボットの実現が難しいという事に気づき始めた。

　そして、徹也少年は考える。

『無いなら……作るしかない』

　次の日から、彼は機械工学について学び始め、将来自分がつくべき職業を模も索さくし始めた。

　幼い頃、心に描いた夢だけは、少しもぶれる事のないままに。




　作ったプラモデルは五千を超え、アルバイト代の半分は超合金玩がん具ぐやロボットのラジコンなどを買いあさり、残りの半分は『将来、巨大ロボットを買う為ための資金』として貯ちよ蓄ちくした。

　こうして徹也少年は、普通の人間からすれば異常とも言えるが──ある意味では筋の通った青春時代を送り続けたのである。

　色恋沙ざ汰たからは縁遠いのも無理はなく、彼の恋人はまさしく『まだ見ぬ巨大ロボット』だと言っても良い状態だった。

　後に妻つまとなる女性からの好意にも、この時点では欠片かけらも気付く事はなく──彼はただ、自分の青春を巨大ロボに捧ささげ続けたのである。




　そして、彼の人生に一つの転機が訪れる。

　大学の卒業研究で、二足歩行ロボットにおける独自のバランス制せい御ぎよシステムを開発し、ロボット工学の関係者達を唸うならせていた頃──とある中小企業が、一つの新素材の『可能性』を発表した。

　カーボンナノチューブ等、既き存そんの製品を上回る軽さと強度を兼ね備えた驚異の新素材『マグマルコン』の開発と、その元になる技術に関する特許の取得である。

　素材の特性上、大量生産はできないものの、その企業は、その素材の完成と技術応用を目指しているのだという。

　そんな記事を新聞で見かけた時──徹てつ也やは、自然とその会社に興味を持った。




　会社の名前は馬ま熊ぐま重じゆう工こう。

　企業内で様々な工業機械を作っている会社であり、会社の技術力を示す為ために、タツノオトシゴ型の一人用潜せん水すい艇ていや、小型のムカデ型多た脚きやくロボなどを製作している。

　朝あさ乃の橋ばし徹也は、現実的にはこの会社が最も自分の『夢』に近いのではないかと考え──

　気付けば、その会社の面接を受けていた。




　それから25年。

　朝乃橋徹也は馬熊重工の開発企画部の一部門を任されると同時に、中なか富とみ工場を取り仕切る工場長となり──

　全く変わる事の無かった夢の一部を、自らの手で現実の中に引きずり出したのだ。




　そして、時は現在に至り────





㈱






私立所ところ沢ざわ祭さい媛えん高校　二年七組　教室




「ねーねー、ラディっちの写真集買ったー？」

「男子はみんな買ってたけど」

「いつでも見れるのに、なんでクラスメイトの写真集とか買うわけ？」

「ラディっち、晴れの日は学校こないからねー」

「つか、男子便所の前で超ウォチってたし」

「今気付いたんだけど、男子ってキモくない？」

「ラディっちが超スキニスト猫かぶりだって知らないからねー男子」

「夜の棺かん原ばらさん、マジ、パショるよね」




　クラスメイトである女子校生アイドル、棺原ラディが写真集を出したという話で盛り上がっているらしく、独特な言葉遣づかいで姦かしましく騒さわぐ少女達。




　そんな喧けん噪そうの輪から離れた窓際の席で、朝あさ乃の橋ばし有アル菜ナは大きな溜ため息いきを吐ついていた。

　彼女の前に座っていたクラスメイトが、雪のように冷たい目を向けて問いかける。

「……元気がないわね」

「あー、ちょっと色々あってさー」

　疲れた顔で呟つぶやく有菜に、前の席の少女はポニーテールを窓からの風に揺らしながら、機械のような表情で呟いた。

「また、お父さんと喧けん嘩かした……っていうより、喧嘩にすらならずに一方的にイライラしてるって所かしら」

「なッ……ちょッ……」

「昨日きのう、テレビに出てたでしょう、有菜のお父さん。うちも家族で見てたけど、どうせそれで仕事一いつ辺ぺん倒とうのお父さんに苛いら立だってムスリとしてたって所じゃない？」

　冷めた目のままでニヤリと笑う少女に、有菜は諦あきらめたように溜息を吐いた。

「深み冬ふゆは相変わらずだね。容よう赦しやなく的確だよ」

「誰でも解わかるわよ。あなたに何年も前から同じような愚ぐ痴ちを聞かされてる身としてはね」

「う……」

　容赦のない友人の言葉に、有菜は一いつ瞬しゆん黙だまり込み、目を逸そらしながら独り言のように口を開く。

「だってさー、子供の頃から仕事仕事で、口を開けば自分の作ってるロボットの話だし……。母さんが倒れてから死ぬまでの間も、仕事仕事でろくに見舞いにも来やしなかったし……父さんは、結局家族より仕事を取ったんだよ」

　苛立たしげに語られる言葉だが、不思議と憎にくしみは感じられない。

「今け朝さだって、本当に久しぶりに一いつ緒しよに朝ご飯だったのに、父さんったら昨日のテレビのビデオをずーっと見てるんだよ？　私が作った味み噌そ汁しるの味なんて欠片かけらも気にしてないんだから！」

　そんな級友の様子を知ってか知らずか、深冬と呼ばれた少女は、手にした携帯を弄いじりながら他ひ人と事ごとのように口を開く。

「まあ、貴女あなたのお父さんが作ってるものが、人を虜とりこにするのは確かみたいよ。うちの弟も、テレビを見てからずっと『あれ欲しい！　買って買って！』って、五う月る蠅さいったらないわ」

「あー……」

「うちの父さんまで『いくらぐらいかな』なんて目を輝かせる始し末まつだし……弟の方ももう小六だっていうのに、結局は、男なんていつまでたっても子供のままって事よね」

　そうした男達を蔑さげすむかのような冷たい声に対し、有アル菜ナは机に突っ伏しながら言葉を返した。

「しょうがないよ。うちの父さんが作ってるのが世間に注目されてるのは確かだし」

「そんなに凄すごい物なの？　あのロボット」

　鼻で笑うような物言いに、有菜は顔を上げながら力強く言い放つ。

「それはそうだよ！　今はまだ試作品なんだけど、二に足そく歩行と球体車輪を組み合わせて、理論的には時速１３０kmまで出せるんだよ！」

「酔よって気持ち悪くなった瞬しゆん間かんに転倒したりしたら、パイロットは即死なんじゃない？」

　小馬鹿にしたように首を振る深み冬ふゆに、有菜は自信に満ちた笑みを浮かべて語り始めた。

「酔う心配はないよ！　段差を登ったりする時以外は、コクピットの位置は基本的に同じ高さを保つようになってるの！　踏み込みで勢いをつけて、足の裏についたボールで地面を滑すべるような感じで移動するんだよ！　スケートみたいにね」

「へえ」

「まあ、実際には１３０kmなんて出さないし、アニメとかみたいに実際にロボット同士で闘う事が目的じゃないから、とりあえず搭とう乗じよう者の安全を第一として設計されてるの。父さんは斧おのとか銃じゆうとか持たせたかったみたいだけど」

「……ふうん？」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべながら相づちを打つクラスメイトを前に、有菜は自然と体を机から起こし、双そう眸ぼうを輝かせながら語り続ける。

「でも、マグマルコンの外装と、チューブ状にしたマグマルコンとを組み合わせた人工筋肉の衝しよう撃げき吸収能力を使えば、安全面は完かん璧ぺきなんだよ！　……例えば時速80kmで移動してた時にバランスを崩くずして転んだとしても、実際にはマットの上で転がる……ぐらい……の……。……？」

　熱い調子で語り続けていた有菜だが、こちらを見てニヤニヤと笑っている深冬に気付き、ハッと目を見開いて押し黙だまる。

　そんな有菜に、深冬は容よう赦しやのない一言を投げかけた。

「詳くわしいのね」

「……ッ！　い、今のは、お父さんからの受け売り……で……」

　有菜はここで一つ、噓うそをついた。

　父親である徹てつ也やは、彼女にロボットについて語る時は、

　──『見ろ、この完成予想図を！　ギアクラスターのシャープさとマントル13号を彷ほう彿ふつとさせる色遣づかい！　そう、戦争の道具だったギアクラスターにマントル13号の魂たましいを持ち合わせた最高のロボになるぞ！　凄いぞこれは！　楽しみだな、有菜！』

　と、自分の趣味視点を通して語る事が殆ほとんどだった。

　よって、今しがた彼女が語った知識は、全すべて自分で調べたものだったのだが──

「隠かくす事ないわよ。愚ぐ痴ちってた父親の受け売りっていうには無理があるわ。今の熱さ」

「ま、待ってよ……」

　狼ろう狽ばいする有アル菜ナに、深み冬ふゆは椅い子すを傾けて窓に寄りかかりつつ問いかける。

「本当は有菜も好きなんでしょう？　貴女あなたのお父さんの作ってるあのロボットが」

「……そんなこと……」

「まったく、素直じゃないのにも程があるわね。ロボットについて語るさっきの有菜、まるで自分の彼氏を自じ慢まんしてるみたいだったわよ？」

　機械のように相手を睨ねめ付ける目に、世の中の全すべてを斜しやに構えた口調。

　まるで奴ど隷れいをいたぶる冷れい酷こくな女王のように振る舞うクラスメイトを前に、有菜は少しだけ顔をうつむけ、諦あきらめたように頷うなずいた。

「うん……深冬の言う通りかもね」

「あら、認めるの？」

「父さんを奪うばったあの仕事と、仕事にかまけてる父さん。どっちも嫌きらいだよ。……だけど、憎にくいとも思えないよ」

　僅わずかに視線を窓の外へと向け、郷きよう愁しゆうを交えた言葉を紡つむぎ出す。

「……母さんの遺ゆい言ごんもあるしね」

「……遺言？」

「私のお母さんさ、父さんと私に見取られながら、死に際になんて言ったと思う？」

　有菜は寂さびしそうに笑い、級友に対して静かに自分の母の事を語り始めた。







『貴方あなたと有菜のつくるもの……いつだって、いつだって私は楽しみにしてますよ』




　それが──５年前に死んだ有菜の母が、最後に残した言葉だった。

　眠ねむるように死んだ母が、最後に父に微笑ほほえみと共に向けた言葉。

　有菜の記き憶おくにもそれは強く刻まれている。

　母は、笑顔と共にその言葉を残した。

　しかし、有菜は父とは違う。

　まだ何も作っていない。

　それなのに、母は一体自分の作る何を楽しみにしていると言い残したのだろう。

　──解わからない。

　──私は何をすればいいんだろう。

　解わからないからこそ、せめて自分は父の助けとなろう。支えとなろう。

　そうすれば、自分も、少しは母に対して『父さんと一いつ緒しよにつくったよ！』と胸を張れるような気がして。

　まだ中学に入る直前の子供が思い描いた勝手な理屈かもしれないとは思うが、今でもその想いが心の中に強く刻み込まれているのは確かな事だった。

　そして、時は流れ──







　己の過去と想いを軽く語り終えた後、有アル菜ナは自じ嘲ちよう気味に笑いながら呟つぶやいた。

「深み冬ふゆから見れば馬鹿げてるって思うかもしれないけど、しょうがないよ。だから、私はお父さんのロボットが完成したら、結局は喜んじゃうと思う。母さんだって絶対……って、どしたの、深冬」

　見ると、前の席の少女は窓の外に顔を向けて、黄昏たそがれるように手の上に顎あごを乗のせていた。

　まるで、意図的に有菜から目を背そむけるように。

「深冬……？」

「……」

　世の全すべてを冷れい徹てつに見下しているような態度の深冬という少女。何な故ぜ有菜がこのような少女の友人であり続けられるのか。

「もしかして、泣いてる？」

「……泣いて……ない……わよ」

「泣いてるじゃん。い、いや、えっとさ、確かに私もお母さんが死んだ時は悲しかったんだけど……今の話の中で深冬が泣く要素ってあったっけ!?」

　それは──有菜は、深冬という少女が人一倍涙なみだもろいという事を知っていたからだ。

「ふざけない……で……。な……泣いて……ないって……言ってる……でしょ……ッ」

　深冬はそう呟きながら震ふるえる手を懸けん命めいに動かし、胸ポケットから取り出した眼鏡めがねをかけた。

　有菜は、それが伊だ達て眼鏡であるという事を知っている。泣きそうになる度に、涙ぐんだ目を隠かくす為ために意図的に眼鏡をかけるという事実も知っている。

「……御ご免めんなさい。有菜にとって悲しい事を思い出させちゃったわね」

「ううん、気にする事ないよ」

　普通ならば、妙みように同情されているようで嫌いやな気分になるかもしれないと考えたが、それを向こうも感じているからこそ、あえて『泣いてない』と言い張っているのかもしれない。

　そもそも、彼女が相手を哀あわれんで同情心で泣いているわけではないことも、長い付き合いの有菜には分かっていた。

　──多分、自分が家族に同じ事を言われたらとか想像して泣いたんだろうなあ。また。

　──ま、深み冬ふゆはいまだに忠犬ハチ公とかフランダースの犬の話で思い出し泣きするぐらいだから、単に涙るい腺せんが弱いだけなんだろうな。

　──……難病ものの小説とか読んでも『フフン、お涙なみだ頂ちよう戴だいが見え見えね』とか言いながら眼鏡めがねかけてたし。

　かつて深冬は、桃もも太た郎ろうの話題が出た時に『やっと授さずかった子供が鬼おにヶが島しまという死地に赴おもむくと言いだしたのに、敢あえて戦いくさ装しよう束ぞくと吉き備び団だん子ごを作って送り出す老父母の葛かつ藤とうが計り知れない』と呟つぶやいて眼鏡をかけた事がある。

　──それなのに、普段は悪女ぶってるんだからしょうがないなあ、もう。
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　そんな友人がいたたまれなくなった所で、ある事を思い出し──有菜は深冬にそっと顔を近づけて呟いた。

「そのお父さんがね、あなたによろしくだって」

「え？」

「あれの正式名称が決まったら、お世話になってるデザイナーの針はり山やま真しん吉きちさんに是ぜ非ひともロゴマークのデザインをお願いしたい、ってさ。私もそれがいいと思うよ。深冬のお父さんのデザインのセンス、私、結構好きだし」

　無む邪じや気きな微笑ほほえみを向ける有菜。その言葉に偽いつわりはないのだろう。

　針山深冬はそんな純真な級友の瞳ひとみに耐えられないとばかりに顔を背そむけつつ、口からは素直に自らの感情を垂れ流す。

「あ、ありがとう……うちの父さんみたいな暢のん気きな人が生きていけるのは、有アル菜ナのお父さんみたいな人がいる……からで……ヒグッ」

「ちょ、泣かないでってば！　もー、妙みような感謝の涙なみだを流されても困るってば」

「泣いてない……わよ……」

　顔を窓の外に向けたまま首を振る深み冬ふゆと、彼女の背を撫なでる有菜。

　些いささか奇き妙みようだが、学校という場の中ではそんなに珍めずらしくもなさそうな光景を生み出している二人。そんな彼女達の元に、男子生徒の一人が声をかけてきた。

「おーい、朝あさ乃の橋ばし。ちょっといい……って、うお、針はり山やままた泣いてんのかよ。なんで？」

「泣いてないわ」

「だってお前が眼鏡めがねかけてる時って絶対泣いて……まあいいや、朝乃橋、昨日きのうテレビに出てたロボットの開発者って、お前の親父おやじさんだよな」

「えッ!?　う、うん。そうだよ」

　今日、深冬以外からその件について触ふれられたのは初めてだ。

　一体何を言われるのだろうかと緊きん張ちようする有菜だったが──

　少年は携帯電話の画面を見ながら、確認するように有菜に向かって問いかける。

「えーと、馬ま熊ぐま重じゆう工こうでいいんだよな。馬に熊の重工で」

「え？　あ、うん。そうだけど……」

　──何？　何？

　男子が何を言いたいのか解わからず、キョトンとした顔で相手の言葉の続きを待つ有菜。

　そんな彼女に、男子は携帯電話の画面を差し出した。

「ニュースになってるぞ。ほれ」

「……え？」

　寝耳に水の言葉に、有菜は男子の携帯に映しだされたニュースサイトの文面に目を移す。




　そして、そこに書かれていたものは──
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埼さい玉たま某ぼう所　馬熊重工本社　社長室




「何事ですか、社長」

　厳おごそかな空気の漂ただよう、馬熊重工の本社ビル。

　応接セットと一体となった社長室の中で、徹てつ也やは自分達の主──馬熊重工代表取締役社長、馬ま熊ぐま勘かん十じゆう郎ろうと向き合っていた。

「ああ、いやいや、すまんな、徹てっさん。大事な時に呼び出しちまって。……まあ、座ってくれ」

　フランクな調子で言う社長を前に、徹てつ也やは訝いぶかしげな顔をしつつその指示に従った。

　応接テーブルを挟はさみ、対等な目線に並んだ社長の姿をまじまじと見る。

　数年前に死んだ父親の後を継つぎ、三代目の社長となった男だ。

　まだ38歳という事もあり、周囲からは父親ほどの才覚はないのではないかと噂うわさされていた。だが、徹也にとっては、どんな社長だろうと、自分の夢を邪魔しない限りはついて行く価値はある。

　徹也の目には、実際の所、会社の将来についての展望など見えてはいない。ただ、自分の夢を叶かなえる為ための『ツール』として役立つかどうか、その視点のみで会社を値踏みしてきた。

　冷徹とも思える物の見方だったが、実際徹也は、会社が自分の夢となる『巨大ロボット』を創つくる環境を整える為ために、25年間、それこそ自分の人生を会社に捧ささげてきたと言ってもいいだろう。正確には、会社という媒ばい体たいを通して彼自身の夢に捧げていたわけだが。

　信頼を勝ち取る為に、人付き合いも進んでこなした。時には汚よごれ役も引き受け、そのまま斬きり捨てられる事のないように、いくつかの特殊な『保険』を掛けたりもした。

　それでも、端はたから見れば、彼は馬熊重じゆう工こうという会社を発展させた立たて役やく者しやの一人と言ってもいいだろう。

　近年、新素材のマグマルコンの加工技術や応用技術を確立させたのも徹也であり、そのマグマルコンの素す晴ばらしさを世間に知らしめる為に、巨大ロボットの開発を企画したのも徹也自身だ。

　無論、その企画を通す事ができたのも──既すでに彼自身が、この馬熊重工というシステムの中で掛け替えのない存在になっていたからという事が大きい。影響力や発言力でいえば、社長に次ぐと言っても良いだろう。

　そんな『隠かくれた重役』を前に、馬熊社長はどこか不自然な笑みを浮かべながら、一枚の写真をテーブルの上に置いた。

　白地の背景の中で微笑ほほえんでいるのは、クールな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる一人の少年だった。濡ぬれているかのように艶つややかな黒髪かみに、どこか怪あやしげな瞳ひとみ。まるで今時のミステリーマンガの中から抜け出してきたような印象の美少年だ。

「どう思う？」

「？」

　──あれ、社長の子供は女の子だったよな。

　写真を見せられた意図が分からず、顔に疑問符を浮かべる工場長。

「社長の親しん戚せきですか？」

「いや、そうじゃねえ、そうじゃねえんだ。この子、見たことねえか？」

「いえ……ああ、でも、どこかで……」

　首を傾かしげる工場長に、社長は椅い子すをギシリと軋きしませながら少年の名を呟つぶやいた。

「出雲いずもイズナ。最近一番人気の子役俳はい優ゆうっつーかタレントっつーか……テレビに出たり雑誌の表紙になったりしてっから見た事ぐらいはあるだろうよ」

　その言葉を聞いて、徹てつ也やは思わず声を上げた。

「いずもいずな！」

「変な名前だよな。まあ、芸名だけどよ」

　ヘラヘラと笑う社長を前に、徹也の心の中には稲いな妻ずまに等しい衝しよう撃げきが走っていた。

　──芸名！

　──その手があったか……ッ！

　朝あさ乃の橋ばし徹也という自分の名前。

　嫌きらいなわけではない。

　いい名前だと思っている。

　だが、どうにも『スーパーロボットに乗り込む人間らしくない』という思いはあった。

　どちらかといえば、ロボットを造る博士のような名前だ。『朝乃橋博士』という響ひびきは、いかにも主人公のサポートに回りそうな名前であり、彼の夢にとっては縁えん起ぎが悪い。

　もっとも、現段階では造る側の人間以外の何物でもないのだが。

　──イズモイズナ……イズナ……くそ、なんてロボットに乗りそうな名前なんだ！

　──……羨うらやましい！

　自らの年ねん齢れいや地位に全くそぐわない内容で嫉妬しつとをする工場長。

　様々な知識や経験、努力の積み重ねで外がい殻かくを造っているが、彼の中身は熱い夢に蕩とろけた子供のままだ。

「どうした、徹てっさん」

「……私の芸名は、『戸と隠がくしタケル』でどうでしょう」

「……突然何を言い出すんだ？」

「いえ、失礼しました、社長。……で、この子が何か？」

　社長の冷静なツッコミに落ち着きを取り戻した工場長。

　だが、彼の中には一つの疑念と──どうしようもない不安が湧わき上がっていた。

　──なんだ？

　──今、システムの大事な調整時期だっていうのは知ってるよな。

　──どうしてこの場に俺おれを呼び出して、わざわざ子役タレントの写真を見せる？

　──まさか。

　一つの推測が頭の中に組み上がるが、徹也は即座にその考えを打ち消した。

　──いや、まさかな。

　そんなわけがない。

　心の中で何度も否定を続けるが、それは完全な否定ではなく、半分は『違っていて欲しい』という希望的観測による想いだった。

　だが、社長はそんな彼の希望を打ち砕くだく決定的な言葉を──全く悪びれもなく、ヘラヘラと笑いながら切り出した。

「どうよ、来月の公開試験運転おひろめあるだろ。昨日きのうのテレビで発表した奴やつ」

「……ええ」




「そこで使うパイロット１号を、この子にするって事はできるかい？」
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私立祭さい媛えん高校　二年七組　教室




『出雲いずもイズナ、馬ま熊ぐま重じゆう工こうの【スーパーロボット】のパイロット第１号か！』




　携帯電話用のニュースサイトには、確かにそう記されていた。与よ太た話ばなしのサイトなどではなく、芸能記事などを広く扱う有名な新聞社が運営しているネットニュースだ。

「なに……これ……」

　有アル菜ナは目を丸くして声をあげる。

　記念すべき第１号パイロットは、父──朝あさ乃の橋ばし徹てつ也やが務める筈はずだ。

　数ヶ月前からその事を自じ慢まんげに口にしていたし、そもそも、それが目的でロボットを造っていたという事も知っている。

「ど、どういう事なの？　なんで？」

　目を見開いた有菜に詰め寄られ、男子生徒はたじろぎながらも言葉を返す。

「な、なんでって……。あー、こっちはまだ正式なニュースじゃない、噂うわさの段階の話だけどよ……」

　そう言って再び自分の携帯電話を弄いじり始め、あるページに辿たどり着いた所で再び有菜に画面を見せた。

「こんなのもあったから、なんか関係あんじゃねえの？」

　彼の呈てい示じしたページには、ニュースではなく企業の噂話などが書かれているコラムが表示されていたのだが──

　そこに書き連ねられていたのは、再び有菜の目を丸くさせるに足る内容だった。
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馬ま熊ぐま重じゆう工こう本社




「いやー……ハハ……。冗じよう談だんきついっすわ、社長。あんまり面おも白しろくないっすよ」

「そうか？　面白いと思うけどな。巨大ロボットのパイロットが今をときめく美少年子役となれば、イメージ自体もアップするしな」

「社長……馬熊重工のイメージは『鉄くろがねの最前線』ですよ。そりゃ私も若いアイドルやタレントが嫌きらいなわけじゃありませんが、ＣＭなどでは極力そうした人達を頼らず、技術と商品こそを主題に、というのが馬熊重工の戦せん略りやくだった筈はずでは？」

　徹てつ也やがその社風を推おしていたのは、このような『外部の人間をイメージパイロットとして招しよう致ちしよう』という声が上がる事を恐れていたからだ。

　ここぞとばかりにその社風について語ろうとする工場長だったが──社長は静かに首を振り、淡々と一つの事実を口にした。

「いや、もう馬熊重工の社風に囚とらわれる必要は無いんだよ。私も、徹てっさんもな」

「は？」




「なくなるんだ。馬熊重工」
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『新進気鋭のＩＴ企業【ガイアシャフト】、馬熊重工の株を大量取得か？』




『馬熊重工側はこの流れに対して何もコメントを発表しておらず、友好的買収か敵てき対たい的買収かは不明』




『開発中の【巨大ロボ】の運用に興味があるとガイアシャフトの社長が以前から周囲にコメントしているという事実がある』




『ガイアシャフトは、以前にも出版社の大量株取得で話題となり、食品業界や映画製作所、また、結局保留となったが所ところ沢ざわにある忍にん術じゆつ公園の買収など、多くの方面に手を広げている企業であり、今回の株取得が【巨大ロボ】目当てだとしても不自然ではない』




　それが──有アル菜ナの目に飛び込んできたネット上のコラムの大まかな内容だった。
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馬ま熊ぐま重じゆう工こう本社




「いやー……ハハ……。冗じよう談だんきついっすわ、社長。あんまり面おも白しろくないっすよ」

　混乱しているのか、先刻と全く同じ言葉を返す工場長。

「ああ、面白くないのは事実だ。だが、悲しい事に冗談じゃない」

「……」

　押し黙だまる工場長に、社長は静かに語り始める。

「ガイアシャフト、っていうＩＴ企業は知っているな」

「え、あ、ええ。ここ数年で色んな企業とかを買収してるとこですよね。……あの、まさか」

「その通りだ。我が社はその企業に吸収合併される形となる。既すでに向こうは、我が社の株を────────」




　途と中ちゆうから、社長の説明はろくに頭に入ってこなかった。ただ、『会社が無くなる』という事実が頭の中で跳はね回る。

　しかし、同時に希望はあった。

　会社が無くなり、現在自分が進めている開発の企画そのものがポシャるのだとすれば、先刻のようにパイロットの話などしない筈はずだ。

　──『あいつ』を完成させる事ができるなら……。

　──『あいつ』に乗れるなら……会社など要らん。

　夢に浸食された男はあっさりとそう割り切りながらも、自分が解かい雇こされる可能性もある為ため、なんとか会社の現状を維い持じできないかと思案し始める。

「来週、マスコミに対しては正式に発表する。現時点ではまだ重役の間でも一部しか知らん」

　社長がそう口にした所で、工場長は声を荒げて自分の意見を吐はき出した。

「いくらでも方法はあるでしょう！　ほ、ほら、なんでしたっけ、あの、ホワイトナイトだとかパックマンディフェンスだとか、黄金株だのなんだの、敵てき対たい的買収を避さける為ための手段が！」

　徹てつ也やは矢継つぎ早に買収対策の名を口にするが、知っている単語を並べ立てただけだ。

　ここに来て徹也は後こう悔かいしていた。何な故ぜ、機械工学などの他に経営学も学んでおかなかったのかと。

　自らが目の前の男を蹴け落おとして会社を乗っ取り、ワンマンと非難されようがなんだろうが、ロボットのパイロットを自分と指定してしまえばどんなに楽な事だったろうか。

　そんな思いを心に秘ひめながら声をあげる工場長に対し、社長は椅い子すにギシリと背を預けながら、悟さとりきったような瞳ひとみで呟つぶやいた。

「敵てき対たい的買収ならな」

「……は？」

「半分は友好的、半分は敵対的な買収という所だが……結果的にこの会社は、ガイアシャフトに吸収合併される事になる。役員会でも既すでに決まった事だ。嬉うれしい事に、役員人事に関しては当面はそのままだそうだ。誰も首になる心配はない……。あくまで当面は、だがな」

　──そんな！

　再び声を荒げようとした所で──背後から、全く別の人物の声が響ひびき渡った。




「半分は敵対的って、酷ひどいですね、馬ま熊ぐまさん」




　工場長が振り返ると、そこには一人の若者が立っていた。

　まだ20代後半と思しき若い男が、馬熊社長の数倍の値が張りそうなスーツに身を包んで立っていた。

　腕うで時計の表面の輝きを見るだけで、相手がどんなステータスを持った人間なのか良く解わかる。

　オールバックにした髪かみの下に高級そうな眼鏡めがねをかけたその男は、応接テーブルの横を通り過ぎ、社長の机に腰こしを寄りかからせ、口を開く。

「私は１００％、完全に友好的な姿勢で御おん社しやの買収に取り組んだつもりですよ」

　その言葉を聞いて、徹てつ也やは即座に理解した。

　目の前にいるこの男こそが──

　先刻から話にあがっている、ガイアシャフトの社長なのだろうと。

「はじめまして、朝あさ乃の橋ばしさん。私、こういうものです」

「……どうも」

　差し出された名めい刺しには、近未来的なデザインの背景模様と共に『株式会社ガイアシャフト　代表取締役　西にし神がみ零れい也や』と記されていた。

　──西神レイヤ。

　──数字の零ゼロに也なりだと……？

　──本名か？

　──……うらやましい。

　──徹也と零也……徹と零だけの差なのに……。

　どうでもいい所に少しだけ嫉妬しつとの炎ほのおを燃やしつつ、徹也は眼前の男に強い眼まな差ざしを向けた。

「ハハ、そう恐い目で見ないで下さいよ」

　困ったように笑う眼前の男を無視したまま、徹也は社長を問い詰める。

「どうして事前に私に一言も連絡がなかったんですか！」

「それは私が説明しましょう」

　西にし神がみ零れい也やは静かに首を振り、淡々とした声で徹てつ也やに対して語り始める。

「まず、貴方あなたは馬ま熊ぐま重じゆう工こう株をお持ちでないという事が一つあげられますが……それは置いておきまして、貴方に余計な気苦労をかけたくはなかったのですよ」

「……余計な気苦労、ですか」

「ぶっちゃけましょう。私達ガイアシャフトは、貴方のプロジェクトを邪じや魔まするつもりは全くありませんし、馬熊重工との合併後も、貴方にはリーダーとして事業を継けい続ぞくして頂きます。当然ながら、昨日きのうテレビで発表した公開試運転の予定が変わる事もありません」

　機械のように語った後、僅わずかに表情を緩ゆるめながら、別の言葉を口にした。

「いや、朝あさ乃の橋ばしさん。貴方のプロジェクトは実に素す晴ばらしい。完成予想図のデザインも貴方がなさったそうですが、色彩はどこか『マントル13号』を彷ほう彿ふつとさせますし、シャープなスタイルの中に流線型を多用したデザインは『機き銃じゆう戦線ギアクラスター』を初めとする流れを汲くんでいますね」

「そうでしょう！　そのデザインは会心の出来だと……」

　西神の言葉を聞いて、自分の理解者が現れたとばかりに嬉うれしそうに声をあげるが、すぐに相手が自分の敵てきであるという事を思い出し、口を閉じる。

　一いつ瞬しゆんたりとはいえ、心を開きかけたのは──マントル13号とギアクラスターをモチーフにしていると気付いたのは、目の前の男が初めてだったからという事実があるからだ。

　その驚きと喜びを即座に心の奥に封ふう殺さつし、徹也は嫌けん悪お感の籠こもった眼まな差ざしで問いかける。

「……よく、そんな古いアニメを御ご存ぞん知じで」

「なに、巨大ロボットについて少し調べれば分かる事ですよ」

　クスリと笑いながら、西神は更さらに言葉を紡つむぐ。

「しかし、内部のシステムも含めて、殆ほとんどの部分に貴方の『色』が見えている。実際、この企画を通す為ために色々と無む茶ちやをしたそうですね」

「……」

「まるで、自分の為だけに造ったかのようだ」

　──こいつ。

　──俺おれを……見み透すかしてやがる。

「いえ、非難しているわけではありませんよ。エゴというのは時に進歩への糧かてとなりうるものです」

「……」

「過去にも他社から、すり足式で歩行する『サンドウォーカー』や、災害救助用ロボの『番ばん竜りゆう』など、様々なものが造られてきましたが──貴方の造っているものは、大きさからして──まさしくアニメの中からそのまま飛び出してきたような代しろ物ものだ」

「ああいう新製品のニュースを見る度たびに、入る会社を間違えたと後こう悔かいしかけましたがね」

「て、徹てっさん」

「冗じよう談だんですよ、社長」

　目の前に社長がいるにも関わらず、本当に冗談なのかどうか紙かみ一重ひとえの言葉を紡つむぐ工場長。

　西にし神がみはハハ、と軽く笑った後、表情を軽く引き締めながら、お互いにとって核心となる話題を切り出した。

「貴方あなたに聞きたい事は一つです。来月の公開試運転までに、試験パイロットをその写真の少年に切り替える事は可能ですか？」

「その必要性を感じません」

　一秒と間を空けず、質問の答えにはなっていない言葉を口にする。

　だが、西神もそれを予想していたかのように、社長のデスクの上に置かれていた資料を手に取り、感情を表に出さぬまま自らの意見を述べ始めた。

「僅わずか14歳の少年でも自由に動かす事ができる。その汎はん用よう性を宣伝すべきだ。貴方の専用機、個人の玩具おもちやとして世に広める事は──我々の意向ではありませんし、プロジェクトそのものの為ためにもならないと思っています」

「いきなり子供に乗らせて事故でも起これば会社が無くなりますよ。無論、貴方達も共倒れだ」

「事前に得た資料で、安全性のすばらしさは折り紙付きです。エアバック装備の自動車より遙はるかに内部の人間の安全性、快適性に気を配っている。資料から得たこれらの内容だけでも、私は貴方を天才だと評価できます」

「なら、黙だまって私に任せて頂けませんか。そもそも、私は会社の合併自体に納得しているわけではありません」

　ハッキリと言い切る工場長。

　40代後半の男の熱い想いに満ちた言葉を、親子ほども年の離れている西神はゆるりとした態度で受け流す。

「ま、それに関しては後あと々あと話すとしましょう。私が今聞いているのは、パイロットの乗り換え……まあ、あの資料を見るに、内部システムの調整と座席周りのサイズ調整だけで済むと思いますが……それが可能か不可能か、ただ単純に、その答えだけを聞きたいんですよ」

　若さに見合わぬ、有う無むを言わせぬ威圧感。

　横で見ていた馬ま熊ぐま重じゆう工こうの社長は、口を挟はさむ事すらできずに二人のやり取りを見守る事しかできなかった。

　対する工場長は、年ねん季きの入った圧力を言葉に滲にじませつつ──

「絶対不可能です。今から私以外の人間に合わせて調節なんかしたら、乗組員は骨と内臓と眼球が全すべて溶けて死にます」

　全く年に見合わぬ台詞せりふを吐はき出した。

「小学生みたいな噓うそをつかないで頂きたい」

「分かり易やすく伝えるには、小学生レベルの方がいいでしょう。要は、パイロットの座を譲ゆずる気はないということです」

　徹てつ也やの言葉に、西にし神がみはクツクツと笑いだし、机き上じようの資料を纏まとめながら首を振る。

「貴方あなたの気持ちは解わかりますがね。あと一週間もすれば、貴方と、貴方の大事な『作品』も、私達ガイアシャフトの手の内です。ですが、我々も『あれ』のプロジェクトは大事にしたい」

「……何な故ぜ、パイロットをその小こ僧ぞうにする必要がある？」

　もはや敬語を使う事も忘れ、敵てき意い丸出しで吐はき捨すてる工場長。

　そんな彼に対し、西神は泰たい然ぜん自じ若じやくとしていて、口調を変える事もない。

「先程も言いましたが、宣伝効果ですよ。実際に公道を走らせたりする事は不可能でしょうが、子供でも運転できる、その安定性と汎はん用よう性を示す事が重要です。これは貴方にとっては些さ細さいな宣伝に過ぎないと思うかもしれませんが、我々には我々で、自分の手の内にあるプロジェクトには最大の効果を生まなければならないという義務がある」

　西神はそう語りながら部屋の出口に向かい、最後に徹也の方を振り返り、一言だけ告げた。




「貴方も……心しん血けつを注いだ子供に等しい存在に、きちんとした形で日の目を見せてあげたいでしょう？」
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夜　朝あさ乃の橋ばし家




「お父さん。味み噌そ汁しる冷めるよ……」

　遠えん慮りよがちに呟つぶやかれた有アル菜ナの言葉に、徹也はぼんやりとした表情で頷うなずいた。

「あ、ああ……すまんな」

「……ねえ、お父さん、クビになっちゃったりするの？」

「え？」

「会社、なんか合併されちゃうんでしょう？」

「……なんで知ってるんだ？」

　驚いたように目を開く父に、娘むすめは「やっぱりそうなんだ……」と呟き、心配そうな顔を徹也に向ける。

「今日、学校で友達が教えてくれたの。まだ噂うわさの段階だけどって……。そしたらお父さんが、今日は帰る予定じゃないのに早く帰ってきたから……」

　不安げに尋ねかける娘むすめの言葉に、徹てつ也やは無理に笑顔を作って言葉を返す。

「バカ、心配しすぎだ。今日、その合併先の社長と会ってきたんだけどな、父さんはそのまま中なか富とみ工場の担たん当とうだとさ」

「本当に？」

「ああ……社長を問い詰めたんだが、会社全体で経営状況がまずいことになってたらしい。そこをガイアシャフトにつけ込まれたんだと。中富工場周りは元々採算度外視な所もあったが、マグマルコンの応用製品で一応黒字はあげてたからな。そのままの形で継けい続ぞくするそうだ」

「そうなんだ……」

　少しだけ顔を明るくする有アル菜ナ。

　だが、その顔がまたすぐに曇る。

　父の笑顔が、どこか無理していると気付いたからだ。

　そして──その原因が、昼間見たもう一つのニュースであると気が付いた。

「パイロット、出雲いずもイズナだって本当？」

　有菜がそう口にした瞬しゆん間かん、徹也の表情が強こわばった。それを見て有菜はニュースが本当だと確信する。

「……驚いたな。もう、そんな話まで出回ってるのか」

「携帯のニュースサイトに載のってた」

「はは、凄すごいな。俺おれはネットは詳くわしくないからな。もう少し勉強しとけば良かったと思うよ」

　話題を無理に変えて誤ご魔ま化かそうとしているのが痛々しく、有菜は何か言おうとしたのだが──結局、何も言う事ができなかった。

　彼女は知っている。

　自分の父親が、何のために今までの人生を捧ささげていたのか。

　ロボットを造る為ためではない。

　ただ単に、自分が乗りたいだけだ。

　巨大ロボットを自分のものにしたいだけだ。

【出雲イズナの次に、二番目に乗ればいいじゃないか】

【そもそも、お披ひ露ろ目めの前に、調整の段階で既すでに何回も乗っているんだろう？】

　そうした問いかけや説得が無意味だという事も、有菜は既に知っていた。

　父は、ただ単に自分の造った物に乗りたいわけではない。その最初のスーパーロボットのパイロットであると、世界の中で認められたい、自分がその機体を独占したい。

　自分こそがこのロボットのパートナーであると、世界そのものに認められたいのだ。

　そんな子供のような我が儘ままを押し通そうとしているのが、自分の父親なのである。

　父親のそんなどうしようもない性しよう分ぶんを知っているだけに、有菜は今の彼の心境が如い何かに辛つらいものであるか理解できる。




　暫しばらくの間、食事の席を気まずい沈ちん黙もくが包み込んだが──点つけっぱなしにしてたテレビに、とある映像が映しだされた。

「あッ」

「ん？」

　見ると、夜のニュース内で芸能コーナーが始まっており、その中で、先刻話題に出たばかりの出雲いずもイズナが映しだされていた。

　それはドラマか映画の録画だったのだが──ナレーションに会わせて、映像がどこかの空港のものに切り替わる。

『先日馬ま熊ぐま重じゆう工こうから発表された人型ロボットの搭とう乗じよう者として、弱じやつ冠かん14歳さいの出雲イズナ君が候補に挙がっているという噂うわさがありますが──その真相を探るべく、海外ロケを終えたイズナ君に直ちよく撃げきしてみたいと思います！』

　──畜ちく生しよう……なるほどな。

　──最初に話題を造っちまって、俺おれが話を吞のむ吞まない以前に、そういう空気にしちまおうってわけか。

『あ、来ました来ました！　イズナ君です！』

　マネージャーやスタッフらしき人間達に囲まれて、色眼鏡めがねをかけた一人の少年が空港の通路に現れた。

　──餓が鬼きの癖くせにサングラスかよ。

　髪を薄うすく染め、どことなく不良っぽさも感じさせる中学生の子役モデル。

『イズナ君、巨大ロボットのパイロットになるっていう噂は本当なんですか！』

　何ともシュールな質問だが、徹てつ也やと有アル菜ナは真剣な表情で少年の答えを待った。

　だが、少年は報道カメラや歓声をあげる見物人に軽く手を振ると、インタビュアーの質問に答える事なく去っていってしまった。

　それが少年にとっては当たり前の反応なのか、テレビも特に何も触ふれず、スタジオの女性アナウンサーによる解説が流れ始める。

『えー、この映像のようにですね、昼の段階では答えは得る事ができませんでした。所属事務所は「お話がくれば前向きに考えます」とのコメントを出しており、馬熊重工は「パイロットについては現在選考中です」とのコメントを発表しています』

　──選考中、かよ。

「……ふん。あんな無ぶ愛あい想そうな餓鬼に俺の子が預けられるかってんだ。ロボも有菜もやらん」

「私とあの子は接点ないでしょ。あと、人を物と一いつ緒しよに扱わないでよ」

　有菜は呆あきれながら食後の茶ちや碗わんなどを重ね始め、気を紛まぎらわせるように呟つぶやいた。

「あの子だって、そのガイアシャフトって会社に広告の道具として利用されるんだから、可哀かわい相そうって言えば可哀かわい相そうよ」

「広告の道具、か……」

　──そんなのを気にするような繊せん細さいな餓が鬼きには見えんがな。

　苛いら立だちを紛まぎらわせる為ために、別の事を考えようとする徹てつ也や。

　だが、どうしても最終的には仕事の──自分の夢の話に戻ってしまう。

　──大体……技術力を見せつける必要なんてないんだ。巨大ロボだぞ巨大ロボ。どんな宣伝をしようってんだ。

　──……軍事利用？

　──まさかな。いや、だが……。

　自分が好きだったロボットアニメの中には、そうした巨大ロボを戦争の道具として、あるいはその戦争を止める為ための抑止力などとして扱っているものも数多くあった。

　だが、現実にそんな事があるのだろうか。

　自分の生み出した機械が、大量の戦場に投入されて、人殺しをしている所を想像してみる。

　──大変にけしからん。

　──戦争反対だ。

　──だから止めるのは、生みの親である俺おれの義務だ。

　──それを世間に訴えれば……。

　──……バカかね、俺は。

　心の中の声が全すべて棒ぼう読みだった事に気付いた徹也は、自分自身に呆あきれながら思案し続ける。

　──俺の造ったものが、戦争の道具にされるとしたら、だと？

　──だとしたら……なんだ？

　──止めなくちゃならないか……止められるのは俺だけか……？

　そんな事を考えた所で、朝あさ乃の橋ばし徹也はハタと気付く。

　仮に、本当にあの技術が軍事などに応用されようがなんだろうが──そんな事はどうでもいいと思っている自分自身に。

　にも関わらず、今、自分は、大たい義ぎ名めい分ぶんを得る為に道義だの正義だのという物を持ちだそうとした事に。

　──何言ってんだ、俺。

　朝乃橋徹也は思い出す。

　自分自身が、これまで夢の為に費やしてきたものの数々を。

　時間を犠ぎ牲せいにした。

　青春を犠牲にした。

　自分自身を犠牲にした。

　他ほかにあり得た人生──ありとあらゆる可能性を犠牲にした。選択肢しを選ぶという権利すら犠牲にし、迷うことなく夢の為ために自分自身を捧ささげてきた。

　愛する妻さい子しとの時間すら犠ぎ牲せいにしている自分は、一体どれほどのゲス野や郎ろうなのだろう。

　──そのゲスが……今いま更さら何が正義だ。

　──俺おれが考えるべき事は、ただ、夢の為に生きる事だけだ。

「……さん、……さん」

　──他の事を考える必要も、その資格もない。

　──俺が考える事はもっと単純でいい筈はずだ。

「……父さん、……父さん」

　──あんな若造や、名前だけの無ぶ愛あい想そうな小こ僧ぞうに明け渡していいのか？

　──夢を。

　──俺の夢を！

　──俺の犠牲を！

「お父さん！」

「ん!?」

　娘むすめが耳元で怒ど鳴なった事で、徹てつ也やはハッと我に返る。

「お、おお、有アル菜ナじゃないか。どうした？」

「もう……味み噌そ汁しる！　冷めちゃうってば！」

「ああ……すまんすまん」

　そう言うと、徹也は御飯の残りに味噌汁をぶっかけ、飲み物のように胃いへと流し込んだ。

　有菜の顔が一層不ふ機き嫌げんになったが、それには気付かぬまま、徹也は真剣な調子で口を開く。

「なあ、有菜」

「な、何よ」

「俺なあ、ちょっとお前に苦労をかけちまうかもしれん」

「……え？」

　妙みような事を言い出す父親に、有菜は思わず動きを止めた。

　父親は、そんな娘を前に畏かしこまって、至って真ま面じ目めな調子で頭を下げた。

「母さんと同じように、お前にまで苦労をかけちまうかもしれん。それは予あらかじめ謝っておく」

「ちょっと……」

「許してくれとは言わん。だが、40年以上追い求めてきた夢を簡単に諦あきらめられるほど、俺も人間ができてない。……だから、すまん！」

　頭をテーブルに押しつける父に、有菜は呆あきれたように口を開き──

「そういうのってさぁ、先に謝るのってずるいよね。やんなきゃいいって話なのに、止やめる気は最初から無いんでしょう？」

「……ああ、無い」

「犯罪をやる気じゃないよね？　今のテレビの子をどうにかしたりとか」

「それはない。刑けい務む所しよに入ったらロボットに乗れないじゃないか。……だが、褒ほめられる事でもないし、色んな人に迷めい惑わくをかける事になるかもしれん。お前にもだ」

　ストレートに答える父親に、有アル菜ナは暫しばらく黙だまり込んでいたが──

　やがて、大きな大きな溜ため息いきを吐はき出し、諦あきらめ混じりの苦笑を浮かべて呟つぶやいた。

「本当に子供だよねえ……私じゃなくて、仏ぶつ壇だんの母さんに謝っておきなよ」

「有菜」

「母さんにさ、仕事ばっかでちっとも帰ってこない父さんのどこが好きなのって聞いた時さ……『いつだって子供みたいな所かな』って言ってたよ」

　やれやれとばかりに立ち上がり、食器を流しに運び始める有菜。

「それでも、やっぱり割り切れない所はあるからね。私は父さんを応援するつもりはないから」

　きっぱりと言い放った後、自分の部屋へと続く階段を上り始め──

　その途と中ちゆうで足を止め、振り返り様ざまに一つだけ付け加えた。




「だけど私は、父さんの『夢』は応援してるよ」
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　朝あさ乃の橋ばし徹てつ也やは、あることを決意する。

　だが、この決意は、娘むすめの言葉に後押しされたわけではない。

　そう自分に言い聞かせる。

　自分がこれからやろうとしている事は、やはり間違っているのかもしれない。

　彼自身も、それは理解していた。

　だからこそ、そのきっかけが娘の言葉であってはならない。




　そんな事を繰り返し心の中で呟きながら、徹也は自室の金庫にしまっていた、とある書類を纏まとめ始める。

　──これを……。

　──もしもこれを決行すれば、俺おれは工場の連中を裏うら切ぎる事になる。

　若じやつ干かんの後ろめたさを感じつつも、『巨大ロボット』への信念が、その背はい徳とく感を覆おおい隠かくす。

　ただ、彼の脳のう裏りには──中学生の頃の妄もう想そうが今いま更さらながらに思い出された。

　──仮に、パイロットを決める選手権みたいなのがあったとしたら……。

　──仲間を裏うら切ぎるような奴やつぁ、まず予選落ちだろうな。

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら、そんな事を『確信』する徹てつ也や。




　だが──それでもなお、彼は自分の決意を覆くつがえす事はしなかった。

　これまで捧ささげてきた人生を、そして、その結晶である『息子むすこ』を無む駄だにする事など、今の彼には想像する事すらできなかったのだから。
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数日後　中なか富とみ工場　休きゆう憩けい室




　巨大ロボットのお披ひ露ろ目めを間近に控ひかえた中富工場。

　最終調整作業の合間の休きゆう憩けい時間に、工員達の何人かが注文した弁当を待ちながら屯たむろしていた。

　そんな作業員の一人が、何気なく疑問の声をあげる。

「なあ、工場長、どうしたんだ？」

「どうしたって、何が」

「いや……なんか、ここ何日かおかしくねえか？」

　当の工場長は休憩所にはおらず、工場の反対側にある事務室で何か作業をしているようだ。

「そうか？」

「だってよ、工場長、一昨日おとといぐらいからか……仕事が終わった後に、ここでなんか書類纏まとめたりしてたよな。今までは仕事が終わった後は、あのロボットの前でニヤニヤしながら『見ろよこの脚きやく部ぶの流線型を！』とか、俺おれ達が帰るまでずっと惚気てたじゃねえか」

「そういう意味じゃ、前からおかしかったけどな」

　カハハと笑う作業員達。その笑いの質からして、工場長は特に嫌きらわれたりしているという事はないのだろう。何人かの作業員は考えすぎだろうと言葉を返すのだが──

「でもよ、ほら、こないだ社長に呼び出された日があったろ？　次の日、工場長午前中に珍めずらしく有給とったろ」

「おお、娘むすめさんが熱出した時とかぐらいだよな、あの人が有給使ったのって」

「ああ、しかもこの大事な時期だろ？　だから俺も娘さんになんかあったのかって心配してたんだが……本社の木き村むらに聞いたんだけどよ、なんか工場長、あの日の午前中、本社にいたらしんだよ」

「は？　有給とって本社に？　なんで」

　当然の疑問を口にする同どう僚りように、作業員は首を捻ひねりながら言葉を続ける。

「いや、なんでも資料室に籠こもってたって話だが……」

「そういや確かに、ここ何日か、あんまり俺おれらにも話しかけてくれねえな」

「ああ、いつもは何かしら口うるさく説教したり、休きゆう憩けい時間にロボットアニメの話とかすんのによ……。まさか徹てっさん、うちを辞やめる気じゃねえだろうな？」

　不安げに呟つぶやく同どう僚りように、他の作業員達は一いつ瞬しゆん顔を見合わせ──笑いながら首を振る。

「ないない、それはねーって」

「あのロボットの完成を、誰よりも楽しみにしてたのは工場長だぜ？」

「……だよな」

　ホッとするように呟く作業員。

　きっと、お披ひ露ろ目めが近いので、工場長として何かの書類整理に追われているのだろう。

　あっさりと結論づけながら、次第に別の話にシフトしていく作業員達。

　彼らは気付いていなかった。

　工場長が、残業手当も無しに纏まとめている書類が──極ごく々ごく個人的なものであるという事に。




　そして、更さらに数日の時が流れ────





㈱






数日後　『ガイアシャフト』本社オフィス




　都内某ぼう所にある、硝子ガラス張りの巨大なビル。

　その最上階に事務所を構えるガイアシャフトの社長室の中で、二人の男が相あい対たいしている。

　社長室の椅い子すに座る西にし神がみ零れい也やと、机つくえを挟はさんで仁に王おう立だちしている朝あさ乃の橋ばし徹てつ也やだ。




「……些いささか、驚きました」

「何がだい。社長さん」

　もはや、一企業の社長に対する言葉使いではなかった。工場内の部下に言うような口調で語る徹也だが、相手は特に気分を害している様子は無いようだ。

　強い眼まな差ざしで睨にらみつける工場長を前に、ガイアシャフトの社長である西神零也は肩かたを竦すくめながら口を開いた。

「貴方あなたは、アポ無しで突然殴なぐり込んでくるタイプの人間だと思っていました」

「20年以上会社勤めしてんだ。そのぐらいの常識はある……と言いたいとこだが、今日までにアポが通らなきゃ、殴り込むつもりだった」

「そこまでして、私になんの御用ですか。明日あしたは馬ま熊ぐま重じゆう工こうの吸収合併に関する正式発表を行う予定ですし、言っておきますが、発表内容になんの変更もありませんよ」

　機能性を重視したメッシュ張りの椅い子すに座り、淡々と事実だけを呟つぶやく零れい也や。

　そんな若き実業家に対し、50代に手が届こうかという工場長──朝あさ乃の橋ばし徹てつ也やは、目をぎらつかせながら大判の紙封ぶう筒とうを取り出した。

「変更せざるを得ないかもしれないぜ」

　挑ちよう戦せん的な言葉と共に、その封筒を机の上にバサリと投げ落とした。

「……？」

「うちの会社が、マグマルコンを初めとして、色んなもんの特許を取ってるのは知ってるな」

「もちろんですよ。正直、馬ま熊ぐま重じゆう工こうが持っている数々の特許は、うちの社の重役達を説得するのに役立ちました」

　工場長と会話を交わしつつ、封筒を開く零也。

　その中に入れられていたのは、無数の書類の束たばだった。

「……なんですか、これは……」

　意味が解わからずに、とりあえず書類を読み進めていく零也だったが──

　書類の内容に気付いた瞬しゆん間かん、彼の表情は急激に強こわばった。

「……ッ！」

「理解できたか？」

「このリストは……まさか……」

　信じられないと言った様子で目を細める零也に対し、徹也はニヤリと笑いながら言い放つ。

「ああ、そうさ。そいつは……俺の趣味だ」




　工場長が持ってきた一束の書類。

　それは──実に単純なリスト。




　ただ単に、彼が職務外で作製、申しん請せいした──様々な『特許』のリストだった。




　大学の卒業研究で作製した、ロボットを安定させる独特のオートバランス調整システムと、既き存そんの物とは全く概がい念ねんの違う歩行制せい御ぎよ装置。

　それを筆ひつ頭とうとして、彼が入社したての頃、会社の職務外として開発し、独自に登録していた特許の数々。

　二に足そく『走行』ロボにおける、足同士のキャスター角の自動調整システム。

　マグマルコンをチューブ状に加工する工法。

　従来の如い何かなるものとも違う、人型ロボットを動かす為ためだけの特とく殊しゆなギアの形状概がい念ねん。

　巨大ロボットの姿勢制御を潤じゆん滑かつにする構造の構築法。

　そんな、一見すると何がなんだか分からない『特許』の羅ら列れつが書かれた書類。

　しかし、零れい也やにはその意味が解わかったようで、表情を硬くしながら問いかける。

「……これは……職務中の開発品ではないのですか？」

「なに、若い頃、職務外の時間に造ったのが殆ほとんどでね。もっとも、今の馬ま熊ぐま重じゆう工こうの生産品の大部分に使われてるけどな」

　職務中に発明したものに対する特許の権利は、通常は会社が持つ事となり、会社の判断によって報ほう奨しよう金などが支払われる事もある。

　事実、徹てつ也やは数々の職務発明もこなしており、馬熊重工買収の為ための資料を作成する際、その数の多さに零也も驚いた記き憶おくがある。

　だが──朝あさ乃の橋ばし徹也が真に馬熊重工内で発言力を持っていた理由の一つとして、この職務外の発明──つまりは自由発明における個人の特許使用を、無む償しように近い形で許きよ諾だくしていたという事がある。

「もっとじっくりと調べてりゃ分かったろうが……今の馬熊重工の機械の殆どに、俺おれの職務発明と自由発明、両方の特許が使われてる」

　若い頃に徹也が発明した特許を見た時、当時の馬熊重工の人間達の中で、その重要性に気付いた物は皆かい無むだった。

　だからこそ、彼が職務外での『自由発明』を自分の意思で提供すると言った時には、『まあ、使える事もあるだろう』という程度の感覚だった。職務発明に関しても、マグマルコンの加工技術など一部を除いて、殆どのものに対して十分な報奨を支払う事はなかった。

　徹也の開発した数々の特許が、全すべて人型巨大ロボへの布ふ石せきだとも気付かずに。

　そして、徐じよ々じよにそれらの特許が馬熊重工の中で重要な意味を持つと分かった時には既すでに遅く──馬熊重工は、朝乃橋徹也の『夢』の副産物によって、その根こん幹かんを握にぎられる形となった。

　だが、西にし神がみ零也の表情が強こわばったのは、その特許の量に対してではない。

　彼が、こんなタイミングでこのリストを持ち出す事の意味に気が付いたからだ。

「朝乃橋さん、あなた……」

「俺がこの特許の権利を持ったまま会社を辞やめて、職務上の特許全てについて対価を請求したら──馬熊重工は、一体どうなっちまうのかねえ？」

　ここ数年、職務上の発明に対する特許の権利について様々な動きが起こっている。

　裁判沙ざ汰たになったものの中では、裁判所が実に二百億円もの報奨金支払いを命じた物もあり、企業としては決して軽く見ることの出来ない状況だ。

「……正気ですか」

「別に、俺の特許の一つ一つに何十億おくの価値があるとは思ってねえさ。それに、古い奴やつはもう20年経たって特許権の期限が切れちまってるからな。……だが、うちの会社が独占してる特許のライセンスを、他社にもバンバンくれてやったらどうなるかね」

「貴方あなたは……たった一人で焦土スコーチド・アー作戦ス・デイフエンスをやるつもりですか？」

　焦しよう土ど作戦というのは、敵てき対たい的買収に対する防衛策の一つだ。要は、重要な財源などを他社に売り渡して会社そのものの価値を下げ、買収者に買う気を無くさせるという行為だ。やり過ぎれば自分の会社の存続自体が危うくなり、下へ手たすれば背任罪などに問われる可能性もある、かなり危険な買収対策と言えるだろう。

「……ですが、貴方あなたの今の特許に対する知識にはいくつも穴がある。自由発明の部分に関しても、裁判で貴方が勝てるとは思えません。弁護士に相談した所で、門前払いがいい所でしょう」

「だろうな。職務発明の対価も、まあ、貰もらえて雀すずめの涙なみだってとこだろうよ」

　カラカラと笑いつつ、徹てつ也やは重い調子で言葉の続きを吐はき出した。

「だが、そんな裁判沙ざ汰たの騒さわぎになったら……まず間違い無く、企業イメージは下がるよな？　確かに、弁護士には門前払いされるかもしれねえが……新興ＩＴ企業を美談だろうがスキャンダルだろうが、とにかく騒ぎ立てたい雑誌社なんかはどうだろうな？」

「脅きよう迫はくですか。そんなものに我々が屈すると？」

　顔は強こわばらせているものの、毅き然ぜんとした態度で相あい対たいする零れい也や。

「俺おれの望みはただ一つ。今まで通りやらせてくれりゃいいだけなんだよ」

「……子供にパイロットの座を渡したくない。それだけの為ために、ここまでやりますか？」

　理解できないと言った顔の青年実業家に、現場主義の男は自じ嘲ちよう気味な言葉を吐き出した。

「ああ、それだけさ。俺にはそれしかないんだからな」

「……馬ま熊ぐま重じゆう工こうの社員にも……貴方の工場の部下の人達にも迷めい惑わくがかかりますよ。それこそ、貴方の工場の人達に対する裏うら切ぎり行為と言っていい」

「だろうな」

「貴方が金の亡もう者じやと指さされるだけでなく……貴方の家族まで後ろ指を指される事になるかもしれないんですよ？」

　冷れい酷こくとも、憐あわれみとも取れる表情を浮かべて尋ねかけ、零也は静かに相手の答えを待った。

　だが──

「……夢の為なら家族の一人や二人差し出す。そう言ったらどうする？」

　徹也の口が発したその答えを聞いて、20歳さい程ほど年の離れた若者は大きく息を吸い込み、目を伏せながらゆっくりと自分の言葉を吐き出した。

「貴方にも意地があるように、私にも意地があります。貴方がパイロットとして相応ふさわしくない、という思いが変わる事はありません。今は、より強くそれを感じていると言ってもいい」

「あんたの意地ってのはなんだ？　イメージがどうたらいう話なら、それこそ会社のイメージ全体を悪くしてまで貫く意地かよ」

「……貴方には言いたくありませんね」

　妙みように大人おとなげない事を言った直後、社長は数秒間沈ちん黙もくし、無表情のまま、告げる。

「……少し、考える時間を下さい。明日あしたの合併の発表会ではパイロットについて触ふれない事にします。子供向けのシステム調整に不安が残る、という貴方あなたの主張を信じた形にしましょう」

「そうか……悪いな」

　顔から不ふ敵てきな笑みを消し、同時に威圧感も揺らいだ徹てつ也やは、そのまま部屋の出入口へと足を向けた。

　ろくな挨あい拶さつもないまま立ち去ろうとする徹也の背に、零れい也やは淡々と言い放つ。

「金まみれの私が言えた事ではないかもしれませんが、貴方は最低です」

「そうかい……ありがとよ」

「このまま私が要求を吞のめば、貴方が子供達の夢である巨大ロボットのパイロットとして世界に記き憶おくされるのかと思うと……やりきれない気分です」

　皮肉ですらない、ストレートな罵ば倒とう。

　それを全身で受け止め──夢に人生を捧ささげた男は、逃げることなく言い返す。

「子供達の夢？　バカ言うんじゃねえよ」

　どこか寂さびしげに、しかし、迷う事はなく。




「こいつは……俺おれの夢だ」
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深夜　馬ま熊ぐま重じゆう工こう中なか富とみ工場




　──やっちまったなあ。

　警備員や一部の夜勤研究者を除き、人の気配が殆ほとんど感じられない深夜の工場。

　工場の屋根に届こうかという高さで聳そびえる巨大な人型ロボットを事務室から眺ながめつつ、数時間前に自分が売った喧けん嘩かについて考える。

　──……これでもまだあの野や郎ろうが俺をパイロットから降ろすと抜かしやがったら、どうしたもんかな。

　──脅おどした通り、裁判騒さわぎにしてやってもいいが……。

　──完成した瞬しゆん間かんにアイツを盗ぬすんで、街中を派は手でに歩いて宣伝するのもいいかもな。

　全く後あと先さきを考えない、小学生のような思考を続けながら、ぼんやりと工場内の『巨大ロボット』を眺め続ける工場長。

　外観に関しては、ほぼ完成状態となっている人型機械。

　全長12ｍという巨体が夜間灯とうにぼんやりと照らされ、圧倒的な存在感と共に現実と夢の狭はざ間まといった雰ふん囲い気きを生み出している。

　あの外装の中に詰まっているのは、自分の夢ではない。

　自分が夢の為ために捧ささげてきた人生が詰まっているのだ。

　そして、夢はもうすぐ叶かなう。

　外装を外した状態での試運転は済ませている。その時ですら、既すでに涙なみだが出そうになったのだが、工場長はその感動を必死で心の奥に抑おさえ込んだ。

　全すべてが完成した後、公開試運転の場で、自分がパイロットだと世界の中に定着させる。

　それで自分の夢は完成だ。

　──俺おれがカッコイイ所を見せりゃ、有アル菜ナも、ちったぁ喜んでくれるかな。

　来るべき瞬しゆん間かんに期待を馳はせつつも、一方では、別の疑問がわき上がる。

　──だが……。

　──その後は……何したらいいんだろうな。

　夢だけに人生を捧げてきた40過ぎの男が、目的を失った後に何をすれば良いというのだろうか。

　漠ばく然ぜんとした未来の不安に押し流されそうになるが、そんな自分の弱さを吹き飛ばすんだとばかりに、徹てつ也やは再び工場内の人型ロボットに目を向けた。




　ところが──

　そんな彼の視線の先で、何か人影が蠢うごめくのが目に止まる。

　──……あ？

　最初は見み間ま違ちがいかと思ったが、確かに薄うす暗くらがりの中に人影らしきものが動いている。

　警備員のようには見えない。

　第一、警備員がライトも点つけずに闊かつ歩ぽしている筈はずがない。

　──泥どろ棒ぼう？

　正体不明の『何か』に対し、工場長の不安は膨ふくれあがる。

　──産業スパイ？

　工場長としての責任というよりも、完全に『自分の夢に何かされるのではないか』という不安の方が大きかった。

　──まさか、西にし神がみの野や郎ろうが腹いせに細さい工くをしようと……ッ!?

　最悪の想像が頭を過よぎった時、いてもたっても居られず──手近にあったスパナを手にもち、ゆっくりと事務室の扉とびらを開けた。




　気付かれぬように、息を殺しながら謎なぞの人影に近づいていく工場長。

　巨大ロボットと比べると米粒つぶのように見えた人影だが、近づくにつれて自分もその米粒の仲間入りをするのだと実感する。それだけの存在感がロボにはあった。

　そんな巨大なロボの真下辺りに、人影はただ静かに佇たたずんでいた。

　作業機械の陰に隠かくれながら人影に近づく工場長は、ゆっくりと物陰から顔を出す。




　そして、彼がそこで見た物は──────
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　彼らが作ったものは、夢。

　現実の中に浮かび上がる、一つの夢だ。

　だからこそ、その夢は皆の目に触ふれ──

　人々の心に、新たな夢を湧わき上がらせる。
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一ヶ月後　中なか富とみ工場　敷しき地ち内




　影が──

　巨大な影が、人々の前にその姿を現した。




　圧倒的な質量が、空気を切り裂さいて突き進む。

　しかし、動きそのものは軽快だ。

　まるで質量の無い立体映像が動いているような錯さつ覚かくを引き起こす。

　外骨格の堅さと、その中にある人工筋肉の柔じゆう軟なんさ。

　その両方を滲にじませる立ち振る舞いに、目もく撃げきした人々は確信する。

　自分達が今、何かが変わる瞬しゆん間かんに立ち会っているのだと。




　地面を滑すべりながら現れた、全長12ｍの巨影。

『彼』がまずやって見せた事は──

　直径50cmを超える砂袋で、お手玉をすることだった。

　四階建てのビルに匹ひつ敵てきする高さの巨影の両腕うでが滑なめらかに動き、重さ数十キロにもなる砂袋が華か麗れいに宙を舞う。

　ただのお手玉一つで──周囲の空気が静まりかえり──一転して、激しい熱狂に包まれた。




　　　　　歓声

　　　歓声

　歓声




　空と大地の全すべてを埋うめ尽くすかのような、圧倒的な歓声と拍はく手しゆ。

　人々の熱狂に応こたえるかのように、巨大ロボはお手玉の速度を速めていく。

　そうしたパフォーマンスに続いて、空から手ての型や軽自動車を持ち上げたりと、様々な動きを見せる巨大ロボ。そのあまりに繊せん細さいでスピーディーな動きと純粋なパワーを前に、会場の誰もが度ど肝ぎもを抜かれ、心の奥底からの賞しよう賛さんを送り出す。




「すげえ……すげえよ！　まさかお手玉をするとは思わなかった……」

「そんな凄すごい事か？」

「ばっか、お前、お手玉を……機械にやらせるならともかく、『操そう縦じゆう』でやるのがどのぐらい難しいか分かってるのか!?」

「ていうか、いや、そんな理屈はどうでもいいわよ……。ちょっと、腰こしが抜けそう」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

「やっべ！　まじヤベーって！　凄すぎじゃね!?」

「クロスさん、もっと高くならない？」「ロボの足元がよく見えませんわ」

「子供二人肩かたにのっけて背伸びまでしてんだ。これ以上はジャンプするしか……」

「あれ、あそこにいるの、月つく夜よ見みカグヤじゃね!?」

「あの忍にん術じゆつ公園のアイドルだろ？　マジかよ！」

「いやいや、今はそれどころじゃねえって！　すげえこのロボ！」

「時代が……時代が来たよ！　俺おれらの時代がきたって感じだよ！」

「すげえなー。俺が蹴けっ倒した戦隊のハリボテロボよりずっと強そうだ」

「……かっこいい」

「お、素直じゃねえか、流石さすがは総そう統とう閣かつ下かだ」

「……総統って言うな」「ほらほら、二人とも今日は喧けん嘩かしないでください」

「なんか工場の周り、黒服の人達がうろうろしてなかった？」

「警護とかじゃない？」「他の国のスパイだったりして」

「実は政府の秘密機関で、このロボには宇宙人の技術が使われてるのかも」「どこの御お伽とぎ噺ばなしだ」

「すごーい！　すごーい！」「ひー」「なっちゃん、この人混みで飛び跳はねたら危ないよう」

「おい見ろ、バレエダンサーみたいに回り始めたぞ！」「なんで倒れねえの!?」「すげぇ！」

「うひょおおおおおおおおおおおおお、うほおおおおおおおおおおおおおお！」

　喧けん噪そうは徐じよ々じよに混こん沌とんを深めていくが、次の瞬しゆん間かん、皆の視線が一箇所に集中する事となる。

「あ、コクピットが開くよ！」

　純粋な感動に満ちた祝福に呼応するかのように、跪ひざまずいたロボットの胸部──コクピットの部分がゆっくりと開き始めた。




　そして──中から現れたパイロットの少年が、僅わずかに紅こう潮ちようした顔に精一杯の笑みを浮かべて観客達に手を振った。




『御覧下さい！　パイロットの出雲いずもイズナ君が、今、コクピットから姿を現しました！　いやー、本当にいい笑顔ですねえ』

『余程嬉うれしかったんでしょうねえ。巨大ロボに乗るっていうのは、多くの男の子にとっては浪ロ漫マンであり、夢ですからね』
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　携帯のワンセグ放送から、そんなレポーターとスタジオキャスターの声が聞こえてくる。どうやら巨大ロボットの公開試運転おひろめが、昼のワイドショーで中ちゆう継けいされているようだ。

　夏休み真まっ盛さかりという事もあり、ワンセグの小さい画面の中でも物凄すごい人が集まっているというのが良く解わかる。工場の外の風景も映しだされるが、そこには真夏だというのに黒服で周囲を歩いている男女の姿もあり、周りの人間達も熱いなかの警護だろうと同情するような目で見つめている様子が映しだされていた。

　だが、その携帯の持ち主は、画面は一切見ていない。

　何な故ぜなら、持ち主──朝あさ乃の橋ばし有アル菜ナは、実際にその大観衆を目まの当たりにしているのだから。

『関係者席』と書かれた、工場の二階にある事務室の内部。

　そこは工場の関係者や来らい賓ひんの控ひかえ室となっており、巨大ロボットが試運転を行っている外の様子が一望できる。

　予定していたよりも遙はるかに多くの見物客が集まったようで、周囲の畑に迷めい惑わくをかけないように工場の職員達はてんやわんやと動き回る形となっており、現在部屋の中は工場関係者の家族などだけが過ごしている状態だ。

「……それにしても、こんなに集まるなんて」

「貴方あなたのお父さんの造った物に、それだけ色々な人が期待してたって事でしょう？」

　有菜の呟つぶやきに答えたのは、冷めた目に皮肉げな笑いを浮かべるクラスメイトだった。

「あ、深み冬ふゆも来たんだ！」

「来るつもりは無かったんだけど、せっかく関係者席に入れるからって、弟が行きたい行きたい五う月る蠅さくてね。全く困った子なんだから」

　当の弟とやらは「近くで見たい」と騒さわいで、クラスメイトの少女達を見つけて一般の観覧スペースへと駆かけていってしまったそうだ。

　そんな雑談を続けていると、一人の男が有アル菜ナに近づいてきて声をかけた。

「やあ、有菜ちゃん、大きくなったねえ」

「あ、深み冬ふゆちゃんのお父さん、こんにちは」

　眼鏡めがねをかけたその男は、誰にも憎にくまれないような、何者にも嫌きらわれないような、そんな顔をしていた。

『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの籠こめられていない相そう貌ぼう。

　眼鏡以外には殆ほとんど造形的な特徴の無い顔に浮かぶ表情には、人を安あん堵どさせるような柔やわらかい笑顔が浮かべられていた。

　そんなクラスメイトの父親を前に、有菜はペコリと頭を下げる。

「今回も父の仕事を引き受けて下さってありがとうございます！」

「いや、こちらこそ、いつも素す敵てきな仕事を持ってきてくれて感謝してるんですよ。……そういえば、徹てつ也やさんはどちらに？」

「あ、はい。父さんは来らい賓ひん席の方にいると思います。さっき、ガイアシャフトの社長さんと一いつ緒しよに出て行きましたから」
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来賓席




「そろそろ、理由を教えてくれてもいいんじゃないですか」

　コクピットで歓声を浴びる少年を眺ながめながら、西にし神がみ零れい也やが隣となりに立つ男──朝あさ乃の橋ばし徹也に問いかける。

　二人とも体と顔を巨大ロボに向けたままで、特に顔を合わせる事はない。

　感情の薄うすい零也の問いに対し、工場長は毒の抜けきった声で言葉を返す。

「理由？」

「一ヶ月前のあの夜……あれだけの啖たん呵かを切って出て行った貴方あなたが、半日もしないうちに心変わりをした理由が知りたいんですよ」




　ガイアシャフトの社長室で相あい対たいした日の深夜──突然西神の携帯に電話が掛かってきた。

　電話の相手は徹也であり、まだ言い足りない事があるのかと通話ボタンを押すと、複雑な感情を交えた声が、絞しぼり出すように言葉を紡つむぐ。

『夕方の話は無かったことにしてくれ。……俺おれがまた心変わりする前に、とっととパイロットは出雲いずもイズナだって発表してくれ』




「一体、貴方あなたの身に何があったんです？」

　淡々とした調子で尋ねる零れい也やに、工場長は暫しばし沈ちん黙もくを続けていたが──やがて、頰ほおをかきながら言葉を紡つむぐ。

「あの夜ねえ、工場に侵入者がいたんですよ」

「……侵入者？」
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一ヶ月前　中なか富とみ工場




　物陰から顔をだした工場長が、そこで見た物は──




　涙なみだを流しながら巨大な人型ロボットを見上げる、一人の少年──

　出雲いずもイズナの姿だった。
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「あの子が？　この工場に忍しのび込んだって言うんですか？」

　驚きの声をあげる零也に、工場長は静かに頷うなずいた。周囲に沸き起こる歓声に声を紛まぎれ込ませ、零也にだけ聞こえるような声で語り出す。

「うちの警備がザルだったのか、それとも警備員が噂うわさに出てた『出雲イズナ』を関係者だと思ってスルーしたのかは分かりません。どちらにせよ問題ですがね。……まあ、とにかく私は、暫しばらく動けませんでしたよ」

「動けなかった？」

「まあ、公開前だから当然の話なんだけどさ……あんなに嬉うれしそうな顔をして、俺達の造った巨大ロボットを眺ながめる子供なんて……正直、初めて見たもんでね」
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　とりあえず、声をかけて事務所へと連れて行ったのだが──イズナ少年は、悲しそうな目で『御ご免めんなさい……』と呟つぶやくだけだった。

　どうして忍しのび込んだのか？

　工場長はとりあえずその事から問いかけたのだが──返ってきた答えは、彼にとって意外なものだった。

「……見たかったから……」

「……え？」

「僕が……乗るかもしれないロボットを……見たかったから……」

　先週テレビで見た時は、明らかに興味がなさそうだったように思えた。そう尋ねると、彼は恥はずかしそうに目を逸そらしながら呟つぶやいた。

「……あんまり人前ではしゃぐのは……ロボットのパイロットらしくないと思ったから……」

　その言葉を聞いて、徹てつ也やはハタと気付く。

　──ああ、そうか。

　──この子にとっては、ロボットのヒーローっていうのはそういうイメージなんだ。

　かつて自分が、喧けん嘩かが強くなければいけないと思ったのと同じように──目の前の少年も自らを巨大ロボに乗るヒーローたらしめようとしたのだろう。

　つまり、この少年は──

　同じなのだ。

　朝あさ乃の橋ばし徹也という人間と、全くの同質の存在なのだ。

　それを感じた徹也は、怒る事も忘れ、しつこく同じ質問を繰り返す。




　どうして忍び込んでまで見たかった？

　本当に、乗りたいのか？

　何な故ぜ？




　そんな質問の群に返ってきた答えは、常にシンプルなものだった。




「かっこいいからだよ」




「……他に理由なんてない」




「小さい頃から……ずっと、憧あこがれてたんだ」

　恥ずかしそうに答える少年だったが──答える時は、決してこちらから目を逸らす事はなかった。

　テレビでは気取っている少年が、こちらの顔を見ながら呟いた。

「あの……もしかして、テレビに出てた、あのロボットを造った人ですか？」

　頷うなずくと──少年は暫しばらく口をパクパクさせ──もう一度『御ご免めんなさい』と言った後に、『ありがとうございます』と口にし、両目に涙なみださえ浮かべ始めた。

「僕が……大人おとなになるまでには、こんな日は来ないんじゃないかって思ってました……」

　あのロボットを、本物の巨大ロボットを見る事が本当に嬉うれしいと呟つぶやき、少年は笑いながら泣き出した。雑誌モデルとしてのクールな姿は無く、そこにあるのは、ただ一人の純真な少年の姿だった。

　そんな少年を見て、徹てつ也やは再び気付く。

　気付いてはならない事に、気付いてしまう。

　──ああ、あああ。




　──俺だ。

　──この子は……あの頃の俺だ。




　もしも、子供の頃、スーパーロボットに乗りたいという夢を描いたあの頃の自分が、現代にそのまま現れたとしたら──

　あの頃の自分は、一体どのような行動を取るだろうか？

　そう考えた時、工場長は全すべてを悟さとる。

[image: ]

　自分はもう工場長であって、徹てつ也や少年ではないのだと。

　目の前にいる、目を輝かせた少年こそが、かつての自分自身であると。

　もう、今の自分が見ている夢は──かつて見ていた夢ではない。

　人生を捧ささげてきたからこそ、夢を叶かなえなければならない。

　──違う。

　そんなものは、子供の頃に描いた夢ではなかったはずだ。

　──かっこいいから。

　ただそれだけの、単純な我わが儘ままだった筈はずだ。

　工場長は、目の前の少年とそれ以上相あい対たいすることができず──

　気付けば事務室を飛び出し、西にし神がみ零れい也やの名めい刺しに書かれた携帯番号を呼び出していた。
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「結局ね、私は自分の人生を夢に捧げてたと思ったら、夢そのものすら、どこか遠いところに捧げちまってた、ってオチなんですよ。そんな事に気付いた瞬しゆん間かん──目の前に、昔の自分のコピーがいるんだ。やることは一つでしょう」

　苦笑しながら語る工場長に、同じように苦笑しながら皮肉の言葉を返す零也。

「大人おとなだったら、きちんと子供に手に入らないものは手に入らないと、ビシっと教えるべきじゃないんですか」

　すると、徹也はそこで言葉使いを乱暴な物に戻し、青年実業家に対して皮肉を返す。

「あんたが言うには、俺おれは最低の餓が鬼きらしいからな。知ったこっちゃねえさ」

「違いない」

「それによ……あのイズナって小こ僧ぞう、もしかしたら、俺がこういう反応するって知ってて……わざと工場に忍しのび込んだのかもな。いや、もしかしたら子役モデルになったのも、あんたに近づいたのも、全部あのロボットに乗る為ための布ふ石せきかもしれねえぞ」

「考えすぎでしょう。何な故ぜそう思うんです？」

　再び問いかける零也に、既すでにタメ口となった徹也が自じ嘲ちよう気味な答えを口にした。

「俺が餓鬼の時にロボットが完成しかけてたら、多分同じ事をするからな」

「……同じ事とは？」

「まず、自分を磨みがきに磨いて子役タレントになる。芸名は……俺なら戸と隠がくしタケルだ。とにかく、スーパーロボットに乗りそうな名前をつけるのさ。そして、人気者になった所で……巨大ロボットのパイロットは子供こそが相応ふさわしい、って空気を作るってわけさ」

「それは……その通りでしょうね」

　クツクツと笑う青年実業家の横で──気付けば、工場長も笑っていた。

「それにな、夢から醒さめても、悪い事ばかりじゃなかったさ」

　工場長はゆっくりと工場の方を振り返り、二階にある関係者席の窓に目を向ける。

「今け朝さな、初めて娘むすめの作った味み噌そ汁しるをきちんと食ったんだけどよ……」




「いつの間にか、女によう房ぼうと同じ味になってたよ」
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　同じ頃──関係者席の中で、有アル菜ナが深み冬ふゆに嬉うれしそうな顔で語りかけていた。

「本当に、突然パイロットをあの子にするって言い出した時は、どうしたんだろうって思ったんだけど……父さんが変わって、ちょっと嬉しかった事もあるんだ」

「例えば？」

　興味深げに尋ねる深冬に、有菜は無む邪じや気きな笑顔を浮かべて、嬉しそうに嬉しそうに呟つぶやいた。

「父さんがさ、初めて私の味噌汁を普通に食べてくれて……美お味いしいって言ってくれたの！」

「良かったわね。……あの男の子に夢をゆずって、色々と吹っ切れたんじゃない？」

　あくまで冷めた表情で語る級友を前に、有菜は複雑な表情で自分の本音を吐はき出した。

「うん……だけど、ロボットの話をしなくなるとしたら、それはちょっと寂さびしいかなって思う」
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「それで、これから貴方あなたはどうするんですか」

　有菜と同じような疑念を抱いだいたのだろうか。

　零れい也やがおもむろに問いかけると、工場長は目を輝かせて口を開く。

「そりゃ、決まってるさ」

　西にし神がみの問いかけに、工場長は若々しい笑みを顔に貼はり付け、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような調子で呟いた。

「眠ねむたい面つらの奴やつらに、最高の夢を見せてやるのが──夢から醒めた奴らの義務ってもんだろ」

　その男の瞳ひとみが、自分よりずっと若い輝きを持っている事に気付き──この先、工場長の長いパートナーとなる青年実業家は、苦笑しながら頷うなずいた。




　そして──そんな青年実業家に、工場長も一つの問いを投げかける。

　全すべてをリセットした今だからこそ、改めて思い浮かんだ些さ細さいな疑問。

「あんたさ、なんであんなに、俺おれが乗るのを嫌いやがったんだ？　どうしてあの小僧をそんなに推おした？　企業の利益とか宣伝の為ためだけだとか、そんなんだったらあそこまでしないだろ」

　その問いかけに対し、西神は暫しばしの沈ちん黙もくを挟はさみ──周りの目を気にしながら、溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「貴方あなたと同じですよ」

「？」

　徹てつ也やは表情に疑問符を浮かべるが、西にし神がみは気にせず語り続けた。

「うちの会社のＣＭに協力してくれたイズナ君が、私に『巨大ロボットのパイロットになりたい』なんて話を持ちかけてこなければね……ぶっちゃけ、私が乗りたかったんですよ」

「……は？」

「でもね、出雲いずもイズナという完かん璧ぺきな人材がいるんだったら、やっぱり私は我が慢まんしなきゃいけないでしょう……」

「……？」

　西神の言葉の意図が分からず、首を傾かしげかけた工場長だったが──次の相手の言葉を聞き、その疑問が軽い衝しよう撃げきと共に消え失せた。

「マントル13号のパイロットは小学生。ギアクラスターの主役も、弱じやつ冠かん16歳さいの少年兵でした。そして、私が一番好きなアニメのパイロットは14歳だったんです。……私も、アニメの放映当時は14歳でしたがね」

　彼は少し照れながら話し始めたのだが──途と中ちゆうからはその照れさえも消して口を開く。

「巨大な人型兵器に乗るのは、やっぱり子供じゃなきゃ駄だ目めでしょう？」

「……っ！」

　工場長は気が付いた。

　目の前にいる男もまた──

　かつての自分と、同じ目の輝きをしていると。

「私が我慢してるのに、私よりも年上の貴方が乗るなんて、そりゃ面おも白しろくないじゃないですか」

　──ああ、そうか。

　──なんでこんな単純な事……。

　──こいつもか。

　──こいつも、昔の俺だったのか。

　違いがあるとすれば、それは一つ。

　彼は、自分が乗る事よりも──自分の夢のイメージを守る事を選んだのだ。




　全すべてを悟さとった工場長に気付いてか気付かずか、西神は鼻の頭を搔かきながら呟いた。

「まあ、願わくば……二号機をもし造るなら、そのパイロットについては希望はあるんですけどね」

　どこか申し訳なさそうに言う西神に、工場長は目を見開いたまま口を開き──




「……俺おれも、多分あんたと同意見だ」
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数分後




「あ、父さん。さっき深み冬ふゆちゃんのお父さんが探して……」

　戻ってきた父親に語りかけた有アル菜ナだったが──後ろに『ガイアシャフト』の若社長がついてきているのを見て、思わず言葉を吞のみ込んだ。

「どうだい西にし神がみさん、この子が俺おれの娘むすめだよ！」

「ははあ、確かに綺き麗れいなお嬢じようさんだ」

　──え!?　え!?

「なあ、いいと思うだろ？」

「そうですね……私のイメージとも合う」

　──何!?　な、なんなの!?

　──ちょ、え……ま、まさかお見合い!?

　突然若い青年実業家を連れてきて、一体父は何を言い出すのか。

　混乱しながら頰ほおを染める少女に、父親である男は妙みような質問をぶつけてくる。

「えーと、色はどうする？　赤がいいか？」

「へ？　あ、赤……？」

「二号機は赤、それは私にとってはある意味常識ですよ」

「まあ、それは後でいいか。やっぱり女性型のデザインとして胸の形をどうするかだな……」

「ちょっと待って!?　な、何の話なの!?」

　混乱して叫ぶ娘に対し、父親は「何を言ってるんだ？」という顔で言い返す。

「何ってお前……二号機の話に決まってるじゃないか！」

「……──」

　沈ちん黙もくが有菜の心を支配する。

　その間２秒。

「──……は、はぁ!?」

「俺はもう夢を見る年でもねえが、お前はまだチャンスがある！　そうだよ、俺の息子むすこみてえなロボに娘を乗せるなら、何も気き兼がねする事ねえよな！　今日からまた忙いそがしくなると思うが、まあ、楽しみに待ってろ！」

「な……な……」

　わけがわからずに周囲を見回すと、深冬が口を手で押さえて思い切り顔をそらしている。

　泣いているのではない。

　笑いを堪こらえているのだ。

「ちょ、ちょっと！　冗じよう談だんじゃないっての！　私の意思はどうでもいいっていうの!?」

　思わず声を荒げる有アル菜ナに、工場長は急に真剣な顔になり──ポン、と娘むすめの肩かたに手を置いた。

「良く聞け、有菜……」

「な……なに？」

　強く言い過ぎてしまっただろうか。

　せっかく父親が元気を取り戻したのに、自分が嫌いやがっては元も子もない。

　一体父に何を言われるのかと、緊きん張ちようして耳を澄すましていると──

　朝あさ乃の橋ばし徹てつ也やは、真剣そのものな顔で、一つの重要な事実を言い放った。

「西にし神がみさんとも相談したんだが……二号機は……飛行ユニットを付けようと思うんだ」

「……は？」

「人型巨大飛行ロボは、現実では間違い無く世界初だぞ！　やったな！　ヒュウーッ！」

　なんの躊躇ためらいもなく、自信に満ちた笑顔で断言された有菜は、一いつ瞬しゆんポカンと口をあけ──

　次の瞬しゆん間かん、周囲に人がいるのも忘れて大声を張り上げた。




「お父さんの……バカァッ！」







　翌日以降──

　有菜は前の席の級友に対し、再び父親の愚ぐ痴ちを並べたてる事となった。

　そして、その級友に、

「楽しそうね」

　と、普段以上にニヤつかれる事になるのだが──それはまた、別の話。
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９年前




とある小学生の作文より　一部抜ばつ粋すい








おおきくなったら




　　　　　２年４くみ　あさのばし　あるな




　わたしのお父さんは、大きなこうじょうでロボットをつくるっていってました。

　だから、わたしは、おおきくなったら、そのロボットのうんてんしゅさんになりたいです。

　お父さんはいっぱいいっぱいしごとをしてるから、きっとつかれてるとおもいます。だから、わたしがお父さんのつくったロボットのうんてんしゅさんになって、お父さんとお母さんをせなかにのせて、そらをとんだりしていろいろなところにつれていってあげたいです。

　ロボットでおいしいごはんもつくってあげたいです。

　しごとでつかれてるお父さんを、らくちんにしてあげたいです。

　だから、わたしはお父さんのつくるロボットをたのしみにしています。

　みんながだいすきなロボットをつくるお父さんのことが、わたしはだいすきです。
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　彼らが造り上げたのは、夢。

　現実の中で見る事のできる、形のある夢。

　その夢の形を崩くずさぬように──

　彼らは槌つちを振るい、夢を練る。




　夢の熱が冷めないうちに。

　熱い夢から醒さめないうちに。





『工場長のドリームチェイス』──完
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都市伝説『黒服の男達』

　アメリカやヨーロッパ、南米など──多くの国々に伝わる伝説です。

　ＵＦＯや宇宙人を目もく撃げきした人々の元に、ある日、数人の男達が現れるのです。

　黒いスーツにサングラス。

　黒手袋に黒ネクタイ。

　威圧感と共に奇き妙みような空気を漂ただよわせる男達が、黒塗りの車に乗って現れるのです。

　どこからともなく、どこからともなく。




　貴方あなたがもしも、ＵＦＯや宇宙人を目撃したとしましょう。

　そして、写真に収めたり、ＵＦＯの落とした何かを拾しゆう得とくしていたとしましょう。

　誰にもそれを話さなかったとしても──『彼ら』は、何な故ぜか貴方のもとに現れます。

　職場だろうと、家だろうと、旅行中だろうと、刑けい務む所しよの中にさえ。




　そして、貴方にこう言います。

『証しよう拠こを全すべて、出しなさい』

　恐れる貴方にこう告げます。

『全すべて忘れてしまいなさい』




　誰も、彼らの正体は分かりません。

　彼らは、貴方あなたが宇宙人を目もく撃げきしたという証しよう拠こを消す為ために動いているのです。

　もしも貴方が証拠を持っているのなら、下へ手たに隠かくしてはなりません。

　写真は全て渡しましょう。

　ネガごと全て。焼き払はらいましょう。

　それでも、なお、貴方が何かを隠し続けるのなら──

　『彼ら』は──

　貴方の存在そのものを、『証拠』とみなす事でしょう。

　消されてしまう事でしょう。

　黒服達の黒い黒い闇やみに塗り込められて、綺き麗れいに消されてしまうでしょう。




　黒服の男達は、果たして政府の特殊機関なのでしょうか。

　宇宙人の送り込んだロボットか何かなのでしょうか。

　あるいは、宇宙人そのものなのでしょうか。

　それとも──

　もっともっと、得体の知れないドロドロとした不ぶ気き味みな何かなのでしょうか。




　だから、ねえ、お気を付けなさい。

　彼らは全ての証拠を消してしまうのだから。

　写真のネガから、人々の記き憶おくに至るまで。




　黒服の男達にはお気を付けなさい。

　黒服の男達には、お気を付けなさい。

　消される事のなきように。

　消される事の、なきように。


















　なに、株価が下がった？

　政治が腐ふ敗はい？　ゲームソフトの発売延期？

　年金問題？　人気タレントが離婚？

　彼女にフラれた？　会社をクビになった？




　それは宇宙人の仕し業わざです。間違い無い。

　忘れた方が身のためですよ。










埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市　航空記念公園




「ねぇねぇ、ムー。こんな晴れた日ってさ、ＵＦＯとか見られそうだよね」

「またルルは下らない事を言い出した」

　ある晴れた日の昼下がり、高校生の男女が航空公園の遊歩道を歩いている。

　ルルと呼ばれた少女──赤あか神がみ瑠る流るは、抜けるような青空を見上げながら言葉を返す。

「なんで？　だって、ほら、こないだあれも完成したじゃん。巨大ロボット！　あんなのができるぐらいだから、ＵＦＯが居たっていいじゃん！」

「ああ、確かにあの馬ま熊ぐま重じゆう工こうのは凄すごかったけど……」

　ムーと呼ばれた少年──一ひ二ふ三み夢む羽うは苦笑しながらルルに対して言葉を紡つむぐ。

「居てもいいもなにもさ、ＵＦＯってのは未確認飛行物体って意味だから、カラスだろうがなんだろうが確認できなきゃＵＦＯだ」

「そういう話はしてません」

「じゃあ、どういう話さ」

　少年の問いに、少女は何も考えずに笑いだす。

「宇宙人とか居た方が、絶対ロマンチックじゃん！」

「いや、いたら恐いよ」

　あっさりと返し、少年は少年で、本などで聞きかじった噂うわさ話を口にする。

「誘ゆう拐かいとかされて腹を割さかれたり金属片を体のどっかに入れられたりするんだぞ？」

「何年前に流は行やった話？　それ」

「それに、黒服の男達が来て色々尋じん問もんされるかもしれないだろ？」

　子供っぽい会話を紡つむぎながら、公園内にある池の周りに辿たどり着く。

「ああ、黒服の男達が記き憶おくを消して回るって話でしょ？　何回か映画にもなってたよね」

「あの映画も、本物の黒服の男達の活動を隠かくすための目め眩くらまし、って話もあるよ」

　そんな話をしながら、彼らは池のベンチにでも座ろうかと話していたのだが──

　不意に、そのベンチに座っていた先客から声をかけられた。

「すいません……ちょっと、いいですか……」

　サングラスをかけた、一人の若い女だった。

　艶つやのある黒髪かみに、黒い女性用スーツ。ワイシャツと肌はだの白さが際立っているが、その顔の中に浮かぶサングラスの黒が更さらに黒の印象を強めている。

　──わ。

　ルルはその女を見て、一いつ瞬しゆんビクリとした。

　今しがたムーと話していた『黒服の男達』を、そのまま女性にしたような外見だったからだ。

　だが──その黒ずくめの女は、都市伝説とは全く異なる事を言い出した。

「あの……ここは……どこですか？」

「へ？」

　唐とう突とつな質問に戸と惑まどうルルとムー。

　ベンチの中央に、膝ひざを揃そろえながら姿勢正しく座っている女。

　酔よっぱらっているようには見えない。

「あ、えーと……どこって……。所ところ沢ざわの、航空公園ですけど……。……あ！　ああ、すいません。案内板ならあっちにありますよ。ここは航空公園駅の方からは離れた位置にありますけど」

　公園の中で迷ってしまったのだろうか。

　そう判断したムーは、途と中ちゆうから答えの方向を変えて対応したのだが──

「その……今は、何年の何月何日の……何時ですか？」

「……」

　どうやら、最初の方の対応が正しかったようだ。

　ムーが現在の日付と時刻を伝えると、女はゆっくりと立ち上がり、「ありがとう……」とだけ告げて背を向けた。

　そんな奇き妙みような女が歩き出した後、ルルとムーは互いに顔を見合わせた。

「どうしたんだろう、今の人」

「記き憶おく喪そう失しつ……？」

　少しの間、不安げに女の背を見送っていたのだが、その足取りが徐じよ々じよにしっかりしていったことを確認し、ほっと胸をなで下ろして笑いあった。

「寝ぼけてただけかな？」

「もしかして、黒服の男達に記憶を消されたんだったりして！」

「まさか」

　笑いながらベンチに座り、宇宙人についての会話を再開するルルとムー。

　なんだかんだ言って、ルルもムーもその手の話が大好きなのは確かだった。




　しかし、二人とも気付く事はできなかった。

　つい数秒前に会話した女性が、二人の語る都市伝説のような、奇き妙みような体験をしてきた直後だという事に。




　そして、女が一体何者であったのかという事にも。





◆






　結局の所──女の記憶は曖あい昧まいだった。

　自分が寝ぼけているのか、何か薬でもやっていたのか、それとも頭でも打ったのか。

　原因は解わからないが、ルル達と別れた女にとって、現在唯ゆい一いつ確かな事は──

　己の脳のう味み噌その中が、酷ひどくぼやけた状態であるという事だけだった。




　──私は……。

　──ええと……。

　──航空公園……埼さい玉たま県の……。

　──私は……えと……。

　航空公園内の遊歩道を歩きながらも、彼女は自分が何者なのかを考える。

　サングラスを外すと、目に僅わずかな痛みを感じた。

　歩道を踏みしめる感かん触しよくは確かで、ここが紛まぎれもなく現実だという事を確信させる。

　だが、肝かん心じんの記憶が混こん沌とんとしており、彼女は全身に脂あぶら汗あせを滲にじませている状態だった。

　焦あせれば焦るほど、脳内の情報が混沌の奥に消えていくような気がする。

　このままでは、自分の脳味噌の中身が全すべて消えてしまうのではないだろうか？

　そんな錯さつ覚かくが、彼女をますます焦らせる。

　──落ち着こう。

　──落ち着かなきゃ。

　──私、は。

　──そうだ、名前。私の名前は……。

　──……美み津つ川がわサヤ。

　名前を思い出せた事を合図として、全身に掛かる負ふ荷かが幾分軽くなる。

　──思い出せる……。

　──思い出せる……。そうだ……。ゆっくり……。

　何な故ぜ、自分の記き憶おくが曖あい昧まいなのか？

　一体自分に何が起こったのか？

　曖昧だ。

　曖昧だ。

　脳のう味み噌その中で、色のない空気の塊かたまりがグルグルと伸び縮みしながら蠢うごめいているような感覚だ。

　頭が痛いわけではない。気持ち悪いわけでもない。

　ただ、漠ばく然ぜんとした不安感が、延えん々えんと延々と頭の中に広がっている。

　美津川サヤという名前は、確かに自分の名前だ。

　その名前が、無限に広がる不安の海に浮かぶ唯一の船だ。

　頼りない足場を元に、女はとりあえず呼吸を整える事にした。

　男女と別れてから、だいぶ歩を進めていたようだ。

　目の前に現れた噴ふん水すいの縁ふちに腰こしをかけ、静かに頷うなずく。

　──何か、何か情報は……。

　情報、という単語の意味などは解わかる。

　埼さい玉たま県や航空公園の記憶もある。

　抜けているのは、自分の事だけだ。

　彼女はふと、自らの腕うでを見て──自分が黒いスーツを身に纏まとっている事に気が付いた。

　──……。

　──そう、だ。

　──私は、この黒服を着て……。

　──同じ黒服の……仲間……？　と……。

　記憶の海に、揺らぎが生じる。

　波は静かにサヤの心の船を揺り動かし、ゆっくりと記憶の断片を浮かび上がらせる。





◆






回想




　黒服を纏まとった女──サヤは、暗い部屋の中で機械のように無感情な声を吐はき出した。

「あなた達の行動は、我々が常に監かん視ししていると思って下さい」

　サヤがそう断言した相手は、腰こしの曲がりかけた老女だった。

「監視……ですか」

　不安そうに呟つぶやく老女に、サヤは淡々と言葉を紡つむぐ。

「我々の行動の意味を理解する事はできないかもしれませんが、その必要はありません。我々の事も、貴女あなたが見た事も、全すべて忘れて頂く形となります」

「そんな乱暴な話がありますか！」

「我々は、貴女の為ためを思って忠告しているのです。貴女が目もく撃げきした件についても忘れて頂く形となりますが、監視であると同時に、保護でもあると考えて頂ければ結構です」

「……」

　老女はそこで黙だまり込み、部屋の中を見渡した。

　そこには五～六名の男達が立っており、サヤと同じく黒服にサングラスという出で立ちで、無言の圧力を老女に与え続けている。

　憔しよう悴すいを見せ始めている老女は、大きく息を吐はき出した後、諦てい観かんの込もった目で呟いた。

「あのう……それで、結局、私が見た物はなんだったんでしょうか……？　あの……本当に、あれは宇宙人だったんですか……？」

　突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出す老女の言葉に、サヤは無表情を崩くずさない。

　周りの男達も、顔をピクリとも動かさなない。

　そして──有う無むを言わせぬ威圧感のあるサヤの言葉だけが、部屋の空気を冷たく震ふるわせた。




「お答えする事はできません」





◆






航空公園




「……宇宙……人？」

　老ろう婆ばの言葉を思い出し、更さらに、それに対して自分が告げた言葉が頭の中に蘇よみがえる。

　一いつ瞬しゆん、なにか夢の話なのではないかと思った。

　だが、思い出した光景はあまりにリアルで、夢や妄もう想そうの類たぐいとは考えられない。

　──そうだ、私……。

　スーツの胸ポケットに入れたサングラスを取り出し、あやふやな記き憶おくを更さらに固めていく。

　──同じような格好の男達と、仕事をしてた……。

　一体なんの仕事をしていたのだろうか。

　自分は、老女を監かん視しして、何を口封じしようとしていたのだろう？

　──宇宙人……。

　──宇宙人……？




　────────────────────────────────────っっっ




　ビクリ、と、彼女の全身の関節が激しく跳はねた。

　荒こう唐とう無む稽けいなその単語に意識を集中させた瞬しゆん間かん──サヤの全身を凍こおった釘くぎの群が貫いた。

　そう錯さつ覚かくするほどの寒気が、彼女の背骨を通り抜けたのだ。

　呼吸が荒くなる。

　呼吸が熱くなる。

　全身の筋肉が震ふるえ始め、心の中の不安の海が激しく冷たく荒れ狂う。

　──知ってる。




　──私、は、宇宙人、を、知ってる……！





◆






　『彼ら』は、こちらを見た。

　こちらを見たのだ。




　見た

　　見た

　　　　　　　　　　見た

　見た　見た　こちらを　　　　　まっすぐに

　　　見た　　　　　　　見た　　　　　　　見た　見た　　見た

　　　　　　　　見た　　　　　　　彼らは　　　　　見た　　　　　　　こちらを


まっすぐに　　見た　　奴やつらが　見た　　




見た　　　　　　　　　　




アレが　　まっすぐに　見た　見た




見られた　見られ　　




た　







◆






　再び、サヤの体がビクリと跳はねる。

　自分の記き憶おくにある、とある一いつ瞬しゆんの光景。その瞬しゆん間かんだけがフラッシュバックとして記憶の中に蘇よみがえったのだ。

　──な、に。

　──今の。何。

　荒れる呼吸を無む理り矢や理り抑おさえ付け、できるだけ冷静になろうとするが、今のフラッシュバックの中に何を見たのかが解わからない。

　ただ、何かを見て、見られたような記憶がある。

　──……？

　──くる、しい。

　そんな事を思い出すのと同時に、彼女の脳のう裏りに更さらなる感覚が蘇る。

　腹部から響ひびく激しい痛みと、死への恐怖が蘇る。

　──お腹なか、いた、い。

　──死にた、く。ない。

　だが──自分の腹部をさすった所で、感覚が現実に引き戻される。

　──いたく……ない？

　スーツ越しではあるが、特に腹に傷などはない。

　──？　？　!?

　自分が死ぬ瞬間の悪夢から冷めたばかりのような、恐怖感だけが記憶に残る嫌いやな気分だ。

　サヤは何が自分の身に起こったのか理解できず、ただ混乱だけが続いていく。

　──ほかの……何か他の事から思い出そう。

　今の記憶にすぐ触ふれるのは、あまりにも危険だ。

　彼女の本能が、心が壊こわれる事を警戒して記憶の探究への枷かせを嵌はめる。

　だが、このままいつまでも混乱し続けるわけにもいかないのは確かだ。

　──おちついて、おちついて……。

　──何か……何か他に……。

　ポケットなどを探ると、携帯電話と財さい布ふが出てきた。

　それを見れば何か解るのではと思い、軽い安あん堵どの気分に包まれる。

　しかし──

「……うそ」

　財布の中には個人情報を示すような物は何もなく、ただ、一万円札が二十枚ほど入れられているのみだ。

『のみだ』、と言うには二十万円はあまりにも大金なのだが、その他の情報が入っていない以上、サヤの不安を紛まぎらわせる材料にはならなかった。

　だが──同時に、心の片隅すみに僅わずかな記き憶おくが蘇よみがえる。





◆






回想




　彼女の手に握にぎられているのは、無数の紙し幣へいの束たばだった。

　黒服の男達の顔がほころんでいるのが見える。

　しかし、何な故ぜだろうか。

　自分自身は、それほど『嬉うれしかった』という記憶とは感じられない。





◆






　──お金……どうして、私、あんなにお金を……？

　より深く思い出そうとするが、そこから先は霞かすみがかかったようにあやふやになる。

　まだ混乱しているようだ。

　サヤは紙幣に関する記憶を一いつ端たん置いておく事にした。

　そして、携帯電話に目を向けるのだが──

　送受信やメールなどはできる状態のようだが、アドレス帳や通話履り歴れきには何のメモリも残されてはいなかった。

　だが──電話を見て、サヤの心の隅に、再び別の記憶が蘇ってきた。





◆






回想




「本当に……！　本当にこんな事になるなんて思わなかったのよぉ……！　私、私もう、どうしていいのか解わからなくて……！　ウア……ウアアァァアァァアン！」





◆






「!?」

　脳のう裏りに響ひびいたのは、自分自身の泣き叫ぶ声。

　──何が……何があったの？

　先刻の回想の中にあった、クールな自分からは想像できない。

　──私は、一体なんなの!?

　混こん沌とんとしてきた自分の記き憶おくを整理する事もできず、逃とう避ひするように携帯電話を弄いじるサヤ。

「……」

　試しに時報に電話をすると、普通に繫つながる事は確認できた。

　イザとなれば、この電話の番号から登録時の自分の個人情報などが分かるかもしれない。

　そんな事を冷静に考え出すにつれ、彼女の心は徐じよ々じよに平静さを取り戻す。

　更さらに心を落ち着けようと、女は周囲の景色に目を向ける事にした。

　もしかしたら、この航空公園に自分がいたという事にも何か関係があるのかもしれない。

　ゆっくりと周囲を見ると、親子連れや子供達の集団、ジョギングをしている老夫婦や運動会の応援合戦の練習をしている高校生達の姿など、実に様々な人々の営みが感じられる。




　そして、彼女はその中から、特徴のある白と黒の模様を見つける。

　小さな子供達の被かぶっていた、様々な動物を模もした帽ぼう子しの数々。

　その中で、丸い耳のついたパンダ型の帽子を見た瞬しゆん間かん──

　彼女の心に、新たな記憶が蘇よみがえる。




「パンダ……」




　──そうだ。

　──確か、私は……パンダを最近どこかで……。

　──それで……恐い思いを……。

　──……？





◆






回想　所ところ沢ざわ市　某ぼう巨大倉庫内




「……日本人ってのはぁよお、バカなんだか頭いいんだかわからねえなぁ……」

　乱暴だが、流りゆう暢ちようと言っていい日本語でそう語っているのは──黒服を纏まとった西洋人の男だ。

　タバコを咥くわえているが何な故ぜか火を点つけておらず、まるでオヤツでも食べるかのように嚙かみ潰つぶしていく。

「あの馬ま熊ぐま重じゆう工こうのばかでけぇロボットだってそうだ。いや、革新的な技術がどうこうって話だったから一応見とけとか言われて、俺おれらも見に行ったんだけどよ……流石さすがに『宇宙のあっち側』の技術は無かったが、おかしいだろ、あれぁよ！　あんなとんでもねえもんを、国が全く関わらねえ状況で民間企業が作るってよ！」

　何な故ぜか苛いら立だっているようで、背後にいた部下に顔をしかめながら怒ど鳴なりつける。

「ああいうのは軍がバックについて、まずは軍事利用を目指して動くのが普通だろうがよ！　なんか実用性があるならともかく、あのロボット、単に技術力の証明として作ったっつってるけどよ、もうそういう規模じゃねーだろあれはよ！　日本はいつもそうだ！　何年か前、最初にどっかの自動車メーカーが二に足そく歩行のロボット作りやがった時も、正直常識を疑ったんだぜ？　俺らはよぉ！」

「はあ」

「うちのＮＡＳＡとソ連が冷戦の時に月に向かってかけっこしたのと同じような真ま似ねを、なんでどことも冷戦してねー民間企業がやらかす必要があんだよ！　うちならとっくにあのロボにミサイルとかガトリングガンとか積んで、紛ふん争そう地域に送り込んでるとこだぞ！　技術は軍が全部強制徴ちよう収しゆう。逆らう企業は皆殺しにしてよ！」

「いえ、流石にそんな横暴なマネは……そういう発言をしていると本当に各部署から抗議が来るので止やめて下さい」

　呆あきれた様子を隠かくしもせずに返事をする部下に対し、横暴な男はますます顔をしかめていく。

「あ、あの……」

　その時──サヤの隣となりに立っていた黒服の男が、目の前の西洋人に声を掛ける。

　彼の顔には戸と惑まどいの表情が浮かんでおり、先刻の回想の雰ふん囲い気きとはまるで違う。

　周りには数人の男達がいるが、その倉庫内に居る者は全すべて黒服を身に纏まとっていた。

　しかし、明らかにその黒服達は二つのグループに分けられていた。

　一方は、西洋人の男を中心としたグループ。

　一方は、サヤの周りにいるグループ。

　両者の違いは──顔色に余よ裕ゆうがあるかどうかだった。

　西洋人は気だるげな苛立ちを顔に浮かべているが、彼の周りの面々はそんな男に呆れながらも平静を保っている。

　反面、サヤ達のグループは、先ほど思い出した老ろう婆ばに纏わる光景とはまるで違い、不安と戸惑いが露ろ骨こつに表情ににじみだしている。

　恐らくは、サヤ自身も同じような表情をしているのだろう。

　そんな気後れした面々に対し、金きん髪ぱつの男はサングラスを外し、それぞれの顔を睨ねめ付けた。

　眼球回りに無数の傷があり、奇き妙みような凄すごみを感じさせる男の双そう眸ぼう。

　小動物なら一キロ先でも逃げ出しそうな眼光を浴びせながら、男は粘ねばつく口調で語り出す。

「しかしよぉ……お前ら、日本の所属かぁ？　随ずい分ぶんと目立った動きしてっから、どんな素人しろうと集団だと思ったら、バックとの繫つながりが全然でてこねえ……。なんだ？　手前てめえら一体何なんだ？」

「い、いや、俺おれらは……」

「そういう素人のフリとかはいーんだよ、タコが！　『マトリックス』のコスプレイベントでもねーのに、こんな黒服集団がうろうろするなんてまともじゃねえだろ！　こっちだってこんな目立つ格好するのに、どれだけの理由があると思ってやがる！」





◆






「……そうだ……パンダ……」

　パンダというキーワードから思い出したのは、そんな奇妙な西洋人の恫どう喝かつだった。

　何な故ぜ、パンダから彼を思い出したのか。

　それには理由がある。

　──パンダを……。

　──そうだ……所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園のパンダを……監かん視ししてたら……。

　──いきなり……あの黒服の奴やつらに……妙みような注射を打たれて……。

　忍術公園のパンダを監視する。

　そんなキーワードが浮かんできた。

　所沢忍術公園では、この夏、美少女忍にん者じやとパンダのイベントが話題となっていた。

　サヤの記き憶おくの中に、そうした情報は残っている。

　だが、何故そのパンダを自分が黒服姿で監視していたのか？

　その理由が解わからない。

　解らないながらも、記憶の波は徐じよ々じよに揺らめき、心の中の小舟を不安の海の何ど処こかへと運びだそうとしていた。

　ゆっくりと、ゆっくりと。





◆






回想




「ま、お前らの正体はどうでもいいわな。こっちもよ、日本の組織と揉もめる事は本意じゃあねんだ。潰つぶしてもいんだが、国際問題にでもなりゃ、それこそ別の部ぶ署しよに俺おれらが潰されらぁな」

　ゴキリと首を鳴らし、白人の男はタバコを嚙かみ潰しながら言葉を紡つむぐ。

「だがな、あのニンジャ周りを嗅かぎ回るのは、そりゃ協定違反ってもんだ。いや、協定なんて実は結んでねえけどよ。お前らがあの腐くされテーマパークの周りをうろついて、回りに回って俺らと関わりがあると思われると困るんだよ。こないだあいつらと揉めたばっかだってのに、あの腐れニンジャが本部まで乗り込んできたら困るだろうが、なぁ？」

「いえ、あの、何の話だか……」

「回りくでぇんだよ。一般人のフリはいいっつってんだろうがよお」

　パン

　と、あまりにもあっさりと、乾いた音が響ひびき渡る。

　いつの間にか西洋人の手には減音器付きの銃じゆうが握にぎられており、放たれた銃じゆう弾だんはサヤ達の間を抜け、後方に積まれていた砂袋にめり込んでいた。

「いいか、パンダにも餓が鬼きにも……つーか、あの施設に近づくな。次は、脅おどしじゃすまねえぞ」

　絶句しているサヤ達に、男は淡々と告げ、そのまま背を向けて去っていく。

　立ち去る最中、こちらにも聞こえる程の大声で、わけの解わからない愚ぐ痴ちを溢こぼし続けながら。

「ったくよぉー、拷ごう問もんでもなんでもできりゃ楽なのによぉ……余よ所その部署の連中と協定結んでるとマズイしよお……ああ面めん倒どう臭くせぇ面倒臭ぇ！　これだから宇宙絡がらみは面倒だってんだ！」





◆






「……」

　──なんだったんだろう。あれは。

　そのまま自分は仲間達と共に解放された記き憶おくがある。

　心底安あん堵どしたような記憶もあるのだが──今度は、別の壁にぶつかった。

　──仲間……？

　──そうだ、そうだよ。

　──あの黒服の男達……。私と一いつ緒しよに震ふるえていた方の……。

　──彼らは、何者なの？

　──おぼろげに顔とかは思い出せるんだけど……。

　その時、サヤは再び自分の腹に妙みような違和感を覚えた。

「……？」

　まるで、思い出す事を自分の体が警告しているかのようだ。

　だが、記憶の中の小舟は徐じよ々じよに勢いを付け始め、どこかの島に辿たどり着こうとしている。

　それは皮肉にも、先刻思い出した、銃じゆうを向けられるという具体的な『恐怖』がキーワードとなっていた。

　──ああ、そうだ……。

　──他にも、なんだか……似たような目に遭あったような……。

　──恐い人達に囲まれた記き憶おくが……。




　──あれは、確か……。





◆






回想




「やってくれたのう、兄ちゃん達よぉ」

「何イキがってくれとんじゃ？　おぉ？」

「人生楽しいんか？　ああ？」

　腹に響ひびく声が頭上から響く中、サヤは仲間の黒服達と共に正座をさせられていた。

　場所は、どこかの日本家屋の中らしい。

　畳たたみの上に正座する黒服達は、みな一同に顔を俯うつむかせ、カタカタと全身を震ふるわせている。

「お前らよお、さっきから黙だまってて、話聞いとるんか？　あ？」

「人と話ぃする時ぁ、相手の目を見ぃって子供の頃に言われんかったんか？　お？　それともあれか？　ワシらは目を合わせる価値もないってか？　お？　お？」

　怒ど鳴なり声ではないが、声は鼓こ膜まくを通り越し、サヤ達の背骨を冷たく震わせる。

「すいません、すいません……！」

　サヤも男達も、口を開けば謝罪の言葉を繰り返すのみだ。

　声は既すでに涙なみだ混じりとなっており、黒服という格好が本来持つべき威圧感は欠片かけらも感じられない状態である。

　それもその筈はずであり──

　彼らを取り囲む十数人の男達は、多くの者が服の隙すき間まから鮮あざやかな刺青いれずみを覗のぞかせており、一目で『その筋すじの者達』と解わかる姿をしていたのだから。

　外観通りの威圧感。

　針のむしろ状態となったサヤは、自分はこのまま死ぬかもしれないと半分以上諦あきらめている状態だった。

　極ごく道どう者ものの一人がしゃがみ込み、涙目のサヤに視線の高さを合わせて問いかける。

「姉ちゃんもよー、若いのによー、綺き麗れいなのによー、なんで自分を大事にしないかねえー」

「ず、ずびません、ずびません」

　鼻水混じりの声で、やはり謝る事しかできないサヤ。

「死んじゃうでしょ、ね？　俺おれ達の身内をさ、宇宙人だのなんだのさ、妙みような噂うわさを近所に流したりしたらさ、死んじゃうでしょ？　ね？　気に病んで自殺とかしちゃったりさ、宇宙人を倒せなんて変なのが来て刺さされちゃうかもしれないでしょ、ねぇ？」

　スキンヘッドの男は優しげに語りながら、言葉の中身は徐じよ々じよに物ぶつ騒そうになっていく。

「つまりこれって殺人未み遂すいだからさ、ね、お姉さん達、正当防衛で俺達にコロっと色んな事をされちゃっても文句言えないでしょ？　ね？」

「ずっ……ずびませんんっ！」

　──もうダメだ。

　──殺される。

　──やっぱりだ。

　──こうなると思ってたんだ。

　──やっぱり……私達、バチがあたったんだ！

　心しん中ちゆうでそんな事を叫び、もはや完全に死を覚かく悟ごしようかとしたその時──




「おい、やめろ。お前ら」

　部屋に入ってきた一人の男が、男達を一いつ瞬しゆんで黙だまらせた。

　まだ若さも感じさせ、一見すると整った顔立ちをしているが──顔面に走る大きな刀傷が、有う無むを言わせぬ威圧感を周囲に対して振りまいている。

「若わか頭がしら……」

「サマー達はもう気にしてねえっつーからよ、これ以上なんかやるのは筋すじ違いだ」
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「いいんですかい」

「こいつら埋うめて、サマー達に責任の欠片かけらでも負わせるような真ま似ねはしたくねえ」

　命令口調ではないものの、男の声には有無を言わせぬ圧力のようなものがあった。

　そして──その圧力に僅わずかな怒気を含ませた声が、サヤ達の鼓こ膜まくに響ひびき渡る。

「……俺も色んなもんは見てきてるからよお……。宇宙人だの政府の非公然組織だのがどうたらいう話を、頭から信じないわけじゃあねえ。そのへんの話は分かるつもりだ」

　意外な言葉を吐はき出しながら、若頭と呼ばれた男はサヤ達の前にあぐらを搔かく。

　──助かった。

　黒服達の誰もがそう思い、顔を上げたのだが──

　男の一人の鼻先に、銀色に煌きらめく棒ぼう状じようの先せん端たんが突きつけられていた。

　それが長ドスの刃やいばであると気付き、黒服達は悲鳴すら凍こおり付き、そのままピクリとも動く事ができなくなる。

　石のようになった黒服達を前に、『若わか頭がしら』は、清流の川音さながらの静けさで、それこそ流れるようにサヤ達の耳に『言葉』を流しこんだ。

「……だが、お前らの話がでたらめだってのも分かるんだよ。このポンツクどもが……今度うちの娘むすめの周りをうろついた時は……お前らの体が地球人なのか宇宙人なのか判別つかなくしてやるから……そう思え」





◆






『若頭』の言葉を思い出し、サヤは勢いよく立ち上がった。

　そして、バネ仕掛けの人形さながらの動きで、テンポ良く自分の周囲を見渡した。

　あの恐ろしい『若頭』が、自分の傍そばにいるのではないかという錯さつ覚かくに囚とらわれたからだ。

　しかし、彼女の周りでは相変わらず家族連れなどが行き交っているのみだ。

　ホッと胸をなで下ろす彼女だったが──

　同時に、別の悪寒おかんが体の奥底から湧わき上がってくる。

　その記き憶おくの断片の中に──自分達の正体が示されている事に気が付いたからだ。





◆






回想




　既すでに、殆ほとんどの任にん俠きよう者しや達が退室した部屋の中。

　先刻の『若わか頭がしら』の迫力に気け圧おされて、サヤを含めた黒服達はいまだに動く事ができずにいた。

　そんな彼らに対し、部屋に残っていたスキンヘッドの男が告げる。

「お前らの面つら、うちの若い奴やつが知ってたんだよ」

　嘲あざけりと蔑さげすみを入り交じらせた目で見下ろしながら、スキンヘッドの男が言葉を続けた。

「こないだガサ入れされて逃げた、丸まる伐ばつ組の下っ端ぱの更さらに使いっぱしりの雑ざ魚こだってな、お前らよお」




「オレオレ詐欺とかやらかして、随分荒稼ぎしたらしいじゃねえか」





◆






「……思い……出した」

　それは、ある意味──記き憶おくを整理する中で、最大の衝しよう撃げきだった。

　美み津つ川がわサヤは、自分が何者であるかというのを、今この瞬しゆん間かんにハッキリと思い出したのだ。

　本当ならば、もっと早く気付く事ができていたかもしれない。

　だが、彼女自身の心が、自分を知る事を拒否していたのかもしれない。

　目を背そむけたかったのかもしれない。




　自分が、唾だ棄きすべき犯罪者であるという事実から。





◆






回想




「本当に……！　本当にこんな事になるなんて思わなかったのよぉ……！　私、私もう、どうしていいのか解わからなくて……！　ウア……ウアアァァアァァアン！」

　悲痛に泣き叫ぶサヤに対し、携帯電話の向こうから老人の声が聞こえてくる。

『わ、解った、アズサ。一体、いくら必要なんだ！』

「三十……万円……ヒグっ……あれば……示じ談だんにして……くれるって……」

『そうか、そのぐらいならすぐに用意できる、だから、とにかく早まった真ま似ねだけは考えないでおくれ……！』

「うん……うん……ありがとう……お爺じいちゃん……」





◆






　先刻蘇よみがえった電話の記き憶おく。

　その続きが、まざまざとサヤの脳のう裏りに浮かび上がり、これでもかという程に強く、激しく焼き付けられた。

　──あ……ああ……そうよ……。

　──私は……詐さ欺ぎ団の一人で……。

　自分の正体に気付いた女は、今までとは違う意味で足元がふらついた。

　──そうだ……この携帯電話……調べたって私の個人情報が分かる筈はずないわ……。

　──ホームレスに作らせた、とばし携帯殺人名義だもの……。

　噴ふん水すいの前で立ち上がったまま、座る事も立ち去る事もできず、ただおぼつかない足元に合わせて己の心が揺れ続けるのを感じていた。

　──そうだ……思い出した。

　──思い出した……。

　──私がこんな服を着てるのは……。




　──私が宇宙人がどうのこうのなんて言ってたのは……。





◆






回想




「畜ちく生しようがぁっ！　一体なんでこんなタイミングでガサ入れが……！」

「どうすんだよ、金をおろす暇ひまも無かったからよ……丸まる伐ばつ組は数ヶ月前の爆ばく発はつだの、こないだ幹部が行方ゆくえ不明になっただので、なんかゴタゴタしててケツもっちゃくれなさそうだしよお」

「その分、こっちも上納金待って貰もらえてんだから良いだろうがよ」

「くっそ、せっかく上う手まく行ってたのによ……マニュアルも全部回収されちまったろうから、対策とかされちまうかもな……」

　どこかのアパートらしき部屋の中。

　決して広くない部屋の中で、五～六名の男女が屯たむろしている。もっとも、男女といっても女性はサヤ一人だけだったのだが。

「なんか新しいの考えねーとな」

　リーダー格と思しき男が、タバコを吹かしながら天てん井じようを仰あおぐ。

　テレビは先刻からニュースが垂たれ流しになっているが、警察のガサ入れ結果に関する情報などは流れてこない。

　代わりに、一見すると目を疑うような、奇き妙みようなニュースが次々と流れていた。

・病院の死体安置室から死体が消えていく事件の続報。

・空から料理に使うオタマが大量に降る事件。

・猫ねこ耳みみをつけた巨大ミミズ発見。知的生命体か？

・ヒーローショーの衣装が盗とう難なんにあうも、すぐに返される事件。

・怪かい盗とうエタノール、島を一つ盗ぬすみ紛ふん争そうを止める。

・チュッチュッチュ・チュチュパロス事件再び。

・航空公園でドラゴンが目もく撃げきされるも、直接的な被害がまだ無い事から、攻こう撃げき派・捕ほ獲かく派・保護派でトラブルが発生。過去に多た摩ま川に迷い込んだアザラシと同じように、ドラゴンに住民票を与えるべきとの声も。

・『勇者』と名乗る男が高校生らしき青年に殺され、死体が消滅したという奇妙な目もく撃げき証言が──。

「……今日って、エイプリルフールだったっけか」

「……これ、バラエティ番組じゃねえよな？」

「なんか変な事件多いな。どうなってんだ」

「つーか大半のニュース、この辺の話だったな」

「地球の終わりが近いんじゃね？」

「宇宙人の仕し業わざかもな」

　男達は好き勝手な事をベラベラと喋しやべっていたが──

　リーダー格の男が、不意に妙な事を呟つぶやいた。

「……それ……使えるかもな」





◆






　──そうだ……。

　──それで、あいつが、新しい詐さ欺ぎを思いついたんだ。

　──新しい……っていうか、もしかしたらずっと昔からあるのかもしれないけど。





◆






回想




「だからよ、さっきのニュースみてえな、ぶっちゃけよくわかんねー事件があるとするだろ。ターゲットは、その目もく撃げき者の連中さ。マスコミが離れて、騒さわがれなくなった事件あたりが狙ねらい目だな。自分が信じられねえもんを見たって混乱して吹ふい聴ちようしてるような奴やつの所に行って、こう言ってやるんだ。『あなたは知りすぎたようだ』ってな。相手に有う無むを言わせねえ『不安』を与える所から始めるのは、オレオレ詐さ欺ぎと一いつ緒しよだろ」

　リーダー格の男は、タバコを吹かしながら淡々と言葉を繫つなげていく。

「それでよ、俺おれ達は黒いスーツとかよ、『いかにも』な感じの格好して近づいてよ、貴方あなた達を監かん視ししている、とかなんとか言ってよ。実際、そいつの出先とか職場とか家の周りをウロチョロして、『黒服が自分の周りをうろついてる』って印象を植え付けるんだ。しかも、最初に政府の非公式機関だ、とでも言っておきゃ、警察に連絡される可能性も低くなるさ。実際に連絡されそうになったら姿を消せばいいだけだしな」

「……で、どうやって稼かせぐんだよ」

「カモがどれだけ俺らの話を信じるかで臨りん機き応おう変へんにいけるさ、例えば、盗とう聴ちよう器きがあるかもしれないので調べる、って言って上がり込んで、そこでこっそりポケットから変な機械の部品を出して『ありました、盗聴器です』とでも言えばあっさり信じるかもしれないぜ。あとは、その作業の時に本物の盗聴器をこっそり仕込んだり──────」

　徐じよ々じよに具体的に語られていく『黒服詐欺』の内容。

　最初は荒こう唐とう無む稽けいな話かと思ったが、徐々にその話の具体性が増すにつれ────サヤは、その話から意図的に耳を塞ふさぐ。

　実際に手で塞いだわけではなく、敢あえて意識を男の言葉から逸そらし続けた。

「おい、サヤ」

　だが──突然名前を呼ばれる事によって、逸らした意識が強制的に引き戻された。

「おめーも付き合ってくれんだよなぁ？」

「え……」

「オレオレ詐欺の時はオメーが上う手まくやってくれたからよ。つーか、テレビでやってるオレオレ詐欺のイメージ映像の大半は男の声だしよお。お前がやるとやっぱ成功率がハンパねえしな」

　にやにやと笑う男に対し、サヤは困ったように目を逸らす。

　だが、そんなサヤの顎あごを、男の手がガシリと摑つかみ上げ──強制的に自分の方に向けさせる。




「なぁ……。サヤは俺おれを見捨てたりしねえよなぁ？　そうだろ？　なぁ？」




　その言葉はかろうじて問いかける形を保ってはいたが、実質的には脅きよう迫はくに過ぎなかった。





◆






　──そうだ……それで、私はあんな事を……。

　再び噴ふん水すいに腰こし掛け、頭を押さえながら俯うつむくサヤ。




　最初に仕事をしたのは、針はり山やまという男だった。

　いくつかの怪かい事件の目もく撃げき者として名前が上がっていて、デザイナーとしてそこそこ裕ゆう福ふくな生活を送っているというので、目をつけたのだ。

　実際、彼に対しては計画は上う手まく行った。

　盗とう聴ちよう器きなどを屋内に多数仕掛ける事に成功し、相手は微み塵じんもこちらの事を疑っていない様子だった。あまりにも簡単に信じるので、逆に不安にもなりかけたが──思えば、オレオレ詐さ欺ぎの時も『私よ』と言っただけで相手が孫娘むすめだと信じるなどとは思っていなかっただけに、人間というのは自分が想っているよりも騙だまされやすい生き物なのかもしれないと考えた。

　リーダー格の男が「あの家、歌手のジョン＝デルタとかも来たりするんだってよ。盗聴器から色々なネタ拾って儲もうけられるかもな。企業の噂うわさでも聞けりゃ、インサイダー取引で一儲けできるかもしれねえ」と浮かれていたのが思い出される。

　──あんな人の良さそうなオジサンを騙すなんて……。

　サヤの脳のう裏りに、改めて針山という男の風ふう貌ぼうが思い浮かんだ。

　眼鏡めがねをかけたその男は、誰にも憎にくまれないような、何者にも嫌きらわれないような、そんな顔をしていた。

『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの籠こめられていない相そう貌ぼう。

　眼鏡以外には殆ほとんど造形的な特徴の無い顔に浮かぶ表情には、人を安あん堵どさせるような柔やわらかい笑顔が浮かべられていた。

　そんな針山真しん吉きちという最初の『カモ』を思い出し──彼女の心にどうしようもない罪悪感が湧わき上がった。

　──どうして私は、嫌だって言えなかったんだろう。

　──脅おどされたなんて、恐かったなんて、理由にならない。

　──直接顔を合わせない前の詐欺の時でも嫌だったのに、あんな人の良さそうな顔を目の前にして騙すなんて。

　──いくらあいつに「見捨てたりしないよな？」って睨にらまれたからって……。

　──……。

　──……？

　──……あれ？

　暫しばらく自己嫌けん悪おに陥おちいっていた彼女だが、ふと、奇き妙みような事に気が付いた。

　──あいつって……誰？

　不思議な事に──自分達の詐さ欺ぎの被害者である針はり山やまという男についてはハッキリと思い出せたのに、仲間であった男達の名前が思い出せないのだ。顔も、おぼろげにしか思い出せない。年ねん齢れいは疎おろか、あのリーダー格の男が、自分にとってなんだったのかすら思い出す事ができないのだ。

　恋人？

　兄妹？

　親子？

　いくつかの可能性を想像するが、どうしても答えに辿たどり着かない。

　──まだ……。

　──まだ何か、忘れてる……事が……。

　そう考えた瞬しゆん間かん、腹のあたりが再び疼うずきだした。

　──ああ……。

　──何か……関係がある。

　──この、お腹なかの疼きと……。

　不安の海の中に、いくつかの記き憶おくの断片として島が浮かび始めた。

　だが、まだその莫ばく大だいな不安が引くことはなく、暗く冷たくサヤの心を侵おかし続けた。

　──思い出さないと。

　──私は……どうなったの？

　──そうよ、どうして私は……こんな所に……？

　──あの、極ごく道どうの人達に囲まれて……。

　──その時のショックで記憶があやふやになって、ここにまでフラフラと来た……？

　──違う。

　──違う、違う、違う違う違う違う違う違う。

　──私は……確か……。





◆






回想




　針はり山やまというデザイナーの家に盗とう聴ちよう器きを仕掛け、まずまずの出だしであると言えた。

　彼に関してはすぐに金を搾しぼり取るよりも、その立場を利用してじっくりと金を生み出そうという形となり、サヤ達はすぐに別の『仕事』に取り掛かる事にした。




『森の中で……あれはゾンビ、そう、ゾンビだよ。確かに見たんだ。なあ、あれは一体なんなんだ？　なんなんだよ？』

「規定により。お答えする事はできません」




『工場の中で、変な影を見たような気がしたんだ。その時は気のせいかって思ったけど……次の日からさ、工場長が人が変わったみたいで……あんなに乗りたがってたロボットなのに、どっかの子供に乗る権利を引き渡すとか言いだしたんだ』

「それは、非常に政治的で、尚なおかつ公おおやけにはできないデリケートな問題です」




『本当なんだよ！　自分は伝説の勇者だとか言ってた奴やつが、変な高校生の男女に襲おそいかかって、逆に殺されたんだ！　な、なのによ、その死体が、なんかきらきらしながら……消えちまって……幻げん覚かくじゃねえ！　本当なんだ！』

「信じましょう。ですが、全すべて忘れて頂きます」




『ヒーローみたいな格好の奴が……本当に変なサーベルを持ち出して……』

「貴方あなたのことは暫しばらく監かん視しさせていただきます」




　そんな調子で、次々と人々の心の隙すきに入り込んでいく黒服達。

　普通の状態ならば『宇宙人』や『政府の特とく殊しゆ機関』などという単語は笑い飛ばされる事だろう。しかし、実際に『信じられないもの』を見て混乱している相手には、驚くほど簡単に自分達の存在を信じ込ませる事ができた。

　トラブルは、二回。

　一度目は、所ところ沢ざわ忍にん術じゆつ公園が非公式に『飼っている』パンダ絡がらみで、某ぼう国こくからの監視がついているという噓うそをついてテーマパークから金を毟むしろうと考えたのだが──テーマパークに接せつ触しよくする前に、別の黒服集団に拉ら致ちされた。

　その時は事なきを得たのだが、二度と忍術公園には近づくまいと男達は話し合った。

　二度目は──一体どのような計画だったのか、サヤは知らされていなかったが──ともかくあの任にん俠きよう者しや達に目をつけられ、事情を知らぬサヤも含めて纏まとめて身み柄がらを攫さらわれる結果となった。




　問題は、その後の事だ。

　組の事務所も兼ねた日本邸てい宅たくから解放された直後──

　憔しよう悴すいした黒服達の背に、声を掛ける者があった。




「あのう……この前の方々ですよね？」

　そこに立っていたのは、腰こしの曲がり掛かけた一人の女性。

　サヤ達が以前にカモにした、一人の老女だ。

　もしや、今いま更さら噓うそがバレたのでは？

　警察が側そばにいるのでは？

　そんな不安に駆かられて、周囲を見回すが──どうやら、その気配はないようだ。

「この前は……本当にありがとうございました」

「えっ……？」

　何の事か解わからず、サヤが戸と惑まどいながら目を向けると──

　老女がこちらに向かって深々と頭をさげ、妙みような事を言い出した。

「それで……お願いがあるんですけれども」

「お願い……？」

「私の友達が、私と同じようなものを目もく撃げきして、とても不安がっているんです。せめて、話だけでも聞いてもらえやしないでしょうか」

「……」

　老女の言葉に、サヤは絶句する。

　──この人……まだ私達の事を信じてるんだ……。

　彼女から具体的にどのような形で金を毟むしり取ったのか、サヤは知らされていない。そのあたりの実行は男達が全すべて仕切っていたからだ。

　だが、彼女からかなりの大金を引き出したのは確かであり、その札さつ束たばを前に皆が浮かれていた事はよく覚えている。

　サヤはそんな老女を前にして強い罪悪感を覚え、とても目を合わせられないと思ったのだが──老女は、こちらが目を逸そらすよりも先に言葉の続きを吐はき出した。

「あなた方がお国の重要な仕事をしとるのは解わかってます。ですが、他に頼る者もいないのです。非番の時などで構いません、話を聞いて頂けるだけでいいそうですから……」

　老女は、そこで一つの封ふう筒とうを差し出した。

　ずしりとした重みのある、分厚い封筒。

　半分開いた口の中から、何十枚あるだろうかという札束が見えた。




「これは……その友達からの個人的な誠意だそうです」





◆






　──そう……だ。

　──私は……おかしいと思ったけど……。

　──でも、みんなは……あのお金に舞い上がって……。

　──仕事を……引き受けて……。





◆






回想




ワゴン車内




「ねえ……もう、こんな事やめようよ」

　黒服の詐さ欺ぎ団が移動に用いる大型ワゴン車の中。

『依頼人達』の元に向かう途と中ちゆう、サヤはそんな事を口にした。

　老女から逆に『仕事を依頼』されてから２週間。

　黒服の詐欺団の手元には、数え切れない程の紙し幣へいが握にぎられていた。

　最初は、適当に話だけを聞いてあしらう予定だった。

　だが、一度そうした相談を受けると、口コミで広がったのかなんなのか、それこそ芋いもづる式で『依頼』が舞い込むようになっていった。

　一部の依頼人達は、まるで黒服達を霊れい能のう者か何かのように敬うやまっている節ふしすらあった。

　最初は戸と惑まどっていたサヤと黒服達だったが──住人達から直接『ありがとうございました』と頭を下げられるようになり始めて、徐じよ々じよに変化が起こり始める。

　ただし、サヤとその他の黒服達では、変化の方向が全く正反対だったのだが。




「私、もう、あの人達を騙だますなんて……やりたくないよ」

　サヤは、自分達を信じて笑顔を向けてくれる人々を前にして、今までとは比べものにならない程の罪悪感を感じるようになっていた。

「はぁ？　意味がわかんねえ。何言ってんだ、サヤ？　今日は一番の大仕事になりそうなんだぞ？　テンション下がる事言うなよ。空気読めよ。アホ」

　一方で──他の男達は、こう考えていた。

　──『世の中は、なんてバカが多いんだ』と。

　──『こんなバカどもの金を貰もらって、一体何が悪いんだ？』と。

「だって、こんな事を続けてたら……」

「オーイ、勘かん弁べんしろよ。せっかく運が向いてきた所だろーがよ！　この程度の金、丸まる伐ばつ組に上納金払ってったらすぐに消えちまうんだからよ！　ここで稼かせげる時に稼いどかねえとよお」

「でも……」

「どうせ『宇宙人を見た』とか『妖よう怪かいを見た』なんて頭がお花畑な連中が相手なんだぜ？　俺おれらが話を聞いて、数日後に『処理したから、もう大だい丈じよう夫ぶ。すべて忘れて下さい』っつーだけで金をくれるんだからよ。俺らも儲もうかるし、バカ共は安心する。誰が損してんだ？　あ？」

「でも……」

「今日は、この先のマンションの住民殆どが依頼人なんだよ！　今までの連中も紹しよう介かいした手前ってんでまた来るって話だ、それだけの人数が俺達に感謝してお布ふ施せまでしてくれるってんだ！　誰が困るんだ？　あ？　上う手まくいきゃ、今までの数十倍の金が手に入るんだぞ！」

　極ごく道どうの集団に囲まれていた時の震ふるえは何ど処こへやら、男は自分が絶対のルールであるとでも言うかのように、暴力的な自信に満ちた言葉を口にする。

　そして、サヤはそんな男を見るのが堪たまらなく嫌いやだった。

「もう止やめて！　私、貴方あなたにこれ以上罪を犯して欲しくないの！」

　男の声を撥はね付ける為ために、とっさに出た一言だった。

　だが──

　その言葉は、彼女を追い詰める結果となった。

　与えてはいけない疑念を、男達に与えてしまったのだ。

　気付かせてしまったのだ。




「……サヤ」

「……え？」

「……お前か？」

　男の顔から、表情が消えている。

　他の黒服達も、冷たい視線でサヤの方に目を向けていた。

「前の詐さ欺ぎの時、警察のガサ入れがあのタイミングで入るのはよ……」

「……」

「サヤ……、手前てめえが……密ち告くったのか？」




　どこまでも暗く冷たい男の視線に睨にらまれ、サヤは、反射的に目を逸そらす。

　それは──男にとって肯こう定ていも同然だった。

「……」

　無言。

　人は怒りが頂点に達すると、怒声すらも吞のみ込んでただ行動だけを行うという。サヤはマンガか何かで得た、そんな話を思い出していた。

　何な故ぜ、今、そんな事を思い出すのか？　それを考えた時、思い当たる事は一つ。




　男が、全く無言のまま──

　サヤの腹部に、折りたたみ式のナイフを突き刺さしていたからだ。





◆






　──そうだ……私……。

　──あの時……あの男に刺されて……！

　ハッキリと思い出し、公園の真ん中だという事にも構わず、スーツとワイシャツのボタンを外して自分の腹部を確認した。

　だが──そこには何の傷もない。

　──え……？

　──どういう事……？

　混乱しつつも、彼女の記き憶おくが蘇よみがえり続け──

　まさに、『フラッシュバック』の瞬しゆん間かんに辿たどり着こうとしていた。





◆






「……舐なめやがって」

　倒れて動かなくなったサヤを見て、

「お、おい」

　他の男達が焦あせった声を出すが、男は欠片かけらも動じない。

「帰りに適当な場所に埋うめとくぞ。今はとりあえず、車の中に隠かくしておかねえとな……」

「シートとかで巻いておこうぜ」

「依頼人の連中は、俺おれらの車の中なんざ覗のぞこうともしねえからな」

「万が一って事がある。誰か見張りで一人残ろうぜ」

　そんな会話をしつつ──彼らは、車を止めようとすらしなかった。

　サヤの死に対する焦しよう燥そうよりも、この直後の『仕事』で手に入る大金を優先したのである。




　男達は既すでにサヤが絶命したものと思っていたが、彼女の意識はまだハッキリとしていた。

　だが、失血のせいか、体が上う手まく動かない。

　声も出せない。

　自分がどうやら死ぬらしいという事は理解できる。不思議と、暴力団に囲まれたり銃じゆうを向けられたりした時と比べ、頭の中は平静だった。

　こんな時に何を考えればいいのか解わからず、ただ、彼女は考える。

　──ああ……そういえば……。

　──この２週間、本当に色々な人達の依頼を受けたなあ……。

　──あんなに、色んな人にありがとうって言われたの、生まれて初めてだよ。

　──あやまりたいけど……もう、遅いよね。

　──ごめんなさい。

　──……。

　──でも……。

　──大人おとなから子供まで……あんなに宇宙人とかを見て怖がってるなんて……。

　──もしかして、本当に宇宙人っているのかな？

　自分の腹から血が溢あふれ出しているというのに、そんなどうでもいい事を考えるサヤ。

　だが──失血によって朦もう朧ろうとしたその頭が、一つの『違和感』に辿たどり着く。

　──あれ？

　──おかしい。

　彼女の脳のう裏りに浮かんだ、ここ２週間の人々の笑顔。笑顔。笑顔。

　だが、その光景が連続して浮かんだ事で、彼女はあるどうしようもない違和感に気が付いたのだ。

　──ねえ、オカシイヨ。

　──嫌いやな予感がする。

　──嫌な予感がスルノ。

　──やめて、もうやメテ。

　──行っチャ駄だ目め。

　──今日の仕事に行っチャ駄目。

　男達を止めようとするが、既すでに声を出す事もできなくなっていた。

　ただ、目と耳で周囲の状況を摑つかむ事ぐらいはできる。




　車が急に曲がるのを感じた。

　どうやらマンションへの小道に入ったらしい。

　そして──車が静かに停車するのを感じ取った。

「……おい……なんだこりゃ」

　運転手の声が聞こえる。

　その声は、僅わずかに震ふるえていた。

「なん……だ……？　なんだこいつら……」

「なんだよ……何人いるんだよこれぇ！」

「やべえ！　こいつらやべえ！」

　窓の外を見て、次々に叫び出す男達。

　そんな声を聞きながら、サヤはぼんやりと考える。

　──ほら、来ちゃ駄だ目めダッタ。

「車を出せ！　ひき殺せ！」

　刹せつ那な──エンジンの音が消えた。

「なにやってんだ！」

「知るかよ！　何もしてねえのに急にエンジンが……っ！」

「糞くそ！　ドアに鍵かぎかけろ！」

「うあ……うぁああああああ！」

「来るな……来るな……来んなぁぁぁぁぁぁぁ！」

　──ウルサイナア。

　一体、彼らはどんな光景を見ているのだろうか。

　サヤは薄うすれゆく意識の中で、それだけが気になった。

　そして、残る気力を用いて、視線を窓の外に向け──




　見た。




　丁ちよう度ど、それは同時の出来事だった。




　サヤが、倒れた状態から上うわ目め遣づかいに外に目を向けた瞬しゆん間かん──




　車の

　　　　　　　　　　窓という窓　　　　　　窓という窓に

　　　　　手が　　　　　手が


人間の手が　　　　　　



　べたり、べたり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べたり

　　　べた　べたり　　　　　　　べたり　　　　　　　　　　　　　　　　べたり

　べたり　べた　べた　ばちり　ばち　ばん　　ばちり　べた　ばん　　ばちり　べた

ばんばちりべた　バチ　べたリ　ぺた　ばん　バチ　べた、べた、べたべたべたべたべたべたべたべたべた、べたべたべた　　　べたべたべ　たべたべ　た　べた　──べたべたべたべたべたべたべたべたべた、べたべた──────────べた　　　　　べたべたべたべ　　たべた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べた、べたべたべたべたべたべたべたべたべた──────────べた　べた　

　　　───────────べたべたべたベタベタベタベタタタタタタ　タ　　タ　タ




　──と、数十の人間の手が、窓という窓にベタベタと勢いよく貼り付く光景が。

　そして、その手の隙すき間まから見えたのは──人間の顔。

　より正確には、人間の顔の皮を被かぶった『ナニか』。




　最初に目についたのは、最初に自分に話を持ちかけてきた老女の顔──の皮だった。

　何な故ぜ『皮』と判断したのか。

　それは──本来眼球があるべき場所が全すべて黒く、異常に大きく開かれた口の中も、ただ黒く──闇やみそのものが人間の皮を被って暴れている、そんな不ぶ気き味みな『ナニか』が──数人、数十人という単位で──サヤの乗るワゴン車を取り囲んでいたからだ。




　そして、眼球の無い、黒いゆらめきだけが浮かぶ眼がん窩かがサヤに気付き──────







　『彼ら』は、こちらを見た。

　こちらを見たのだ。




　見た

　　見た

　　　　　　　　　　見た

　見た　見た　こちらを　　　　　まっすぐに
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アレが　　まっすぐに　見た　見た




見られた　見られ　　




た　










◆






「ひっ……」

　自分自身の回想に、思わず悲鳴をあげるサヤ。

　全身に脂あぶら汗あせが湧わき出し、自分の呼吸が異常に冷たく感じられる。

　──思い出した。

　──私、あそこで意識を失って……。

　気が付いたら、航空公園の池のベンチに座っていたのだ。

　──あれは……。

　──アレは……なんなの？

　──アレが、宇宙人……？

　思い出しただけで寒さむ気けが止まらない。

　背骨そのものが悲鳴を上げているかのような震ふるえに、彼女は更さらに思い出す。

　自分がその時気付いた、依頼人達への『違和感』がなんだったのか。




　──そうだ……。

　──あのお婆ばあさんを含めて……私達の方に逆に接せつ触しよくしてきた人達って……。

　──全員、黒い服を着てたんだ。

　あるいは喪も服ふくであり、あるいはスーツであり、あるいはＴシャツ、ワンピースなどの違いはあったが──

　サヤ達に『仕事を依頼してきた者達』は、皆、真っ黒い服に身を包んでいたのだ。

　葬そう式しきでもないのに、２週間の間に出会った誰も彼もが、黒い服を身に纏まとっているという状況。

　普通ならば異常に思うべきだ。しかし、金に目が眩くらみ、罪悪感に目が眩み、それぞれバラバラに出会うという状況が、その違和感に気付かせなかったのだ。

　──なんなの？

　──あいつら、一体なんなの!?

　──どうして、私を刺さした男の顔も名前も思い出せないの!?

　不意に彼女は恐くなり、公園の中を見渡した。

　自分以外に公園を歩いている人々が、みんな黒い服を着ているのではないかと不安になったからだ。

　だが、当然ながらみんなバラバラの色の服を着ている。

　──……。

　──よかった……。

　胸をなで下ろしたその時、彼女の足元にボールが転がり込んできた。

「すいませーん」

　小学生ぐらいの男の子が、友達と遊んでいたようだ。

　運動場に行く途と中ちゆうにボールを落としたのか、サヤの足元に転がってきたボールを取りに、一人の少年が駆かけ寄ってくる。




　サヤはボールを拾い上げ、少年に渡してやろうと手を伸ばす。

「ありがとうございます！」

　少年はボールを受け取りながら、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「やっぱり、お姉ちゃんはまだいい人だね！」

「え……？」

　初対面である筈はずの少年に妙みような事を言われ、サヤは思わず首を傾かしげる。
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　その傾げた首に顔を近づけ、少年は耳元で囁ささやいた。




「あんな男達の事、忘れたままの方がいいよ？」




「……え？」

「それが、お姉ちゃんの身のためだよ」

「な……にを……」

「僕たち、証拠を消すのは得意なんだよ。昔からね！」

　ニッコリと笑って、去っていく少年。

　彼の着ているのが黒いＴシャツだと気付き、全身に寒さむ気けが蘇よみがえる。

　そして、慌あわてて周囲を見返し──彼女は、気付く。

　確かに、公園内には様々な色の服を纏まとった者達が歩いている。

　当然ながら、黒い服を着た者達も。




　その中で、黒い服を着た人間の殆ほとんどが──

　息を合わせたかのように立ち止まり──サヤの方を向いて微笑ほほえんでいるという事に。




　彼らの微笑みに開かれた口の間から、黒いナニかが一いつ斉せいに覗のぞいたような気がして──

　美み津つ川がわサヤは、再び意識を失った。




　この日、五人の男達が地球上から姿を消したのだが──

　それでも地球は回り続ける。

　彼らが存在した証しよう拠こなど、何も無いとでもいうかのように。

　グルグル。ぐるぐる。

　人々は、今日も地球を回り続ける。







　なに、株価が下がった？

　政治が腐ふ敗はい？　ゲームソフトの発売延期？

　年金問題？　人気タレントが離婚？

　彼女にフラれた？　会社をクビになった？




　それは宇宙人われわれの仕し業わざです。間違い無い。

　忘れた方が身のためですよ。




　私達が、引き受けます。

　地球の嫌いやな事は、私達のせいにしてかまいません。

　だから、どうぞ忘れて下さい。宇宙人のせいにして、全すべてを忘れて下さいな。

　その代わり──少しだけ、地こ球こに住ませて頂きます。




　こコは、とテも素す敵てきな星デすよ。

　その事ダけは、ドウカ忘レナゐデ下サイネ。





『としれじぇ３　～メン・イン・ブラックの閻魔帳～』──完
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日本某ぼう所　某船内




「で、例のニンジャ周りでなんか動きはあったのか？」

　横よこ浜はまの沖おき合あいに浮かぶ、多くの船せん舶ぱくのうちの一隻せき。

　巨大な貨物船に偽ぎ装そうされてはいるが、その内部には様々な通信機器が並び、十分な銃じゆう器きと共に、様々なデータなどが蓄ちく積せきされていく海上の要よう塞さいだ。

　最新鋭のシステムが揃そろうその船内で、場にそぐわぬ荒くれた雰ふん囲い気きの男が、タバコを嚙かみつぶしながら部下達に問いかける。

「今は泳がせといても問題ないって話だが、まったく、本部も何を考えてやがんだか。映像で送った監かん視し対象の色気にやられちまったか？　本部がロリコンの変態揃ぞろいとは泣けるなオイ」

「仕方ありませんよ。今は新種に対する対応で持ちきりですからね」

「ああ、完かん璧ぺきに人間に化ける『皮被かぶり』の連中だろ？　あのかぐや姫ひめみてえに中身まで一いつ緒しよなら可愛かわいいもんだったがな。中身が正体不明の化ばけ物じゃ不ぶ気き味みでしかたねえ」

　地球にとって重要な事をさらりと言ってのける黒服の男に、部下は溜ため息いきを抑おさえ込みながら別の話を切り出した。

「それと、例の、所属不明の黒服集団にも尾び行こうをつけていたのですが、唐とう突とつに足取りが途と絶だえました。……本当に唐とう突とつに消えましたね。痕こん跡せきも一切残っておりません」

「は、素人しろうとのフリしてても、そこはやっぱり同業者ってとこか。流石さすがだね。いつの間にかニンジャに入れ替わられてたどこかのバカ共に聞かせてえもんだ！　あーあー！」

　タバコを吞のみ込みながら聞こえよがしの大声を上げる男に、周囲の部下達は目を細めながら顔を背そむけた。何人かは上じよう司しの耳に聞こえぬように舌した打うちしている。

「で、結局泳がすにしてもよ、なんか解わかった事はねえのか？　あのニンジャ周りでも、ニンジャの餓が鬼き周りでもいいからよ。あの生なま意い気きな小こ僧ぞう、俺おれの鼻の骨にヒビ入れやがって……嫌いやがらせにあの餓鬼のダチ周りにでもちょっかい出してみるか？　あいつに直接じゃなくてよぉ。そうした方があの手のタイプには堪こたえるだろ」

「そういう非人道的な事ばかり発言していると、本当に、本当に各部署から苦情が来ますよ。貴方あなた一人で合がつ衆しゆう国こくのモラルを貶おとしめる事は止やめて下さい」

　無表情に皮肉を告げた後、相手が何か言うよりも先に、部下の女が言葉の続きを口にした。

「それに、例のニンジャボーイの周囲にも手を出す事はオススメできません。下へ手たに突けば、想像以上の騒さわぎになり、不必要なマスコミの介かい入にゆうなどが起こる可能性があります」

「あん？」

　眉まゆを顰ひそめる黒服の上司に、視線は疎おろか顔を向けようともしないまま、部下の女は、淡々と、ただ淡々と事実だけを報告する。

「霊みたま雪ゆき人ひとはその特異な性格上、交友関係は殆ほとんど存在せず、学校でもかなり浮いた存在のようです。ですが……その数少ない親交者の中に、世間的な認知度が高すぎる人物がいます」

「ああ？」

「海外でも一定の評価をされている少年です。彼に何かあれば、もみ消す事はほぼ不可能です」




「フロスト部長も、先日馬ま熊ぐま重じゆう工こうの新技術発表会を視察した際に目もく撃げきしている筈はずですが？」





◆㈱☆






昼　私立所ところ沢ざわ祭さい媛えん中学校　屋上




「やっぱり、学校の屋上は落ち着くな」

「夏休みの間は来られなかったからね」

　中学校の屋上という、通常は立ち入りが禁止されていそうな空間の中──二人の少年が貯ちよ水すい塔とうの台座に背をもたれかける形で座っている。

「改めて言うけどさ……こないだは、ありがとな」

「何の話？」

　お互いの顔を見ず、空を仰あおいで言葉を交わし合う少年達。

　一方は、華はなのある顔つきの美少年。もう一人は、整った顔立ちをしてはいるが、どこか地味な印象の少年だ。

「雪ゆき人ひとが親父おやじさんの道具とかで手引きしてくれなきゃ、あの工場の中に入れなかった」

「それはどうかな。僕がいなくても侵入できてた可能性はあるかもしれない」

　冷静にそう呟つぶやいた地味な少年──霊みたま雪人に対し、校内で最も有名な生徒である少年──出雲いずもイズナという芸名を世に響ひびかせる少年は、呆あきれながら友人に言葉を返す。

「おいおい、そんな事まで疑うのかよ」

「君の、あのロボットに対する熱意は相当なもんだったからね。正直、僕がいなくてもなんとかするかもなあとは思ったよ？」

「……そうかな」

「ああ、羨うらやましくなる程だよ。何かに憧あこがれるって感情は、どんな感じ？　正直、僕にはそれは良く解わからないんだ」

　熱い友情というよりも、静かだが、それなりに長く練り上げてきた絆きずなを感じさせる少年達の会話。

　イズナは暫しばし考え、僅わずかに笑いながら言葉を紡つむぐ。

「お前が、あのカグヤって子を見てる時と同じような感覚さ」

「なんだよそれ」

「一ひと目め惚ぼれの惚れ倒しって奴やつさ」

　半分はからかわれた形となるのだが、雪人は怒りもせず、照れもせず──

　ただ、考えに考えた結果を声に出した。

「疑わしいね」

「信じるも信じないも、お前次第って奴さ」

　テレビに見せるクールな顔とは違い、無む邪じや気きな表情でカラカラと笑う少年アイドル。

　そして、その笑いを悪戯いたずら小こ僧ぞうのようなものに変えつつ、一つの事実を口にした。

「ああ、そうそう。そのカグヤちゃんと俺おれよ、今度会う事になるかもしれないぜ」

「えっ」

　雪人は、そこで初めて身を起こし、親友の少年の顔を見た。

　露ろ骨こつに表情を変える雪人を横目に見て、イズナは更さらに楽しそうに笑いつつ──

「ああ、やっぱり雪人がカグヤちゃんを見る目は、俺が『あいつ』に向ける目と同じだよ」




「愛だよ、愛」





◆㈱☆






同日夜　朝あさ乃の橋ばし家




「有アル菜ナ……私は父親としてお前を愛している。それは信じてくれ」

「な、なによ急に！」

　家に帰るなり、真剣な顔をしてそんな事を言ってきた父親に対し──有菜は露ろ骨こつな動どう揺ようをみせ、味み噌そ汁しるをよそう手を止めたまま表情を強こわばらせる。

　そんな娘むすめに対し、父親は無念だとばかりに首を振り──

「二号機パイロット候補に、強力なライバルが現れたんだ……！」

「まだ私を乗せる気だったの!?」

　有菜の悲痛な訴えには耳を貸さず、徹てつ也やは悔くやしげに言葉を紡つむぎだした。

「これがまた、強力なライバルでな……西にし神がみさんもお前を推おしてくれているんだが、ガイアシャフトの幹部達が、こぞってこの子を推すい薦せんするんだ……！」

　そう言って、父親が見せたのは──一本の、巻物型パンフレットだった。





◆㈱☆






翌日　私立所ところ沢ざわ祭さい媛えん高校　二年七組　教室




「まったくもう！　父さん達ったら、あんな可愛かわいい子と私を同じ場に引きずり出して比べさせようとするんだから！　恥はずかしい思いをするのは私だってのに！」

　机につっぷしながら愚ぐ痴ちを言い続ける有菜に対し、ポニーテールの級友はニヤニヤと笑いながら言葉を返す。

「じゃあ、二号機のパイロットは月つく夜よ見みカグヤに決定なのね？」

「うーん……そうだと思うけど……でも、解わからないよ。あのカグヤって子は確かに可愛いけど、ロボットに乗る資質があるかどうかっていうのは、また別物だからね……」

「そうかしら？　あの子、運動神経もいいみたいよ。私も夏休みの間に家族で忍にん術じゆつ公園のイベントに行ったけど、本当にプロのスタントマンかと思うような動きだったわよ」

「……で、でも、重要なのは、やっぱりロボットを愛してるかどうかだよ！　二号機はガイアシャフトのバックアップもあって、一号機よりも多くの機能が実装されるし、色々な場所でイベント活動ができるようにするんだよ！　ただ運動神経がいいだけじゃ駄だ目め。どんな状況にも対応できるように、やっぱりそのロボットをどれだけ愛して理解できるかっていうのが重要な事だと────────────────」

　その後、有アル菜ナは数分にわたって自分の所しよ見けんを語り続けた。

　級友の少女は、それをずっと黙だまって聞き続け──

　最後の最後に、有菜の心を貫く一言を呟つぶやいた。




「乗りたいのね。要は」

「……っっっ！」




　顔を真まっ赤かにしながら否定を始める有菜の様子を見て──

　針はり山やま深み冬ふゆは、少しだけ無む邪じや気きな色を籠こめて微笑ほほえんだ。





◆㈱☆






　そんな深冬が家に帰る最中、後ろを歩いていた同じ学年のカップルが、何やら興こう奮ふんした様子で会話を紡つむいでいた。

「だからね、ムー、昨日きのうの女の人もそうだけど、本当に何か凄すごい事が起こりつつあるんじゃないかな……黒服の人達、ここ数ヶ月の間に、この街でよく見かけるようになったし」

「気のせいだって。黒い服が宇宙人絡がらみっていうなら、学ランの中学や高校は宇宙人関係者の養成所って事になる」

「でも……本当に黒い服の人達が最近目立ってるような気がするんだけどなあ」

「ルルは本当に心配性だなあ」

　耳に飛び込んでくる男女の会話に、深冬は内心で苦笑しながら歩を進める。

　──まったくもう。考えすぎよ。

　──黒服にビクビクしてたら、結婚式にも出られやしないわ。

　とは言いつつも、家路につくまでの間、実際に黒服の人間が多いかどうかを確かめる深冬。

　しかし、これと言って特徴的な集団は見あたらず、せいぜい、家の庭でかくれんぼをしている弟の友人達の一人が黒いＴシャツを着ているぐらいのものだった。

　──ほら、やっぱり思い込みによる気のせいよ。

　──まったく、黒服に怖がるなんて……




　そう考えながら深み冬ふゆが玄げん関かんに入ると──

　目の前に、黒服にサングラスという姿の男が現れた。




「……っっ！」

　悲鳴こそ上げなかったものの、背筋と頰ほおを引きつらせて息を吞のむ深み冬ふゆ。

　だが、そんな彼女に、黒服の男はノンビリとした口調で声をあげる。

「やあ、おかえり。今日は早かったねえ」

「……!?　父さん!?　な……何よ、その格好」

「え？　いやあ、神しん夜やの友達が持ってきてくれたんだよ。家に黒服が余あまってて、その内一着が私のサイズにぴったりそうだからって。サングラスも一いつ緒しよにくれたんだけど、どうかな」

「似合わないから、止やめた方がいいわよ」

　自らの父親──針はり山やま真しん吉きちに対してきっぱりと言い切ると、深冬は一いつ瞬しゆんたりとも怯おびえてしまった自分を誤ご魔ま化かす為ために、疑問に思った事を口にした。

「……大体、黒服が余るって……その神夜の友達の親って、どんな仕事してる人なの？」

「えーと、私も良く解わからないんだけどね、なんでもその子が言うには……この辺りを住みやすくする仕事だとかなんとか」

「……？」

「私もその子に直接聞いたんだけど、よく解らないんだ。なんでも、文化や思考を周囲の環境に合わせるのが風習だから、周囲の文化が安定していればしているだけいいとか……いや、子供がこんな難しい物言いしたのも驚いたけど、多分環境整備とか民族学者とか、そういう類たぐいの職業じゃないかな」





◆㈱☆






数分前　　針山家　庭先




「まったく失礼しちゃうよね！　僕が宇宙から来たミュータントだなんて！　どこからどうみても地球産のデザインなのに……！」

　そう主張するのは──子犬ほどの大きさの、ヌイグルミのようにディフォルメされた一匹ぴきのカマキリ（？）だった。

「オマケに、僕をこんなにしたサマーちゃんまで『ティスはＥＴだったの!?』って叫び出す始末だし！」

「もー、だからそれは謝ってるでしょー」

　ばつが悪そうにそう応えるのは、緑色の髪かみをした眼鏡めがねの少女。

　彼女の声に合わせて、周りにいた子供達も次々と言葉を紡つむぐ。

「でも、その黒服の人達ってなんだったんだろうね」

「そんなに気にする事ないんじゃない？　サマーちゃんのお父さんがおっぱらったんでしょ」

「そうですわ。時とき平ひら君が気にする事でもないでしょうに」

「うん……それはそうなんだけど……」

　無む邪じや気きな空気を振りまく子供達の輪から少し離れた場所で、この家の住人である少年──針はり山やま神しん夜やが困ったように周囲を見渡していた。

「うーん、後は黒くろ井い君だけ見つからないなあ……」

　どうやら缶かん蹴けりか何かをしているらしく、黒井という名の友人を捜さがしているようだ。話している子供達は、どうやら既すでに鬼おにに見つかって待たい機きしている状態らしい。

　やがて根負けしたのか、神夜はまだ見つからない少年の名前を口にした。

「おーい、黒井くーん。僕の負けだよう、出てきてようー」

　神夜が大声でそう周囲に呼びかけると──

　自宅の玄げん関かんの中から、黒いＴシャツを着た少年がヒョッコリと顔を出す。

「あー、家の中は反則だよ、黒井君ー」

「ごめんごめん。トイレを借りてたんだ」

　黒服を着た小こ柄がらな少年は、照れ笑いを浮かべて家の中から出てきた。

　入れ替わる形で、庭先から玄関に向かう制服姿の少女の姿が見える。

「あ、姉ちゃん、お帰り！」

「ただいま。……いい年して缶蹴り？　まあ、家に引きこもってるよりはいいけどね」

　そのまま玄関に入る深み冬ふゆにペコリと頭を下げ、黒井と呼ばれた少年はそのまま庭に出て、他の子供達に向かって手をあげた。

「ごめんごめん、俺おれ、そろそろ父ちゃんに怒られるから帰るね」

「そっかー、もう遅いもんねー」

　簡単に別れの言葉を告げて帰って行く少年。

　その背を見送りながら、巨大カマキリにサマーと呼ばれた少女が神夜に尋ねかける。

「黒井君、いっつも違う黒い服を着てるけど、そんなに黒が好きなのかなあ」

「よくわかんないけど、黒いものにくるまってると落ち着くんだって」

「へー」

　神夜の答えを聞き、サマーはふと気付き、別の疑問を口にした。

「そう言えば、黒井くんって、うちの学校の子？　何年何組？」

「ううん？　違うよ？」

「え？　じゃあ、近所の子？」

　よく遊んでいる子の素す性じようを知らないのはまずいと思ったのだろう。

　サマーはどこか恥はずかしそうに、神夜の答えを待っていたのだが──

「さあ？　わかんない」

「ええっ？」

「気が付いたら友達だったんだ！　でも、すごくいい奴やつだよ！」

　無む邪じや気きに笑う神しん夜やの顔を見て、周囲の子供達は呆あきれるように顔を見合わせ──やがて、同じような無邪気な顔で笑いだした。

　楽しそうに、楽しそうに──





◆㈱☆






　そんな笑い声が聞こえていたのかいないのか──

　黒くろ井いと呼ばれた少年も、同じような顔で微笑ほほえんでいた。

　彼は膨ふくらんでいたポケットから、無数の小さな部品のようなものを取り出した。

　それは、詐さ欺ぎ団によって針はり山やま家に仕掛けられていた盗とう聴ちよう器きの数々だったのだが──

　少年はそれを、ポップコーンでも食べるかのように思い切り口の中に頰ばった。

　開かれた口の奥には、ただ黒い『何か』が広がり────ガリガリと音を立てて、盗聴器がその闇やみの中へと消えていく。

「あの黒服、神夜くんのお父さん、気に入ってくれるといいな」

　元の黒服の持ち主は、もういない。

　少なくとも、この星の、この街には。

　彼らの基準の中で、『この街からいなくなっても問題無さそうな悪い人達』の衣服だが──着ていた物にまで罪はない。『坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎い』という感覚は、彼らの中には存在しない。

『仲間内』でサイズが合わなかった一着は、友人の父親にぴったりらしい。

　そんな情報を元に、彼は初めて『友達』にプレゼントを贈った。

　正確には友達の父親にだが、『誰か』に何かを贈るという行為が、ただただ新しん鮮せんで、嬉うれしくて、少年──黒服の中の、人の皮のそのまた内部に存在する『異い形ぎよう』は、嬉しそうに嬉しそうにその全身を震ふるわせた。




　正体不明の少年は、そんな喜びを抱かかえたまま街の何ど処こかに帰って行く。

　決まった場所など存在せず──まるで、この所ところ沢ざわという街そのものに溶け込むかのように。




　そして、そんな者達まで内包したまま、針はり山やま真しん吉きちの住む世界は静かに回り続ける。

　日常も非日常も、分け隔へだて無く愛しながら──

　今日もまた、街はいつも通りの夕暮れを迎えていた。





『子供の中心、針山くん』──完
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成なり田た良りょう悟ご

９月に大型連休があるという事をすっかり忘れていて、「著者近影の写真今日までです！」と言われてあわてふためき、サングラスの下で目を泳がせる作者の図。漆黒の闇と眩しい光の海で泳ぎ溺れる瞳と書けば少しは格好良く聞こえるでしょうかと考える29歳。
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イラスト／ヤスダスズヒト＆エナミカツミ

ヤスダスズヒト：三重県出身。「月刊少年シリウス」で『夜桜四重奏』が好評連載中～！

エナミカツミ：広島県出身。多数のゲームのキャラデザを担当して絶賛活躍中～！
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